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　序　章







　つい昨日まで、少女は世界が善意に満ちているのだと信じていた。

　両親の深い愛情に守られて育った少女にとって、それはごく自然に行き着いた考え方であったのだろう。彼女の眼には全てのものが美しく見えた。ありとあらゆるものは優しさと慈いつくしみを主要成分としてできていた。幸福とは彼女にとって意識すらしない日常の別名であり、不幸とは物語フイクシヨンの中にしか存在しない架空の概念がいねんだった。

　度を超した悲しみや憎しみを感じた経験のない少女は、自分の識しる小さな領りよう域いきを世界の全てであると信じて疑わなかったのだ。明日も今日と同じく良い日であるのだと、彼女は当然の如ごとく考えて生きていた。

　嗚あ呼あ。何とそれは無む邪じや気きな日々であった事か！

　だが少女を愚おろかとは呼ぶまい。少女の見ていた世界は――それが子供らしい浅せん慮りよと無知による楽観主義の産物であるにせよ――聖者の夢にも等しい理想であったのだから。

　しかし理想は理想であるだけに儚はかなく脆もろい。

　故ゆえに……

（……殺されるっ……！）

　少女の中に育はぐくまれてきた美しい認識は至し極ごくあっさりと崩くずれ去っていた。

　薄闇にかちかちと耳障りな断続音が響ひびいている。

　それが自分の歯が立てる音なのだと気付いて、少女は自らの顎あごを両手で押さえた。だがその両手さえもが細かく震ふるえていてあまり役には立たず――結局少女が己おのれの立てる音を止めるには、歯の間に指を嚙かませるしかなかったが。

　束の間の静せい寂じやくが少女の周りに戻ってくる。

　だが耳を刺すかのような静寂の最さ中なかにありながら、少女は安心する事ができなかった。

　恐怖に鋭えい敏びん化かした彼女の感覚には、どんなささやかな音でさえ雷鳴の如く響く。自らの呼吸の音。自らの鼓動の音。普段であれば存在を意識すらしない些さ細さいな雑音でさえもが、無遠慮に鳴り響いて自分の存在を喧けん伝でんしているかのように思えてしまうのだ。

　止まれ内臓。止まれ血液。僅わずかな間だけで――あの怖い大人達が何ど処こかに去ってしまうまでの間だけで良いから。

　そんな無茶な事を自分の身体からだに懇こん願がんしながら、少女は手足を胎たい児じのように縮め、息を潜めて物陰に隠れていた。死し人びとの如く。石像の如く。ありとあらゆる物音を立てないように。静寂の中に自分自身を塗り込める為に。あの怖い大人達に気付かれないように。

（……殺される……殺されちゃう……！）

　少女が潜んでいるのは――とあるマンションのゴミ置き場だった。

　コンクリートに囲まれた、まるで古代の墳ふん墓ぼを想わせる空間。少女の側そばには幾つもの大きなゴミバケツが並び、異臭を放つゴミ袋が何十と積み上げられている。

　長居したくなるような場所では断じてないが、周囲からは壁によって遮しや蔽へいされ、薄暗く物陰にも事欠かないこの場所は身を隠すには都合が良いように思えたのだ。事実、換かん気きの為か扉は格子状になっていて中が見えてしまうものの、マンション全体の美観を損ねるのを恐れてか、扉自体が小さい上に表通りからは見えにくい方向に設置されている。すぐ側までやって来なければゴミ置き場の中を見渡す事はできまい。

　咄とつ嗟さにしては上出来な判断と言えるが――

（……ああ…………）

　声もなく少女は呻うめいた。

　扉の向こうには――まるで牢屋を想わせる鉄格子を透かして見る向こう側がわには、いつもと変わらぬ茫ぼう洋ようたる青空が広がっていた。恐らくその下には通い慣れた通学路があり、見慣れた街並みがあるはずだった。それらは昨日までと何ら変わりない風景を織り成し――そして明日も変わらず同じ風景であり続けるだろう。

　なのに――

（……助けて……お父さん……お母さん……！）

　まるで世界の色が一斉に塗り替えられたかのようだった。

　見慣れていたはずの世界は何一つ形を変えぬまま、しかし少女にとっては決定的に別な何かへと変質していた。慈愛の仮面を被かぶっていた世界が、突とつ如じよとして冷酷で非情な本性を剝むき出しにしたかのように。

　今の彼女の眼に映る全ては、ひどく陰いん鬱うつで悪意に満ちていた。

（……助けて……タクちゃん……殺される……私……殺されちゃう……！）

　そうだ。

　明日は当たり前のように来たりはしない。当然のように良い日だったりもしない。

『心の底から悪い人なんていない』なんて何の根拠もない噓うそっぱちだ。世界を動かしているのは必ずしも善意と慈愛ばかりではない。大人達は必ずしも賢い訳でもないし優しい訳でもない。それらはただ少女の前でそう装よそおわれていただけであって――一皮剝けばそこにあるのは無惨な現実だった。

　初めて触れる剝き出しの悪意。世界の善意を素直に信じていた少女にとって、それは気が狂う程の衝撃であった。自分が当然の如く踏みしめていたものが盤ばん石じやくの大地などではなく、一歩予定外の場所に脚を下ろせば簡単に底が抜けてしまうような脆ぜい弱じやくな薄はく氷ひようであったと、この日初めて彼女は知る事となったのだ。

　死ぬ。終わる。消える。殺される。生きるのを止やめさせられる。

　自分が――なくなる。

　それは少女にとって初めて意識する概念だった。

（……なんで……？　……どうして……？）

　恐怖と焦しよう燥そうに混乱する意識で少女は考える。

　どうして自分は殺されなければならないのだろう。

（……私……何も悪い事なんか……してない……してないよ……!?）

　そもそも殺されなければいけない位に悪い事って何なのだろうか。

　あるいは悪い事だと気付いていないだけで、自分は致命的な何かをしてしまっていたのだろうか。しかし――そんな重大な間違いをしているにもかかわらず自分は全く気付いていないなんていう事が有り得るのか。

（給食に嫌いなピーマンが入ってたら残すから？　それとも昨日、お母さんに五時までに帰ってきなさいっていわれたのに、五時半まで遊んでたから？　一昨日おとといの、五十メートル走でビリだったから？）

　それがそんなに悪い事だったのだろうか。

　それとも――

「…………」

　少女は――ふと思い至って、自分の髪に触れた。

（時々……髪の毛が青くなっちゃうから？　この髪の毛がヘンだから？）

　元々は黒髪であるはずなのに――染めた訳でもないのに、時折、何の前触れもなく勝手に蒼あおく変色してしまう髪。それは確かに少女にとって悩みの種ではあった。先生に注意された事も一度や二度ではない。仕方なしに普段は予あらかじめ髪染めで黒く染めておく事で――つまりは髪の地肌を覆おおい隠すように黒く塗り込める事で誤ご魔ま化かしている。

（……なんで……それがそんなに悪い事なの……!?）

　ただ髪の色が変わるだけの事が、殺されねばならない位に悪い事なのだろうか。

　ふと――鉄格子の向こうに黒いものが揺ゆれる。

　それが自分を追ってきた者達の着る黒衣だと知って、少女は思考すらも止めた。否いな――圧倒的な恐怖の前に停止せざるを得なかった。これ以上何か怖い事を考えたら自分が壊こわれてしまうと、本能的に知っていたのかもしれない。

　フードを目ま深ぶかに被り、わずかに背中を丸めて青空の下を徘はい徊かいする男達。

　その様子はまるで白昼に迷い出た死神のようにも見えた。見方によっては滑こつ稽けいな姿であったろう。だが彼等の姿を訝いぶかしむべき良識ある通行人の姿は何な故ぜか何処にも見あたらず、無論、少女にも彼等を笑う余裕などあるはずもなかった。

（……殺される……殺されちゃうっ……！）

　ろくに人生経験もない子供が死を覚悟せざるを得ない程に、男達の発する気配は峻しゆん烈れつだった。憎悪ではない。恐怖でもない。それらを含んではいるが――全く異質な形に昇華された何かが、男達の全身から放散されている。

　それが『殺気』であるのだと少女は本能的に悟さとっていた。

（……お父さん……お母さん！　たすけて……！　タクちゃん……！　……怖い！）

　叫びの衝動が喉のど元もとにまでせり上がってくる。

　だが少女は必死に両手で自分の口を押さえてその気持ちに耐えた。黒衣の男達はすぐ側にまで来ている。物音一つ立てれば、その瞬間に自分の未来が途切れるであろう事は少女にもよくわかっていた。

　だが……

「……そこにいたか」

　陰々滅々とした声がゴミ捨て場に響く。

　見つかった――愕がく然ぜんと少女は息を呑んだ。

「いたな」

「いたぞ」

「殺そう」

「殺そう」

　淡々とした声で言いながら、まるで葬列の如くゆらゆらと黒衣を揺らして男達はゴミ捨て場に近付いてくる。

　先頭の男がゆらりと腕を振った。

　無造作でありながら――決して無意識で行う事は有り得ない動き。まるで楽団指揮者の如くその一振りに幾重にも意味が絡からみ付いているかのような。

「…………!?」

　男の影が起きあがる。

　突如、天地の理ことわりに反して地を這はう事を止めた男の影は、平面である事さえも放ほう棄きして厚みを持ち、更にはごきごきと音を立てながら奇怪な怪物の輪郭へと変化していく。

　真っ黒でありながら燃えるような赤い眼がぎょろりと少女を睨にらんだ。

（…………？　……！　……!?）

　これは何なのか。こんなものがどうして存在するのか。

　これは……本当に現実なのか。

　少女の惑わく乱らんをあざ笑うかのように冷徹な男の声が命じる。

「――喰え。骨も残すな」

　かはっ――唾だ液えきの糸を引きながら闇が裂けて生臭い吐息が漏れた。

　生え並ぶ牙はまるで短剣のようである。その牙にかかる犠牲者に慰なぐさめがあるとすれば、最初のひと嚙みで体中を穴だらけにされて間違いなく死ねる事であろう。

　怪物は六本指を備えた手を無造作に伸ばして、扉の開閉レバーを握った。

　ぎいぎいと軋きしみながら鉄格子の扉が開く。

　黒い怪物は少女に向けて一歩踏みだし――

「――むっ!?」

　男の漏らした声と同時にびくんと硬直。

　崩ほう壊かいはわずかに一瞬だった。全身に亀き裂れつが走ったかと思うと、黒い怪物は無数の砕さい片へんになって地面に落下――そのまま厚みさえ失って男の影に戻る。

「やはり無理だな」

　別の男が忌いま々いましげに言う。

「忌まわしい〈吸い尽くすものヴアンパイア〉めが。その小さな身体で擬ぎ似じ魔族さえ窒息ちつそくさせる程の魔力欠乏領域を創り出すか……」

「無理に使い魔なぞ使う必要はなかろう」

　男の一人が薄笑いを浮かべながら少女に近付いて屈かがみ込む。

　白々と輝く刃が少女の頰ほおを嬲なぶるように撫なでた。それは、あまりにも非日常的に過ぎてむしろ硝子ガラス越しに見る風景のような隔かく絶ぜつ感のあった怪物よりも、ずっとはっきりと、生々しく少女の恐怖を刺激する――

「ナイフのひと突きで事は済む」

「…………！」

　その瞬間、少女の中で恐怖が限界を超えて溢あふれた。

　声にならない悲鳴を上げながらゴミ捨て場から飛び出す少女。

　無我夢中とはこの事であったろう。逃げられると思った訳ではない。ただ男達の殺気に絡からめ取られるのが怖かったのだ。炎に触れた痛みで反射的に手を引っ込めるように――少女はただ男達の濃密な殺意から一センチでも一ミリでも遠ざかろうと本能的に身体を動かしたに過ぎなかった。

　文字通りに脱だつ兎との如く、少女は男達の脇をすり抜けて必死に駆ける。

　咄嗟の事に男達の反応は遅れた。次々に伸ばされる黒い手は、しかし少女を捕つかまえる事なくいずれも空を切る。髪を、肩を、腕を、男達の指先がかすめる感触に鳥肌を立てながらも少女は全力で走った。

　一メートル。二メートル。三メートル。四メートル。五メートル。

　少女は捕まる事もなく男達との距離を広げていく。罵ば声せいも足音も追い掛けては来ない。

　ひょっとしたら逃げられるのではないか。

　そんな希望が少女の胸に芽生えた――その瞬間。

　最初に感じたのは衝撃だった。

　いきなり風景が回転して――頰に衝撃が走る。少女は自分が倒れたのだと気付くのに数秒かかった。そして自分の右の太ふと股ももを貫つらぬく痛みを意識するのには更に数秒を要した。

「……！　……!?」

　少女は恐慌状態で脚をばたつかせ――そして太股から這い上がってくる痛みに鋭い悲鳴を上げた。初めて経験する苦痛。火傷に似てはいるが、較くらべものにならない。痛み以外の感覚が右の脚から消えていた。右脚が千ち切ぎれてしまったのかと思った程である。

「手間をかけさせる」

　消音器サイレンサー付きの拳銃を片手に男の一人が近付いてくる。

　少女を転倒させたのは男が放った銃撃だ。小指の先程の小さな鉛弾であるが、それは少女の太股を貫通し、その右足の機能を半なかば麻痺させていた。

　――逃げないと。

　そう思いつつも少女はその場から動けなかった。両手をついて身体を起こし、無事な左足で地を蹴って逃げようとするものの――恐怖と苦痛に狂い始めた少女の意識は肉体に正しい命令を下す事ができない。心では必死に逃げる行動を取っているつもりで、実際には無事な両手と左足を痙けい攣れんするかの如く無意味に震わせているだけだった。

「このような道具に頼らねばならんとは無ぶ粋すいの極きわみだ」

　男の一人がそう言って拳銃を持ち上げる。

　深く被ったフードのせいで彼等の顔は見えない。だが闇を押し込んだかのようなフードの奥で、ぎらりと剣けん呑のんな光を放っている双そう眸ぼうだけは何故かはっきりと見えた。

「…………ッ！」

　少女はただ眼を閉じ、身を縮め、息を殺した。

　他に何もできなかった。こうやって息を殺し、声を殺し、存在を殺し続けていればひょっとしたら自分の身体は透明になって虚こ空くうに消え入るのではないか――そんな他た愛あいない妄もう想そうに逃げ込みながら、少女は地面に倒れたまま硬直していた。

（殺される。殺される。殺される。殺される――）

　圧倒的な絶望を前にして少女の視界は暗く閉ざされていく。

　五感の全てを切り離して現実を否定する事で、彼女はこの状況から逃れようとしていたのだった。力も弱く知識もない幼い子供の身で他にできる事など何もなかった。

　その時――

「やあ。取り込み中かね？」

　不意にそれまで響いていたのとは温度の違う声が切り込んできた。

　日本語ではない。無論少女にはそれを判別する余裕も知識もなかったが、硬く尖とがった発音ながら音節の連つらなりに何処か歴史を感じさせる風ふ情ぜいの編み込まれたそれは――ドイツ語である。それも鮮やかな発音と畳み掛けるような語調は、それを母国語として育った者特有の流りゆう暢ちようさであった。

　黒衣の男達が振り返る。

　道の真ん中に一人の人間が立っていた。

　銀髪の男性である。

　歳の頃は……よくわからない。口調や物腰は歳経へた者の風格と余裕を漂ただよわせているが、いかにも白人らしい彫りの深い顔立ちには皺しわ一つない。元より気品と知性を感じさせる容よう貌ぼうであるが、碧へき眼がんを覆う細いレンズの眼鏡がより男の雰ふん囲い気きを洗練されたものに――まるでエリート・ビジネスマンのように見せている。もっとも男性の身に帯びているのはスーツではなく、黒を基調とした特徴的なデザインの長衣ローブであったが。

「人払いはしたはずなのだがな」

　黒衣の男の一人が呟つぶやくように言った。

「結界そのものが無効化されたのか？」

「〈侵奪能力〉の効果範囲はせいぜい半径二十メートル程だと聞いているが」

　男達はぼそぼそと言葉を交わす。大人数人で武器を持ち幼い子供を追い回しているこの状況を部外者に見られたにもかかわらず――何ら焦あせる様子も驚く様子もない。

　短剣を握った男が拳銃を握った男に言った。

「任せる。死体は後で分解するか魔物共に喰わせれば良かろう」

「了解した」

　男が頷うなずいて無造作に拳銃を持ち上げる。

　消音器付きの銃口が不運な闖ちん入にゆう者しやに向いて――溜め息を一つ。

　だがその瞬間に人影は消滅していた。

　否――消えたのではない。高速で残像すら残さずに移動して間合いを詰めていたのである。銃弾は、虚むなしく空を貫き、自動拳銃から蹴り出された空から薬やつ莢きようがアスファルトに落ちて涼やかな音を立てたその時には、既に人影は銃撃した男の鳩尾みぞおちに、まるで猫の手を真似るかのように指先を折り曲げた掌てのひらを――俗に掌しよう底てい打ちと呼ばれる一撃を突き入れていた。

「――!!」

　崩れ折れる仲間を見て黒衣の死神達の間に緊張が走る。

　だが彼等が体勢を整える前に人影は疾風しつぷうの速度で間合いに入り込んでいた。

「貴様――!?」

　呻くように叫ぶ男の顎に人影の掌底が叩き込まれる。二人目の男も脳のう震しん盪とうを起こして呆あつ気けなくその場に倒れ――残る男達は身構えながら咄嗟に何事かを唱えた。

　しかし――

「愚かな」

　呟きながら走った人影の両手は次々と男達の身体に叩き込まれ、悲鳴を上げる間も許さずに彼等を地に這わせる。

　時間にすればわずかに数秒。

　だがその時間が経過した後――黒衣の男達は全員が路面に倒れていた。

　武器を持った人間、それも複数を相手にして瞬またたく間に制圧してのけた人影の体術。武術に詳しい者であれば、その直線的で瞬発的な動きが、形けい意い拳けん――即すなわちある種の動物が獲え物ものに襲いかかる瞬間の動きを真似た拳法の一種であると見抜いていたかもしれない。更に詳しい人間ならば、形意拳に酷似しながらも形意拳とは明らかに異なる体術であると気付いたかもしれないが。

「咄嗟に魔法に頼りたくなる気持ちはわかるがね。そもそも魔法が使えないからわざわざ使い慣れぬ武器を持ちだしてきたのだろう？　それにいくら高速詠唱スピードキヤストとはいえ、この距離ならば殴なぐった方が早い。その程度の見極めもできずにただ魔法に依存している有あり様さまで、魔法『使い』を名乗るとは笑止千万だな」

「き……貴様……」

　ただ一人――最初に一撃を食らって悶もん絶ぜつしていた男が、苦く鳴めいの合間からとぎれとぎれの台詞せりふを押し出してくる。他の者は完全に気を失っていてぴくりとも動かない。

「フランクラム……シュタイン……」

「〈連盟〉にまで名が知られているとは光栄だが、貴様等の如き幼稚な選民思想の輩やからが私の名を口にするな。汚らわしい」

「……この……俗物が…………」

「その手の誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようは聞き飽きたね」

　フランクラム・シュタインと呼ばれたその人物は肩を竦すくめた。

「君達も常識の裏側を住処すみかとする者ならば、そのようなお馴染みの文句しか出て来ない自分の見識と器量の狭さを恥じたまえ」

　言ってフランクラムは唯ゆい一いつ意識のあったその男に近付くと、無造作に脚を上げ――そして踏み降ろす。

　骨の砕ける音と共に黒衣の男は沈黙した。ぴくぴくと指先が痙攣している所を見ると死んではいないようだったが。

「いくら魔法使いとはいえ、適度な運動くらいしておきたまえ。身体がなまると思考もなまるぞ」

　髪をなでつける仕草をしながら、やはり意味不明の台詞を自信満々でフランクラムは言う。次いで彼は辺りを見回し、倒れたままの少女に近付いた。

　そして――

「――!?」

　まるで踊るかのように優雅にバックステップ。

　同時に彼が一瞬前まで占めていた空間を白いものが薙ないだ。

「ほほう？」

　フランクラムは面白そうに表情を歪ゆがめて身を起こす少女を眺ながめた。

「ふーっ……ふーっ……ふーっ……」

　まるで手負いの獣のような、殺気混じりの荒い呼吸を繰り返しながら少女は猫背気味の姿勢で立ち上がった。先程フランクラムがかわしたのは少女の右手だ。少女の腕力などたかが知れているので、そう攻撃力が高い訳でもあるまいが――まともに当たっていたら頰に引っ掻かき傷の一つもできていただろう。

「ふーっ……ふーっ……ふーっ……」

　少女は――やはり何処か獣を思わせる動きでフランクラムの周りをゆっくりと回り始めた。その瞳ひとみには既に理性の色はなく、髪がゆらゆらとまるで水中にあるかのように揺れている。ぱりぱりと音を立てながら彼女の髪から髪染めが剝はがれ落ち――その下からは藍らん碧ぺきの色が滲にじみ出ていた。

　どう見ても尋じん常じようの様子ではない。

「これはこれは……」

　フランクラムは呟いて軽く身構えた。

「私は君を助けに来たのだ――と言ってもわかる状態ではないか」

　低い息と唸うなり声を吐きながら自分の周りを回る少女を興味深そうに観察しながらフランクラムは言った。明らかに異常な状態の少女を前にしても、焦ったり訝しんだりする様子はない。獣のような状態の少女を眺める彼の表情は――何処か嬉うれしそうですらあった。

「とはいえ……これは錯さく乱らんではないな。獣けもの憑つき？　いや――多重人格の一種か？」

　無論少女からの答えはない。

　先程までの怯おびえが噓であるかのように、少女は敵意も露あらわにしてフランクラムを睨んでいる。脚の銃じゆう創そうからは出血したままだが、痛みなど微み塵じんも感じていない様子だった。

「興味深い。これはこれでなかなかよろしい。きっとケモノミミがよく似合うだろう」

　何を考えているのか、懐ふところに手を入れながらうっとりと呟くフランクラム。

　そして――

「――っ！」

　隙すきをうかがっていたのだろう。鋭い声を放ちながら少女がいきなり跳ちよう躍やくしてフランクラムに襲いかかった。自分の非力さを心得ているのか、真っ直ぐに少女の指はフランクラムの眼を狙っている。少女の爪の先がフランクラムの眼鏡に触れ――

「――おっと」

　フランクラムはわずかに半歩身を引いて少女の攻撃をかわす。同時に彼の右手は電光の素早さで懐から抜き放たれ少女の頭部へと走った。

　攻撃が空振りに終わった少女はそのままの勢いでフランクラムの傍かたわらを駆け抜け――

「――!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべてその場に立ち竦んだ。

　少女の頭部には……獣のように短い毛に覆われた尖とがり耳が一対生えていた。

　言うまでもなくフランクラムの仕業である。一体何の冗談なのか、交差した一瞬で彼は懐から取り出した獣耳付きのカチューシャを少女の頭に嗔はめ込んでいたのだ。

　しかし――

「うむうむ。思った通りよく似合う」

　ぐ――と拳から親指を立てて言うフランクラム。

　それが合図であったかのように、何やらカチューシャの耳がぶるぶると震えたかと思うと――まるで叱られた犬がそうするかのように、ぱたんと前に倒れた。

「……!?」

　少女が驚愕の表情を浮かべたのは一瞬だった。

　次の瞬間には少女の髪は変色して、ごく一般的な漆しつ黒こくの色を取り戻す。

　同時に――まるで悪い夢から覚めたかのように、少女の敵意と警戒に満ちていた表情が曖あい昧まいに溶け崩れた。

「少し眠っていたまえ」

　とフランクラム。

　緩ゆるんだ無表情で顔を覆いながら……少女はまるで眠るかのように意識を失った。

　どさりと音を立てて小柄な身体が地面に転がる。

「んー……」

　構えを解いたフランクラムは少女の側に屈み込む。

　彼はそのまま何をするでもなく、しばしうっとりとした表情でケモノミミの付いた少女の姿を眺めていたが……

「――とと。いかんいかん。呑のん気きに鑑賞している場合ではないな」

　傍はた目めには変質者以外の何者でもない自分の姿に気付いたのか、我に返ったフランクラムは、更に懐から取り出した札のようなものを少女の太股に――銃弾が貫通して流血している部分に貼り付ける。

　如い何かなる効果か――少女の太股の流血はその瞬間に止まっていた。

「全く、乙女の柔やわ肌はだに酷ひどいことをするものだ」

　反対側の傷口――銃弾の射しや出しゆつ痕こんにも蓋ふたをするかのように札を貼り、続いてフランクラムは眼鏡の蔓つるの部分を人差し指でこんこんと叩いた。

「――シュタインだ。保護対象人物を確保した。傷を負っていたので応急処置を施ほどこしたが生命に別状はない。銃で撃たれたようだが、小口径のようだし、弾は骨に触れる事なく貫通している。細かく検査しないと断言はできんが、特に呪じゆ化か弾頭でもなかったようだ。傷も残るまいよ。能力封印処理も終えている」

『御苦労』

　フランクラムの眼鏡に――金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年の顔が映っていた。

　未だ十代前半の可愛らしい顔立ちである。陶磁器のように白い頰はまさしく『白はく皙せきの美少年』の言葉をそのまま体現していた。まるで名めい匠しようの手になる人形の如くその容姿には隙というものがない。そのままガラスケースにでも入れておけば芸術品として通用するだろう。

　だが……

『つまらん労働をさせたな。すまんねシュタイン助教授――魔力侵奪能力者でなければ私が出向いても良かったのだが』

　そう告げる少年の本体は――何処にいるのか。

　フランクラムの周囲には倒れ伏す少女と黒衣の男達の姿があるだけで、他には人の姿はない。白昼の住宅街でありながら漂う静けさは廃墟のそれだ。近くに人がいれば、まして――金髪碧眼の美少年がいれば目立たないはずがない。

　映るはずのないものがフランクラムの眼鏡には当然の如く映っているのだった。

　だがその不思議に首を傾げる者もやはりこの場にはいない。当のフランクラムはそれが当然といった様子で虚空に向かって喋しやべっている。

「まあ健康の為には、たまにこうした立ち回りも悪くはないが」

　フランクラムは肩を竦めて言った。

「しかし何だ、この少女は？　多重人格症のようだが。〈魔力侵奪能力者〉は初めて見るが……皆こうなのか？」

『多重人格？　いやそのような報告は――』

　そこまで言って少年は黙り込む。

『まさか……』

　少年の虚像はフランクラムの眼鏡の中でしばしぶつぶつと何事かを呟いていたが――フランクラムはふと何かに気付いた様子で晴れ渡る空をぐるりと見回した。

「まあこの少女の能力と状態についての検討は後にしよう。〈連盟〉の連中が結界を解除したようだ――第三者に目撃される前に退散するべきだ」

『了解した』

「で――この〈魔力侵奪能力者〉はどうすれば良いのかな？」

『とりあえず羽は瀬せ川がわ秋あき穂ほの所に届けておいてくれたまえ』

　その言葉を聞いた瞬間、フランクラムの終始一貫して小憎らしい程の余裕をたたえていた表情に、ぴしりと一筋の亀裂が走った。微かすかに頰を引きつらせながらフランクラムは呻くような口調で尋たずねる。

「……ひょっとしてあの〈破壊魔デモリシヨナー〉の関係者なのか？」

『知らなかったのかね？　彼女の娘だよ、その子は』

「…………」

　顔をしかめてフランクラムは目の前の少女を眺める。

　およそ時計の秒針が一回りするだけの時間を置いて――フランクラムは言った。

「……難儀な家系だな、あそこも」

『確かにな』

　眼鏡の中に映る虚像が頷く。

「とにかく帰還する」

　溜め息混じりに言ってフランクラムは少女を抱き上げた。










　第一章　当たっちゃったんですけど。







　暗く小さな密室の中に青年はいた。

　閉所恐怖症の人間ならば、一分と保もたずに悲鳴を上げている事だろう。人間一人が座って作業できるだけの空間が確保されてはいるが、二人は無理――そんな場所である。棺桶かんおけよりは多少ましといった程度だった。もっともこの閉へい塞そく感かんは胎内たいない回帰願望の強い者にとっては至し極ごく落ち着く環境ではあるかもしれないが。

　ある種の操縦席を彷ほう彿ふつとさせる空間であった。

　圧迫感さえ伴う薄闇の中で、空間そのものに穿うがたれた窓の如ごとく、幾つもの四角い表示画面デイスプレイが青年の頭部を囲むように並んでいる。半球状の部屋の真ん中には身体からだを包み込むような形の――俗にバケット・タイプと呼ばれる席シートがしつらえられ、彼はその中に身体からだを沈み込ませるようにして座っていた。

　彼の前には更に何ど処こからか伸びた金属製のアームによって、二基の大型キーボードが配置されている。青年を囲むように湾わん曲きよくするフレームには通常のキーは無論だが、ヘブライ語の文字やら意味不明の記号やらが刻印されたキートップが幾つも並んでおり、何処かアナログな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　表示画面はそれぞれ、大量の数式やら画像やら表やら文字列やらを映し出している。しかもそれらの内容は刻々と――秒単位で変化していく。普通の人間には到底それらを把は握あくしきる事はできないだろう。あまりにももたらされる情報量が多過ぎる。生き真ま面じ目めに全てを理解しようとするのなら、脳をかき回されるような頭痛を覚えた挙げ句に嘔おう吐とするのを覚悟せねばなるまい。

　もっとも青年はそれらの全てに眼を遣やっている訳ではない。

　表示画面の中でも一際大きなもの――青年の真正面に位置する、大きさにして二十インチ程の画面だけを食い入るように眺ながめている。画面から発する光に照らされた青年の顔には、刻々と変化する陰影が映り込み、その彫りの深い顔立ちに、隈くま取どりを施ほどこしたかのような奇妙な雰囲気を与えていた。

「……そんな。馬鹿な」

　青年は呻うめくように言った。

　彼の名は佐さ久く間ま榮えい太た郎ろう。

　切れ長の黒眼とすっきり通った鼻筋が、ある種の貴公子然とした気品を醸かもし出している人物である。特にお洒落しやれに気を遣っている様子もないのだが――特に髪などはただ無造作に伸ばしているだけに見える――決して不潔にも無ぶ粋すいにも見えないのは基本的な顔の造ぞう作さくが優すぐれているからだろう。

　ただし彼の場合――単に美男子と言い切ってしまうには若じやつ干かんの躊躇ためらいが生じる。端たん整せいなのは間違いないのだが、完かん璧ぺきではないのだ。まるで重要な部分の螺ね子じが一本抜け落ちているかのような……ある種の隙すきというか緩ゆるみがその容よう貌ぼうにはある。もっともこの青年の場合はそれがむしろ愛あい嬌きようにもなっているのだが。完璧すぎる美び貌ぼうはむしろある種の威い嚇かくとなって他人を遠ざけかねない。

　それはさておき――

「そんな馬鹿な事が――」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく榮太郎。

　その横顔には慚ざん愧きの念が色濃い。激しい困こん惑わくと後こう悔かいが彼を襲っているのは間違いなかった。常日頃彼の浮かべる何処か余裕に満ちた表情は微み塵じんもない。彼は震ふるえる手で何度かキーボードを操作したものの、望む結果は得られなかったのか、その表情は暗く強こわ張ばったまま晴れる事はなかった。

　そこへ――

「――御主人様」

　薄闇に走る切れ込みと共に涼やかな声が榮太郎を呼ぶ。

　縦長の長方形に薄闇が切り取られ、その中に逆光を背にして立つ一人の娘――だろう多分――を浮かび上がらせた。

　断言を憚はばかるのはその輪郭が明らかに異い形ぎようの要素を含んでいるからだ。

　着ている衣装はワンピースにフリル付きエプロン、更にはヘッドドレスといったオーソドックスなメイド・サーヴァントそのもの。無論あまり身体の線が出る衣装ではないが、それでもほっそりとした、それでいて女性的な曲線をはっきりと主張する体たい軀くの美しさを布の上からでも窺うかがい知る事ができる。顔立ちも清せい楚そにして優美。落ち着いた物腰は『淑しゆく女じよ』と呼ぶに相応ふさわしい品を備えていた。

　だがそれでもなお彼女を尋じん常じようの人間と一線を画する存在に見せているのは、決して人間の淑女には備わっていないもの――即ち頭部に備わった獣のような一対の尖とがり耳と、スカートの裾と共に揺れているしなやかな尻尾である。

　エーネウス・ザ・バージェスト。

　それがこの人じん外がいの姿を持つメイドの名であった。

「あまり根を詰められるとお身体に障りますよ。どうか御自愛くださいませ」

　と言いつつ中を覗のぞいたエーネウスは――微笑しながら言った。

「…………で。御主人様は一体何を？」

　注意深い者ならばエーネウスの額にうっすらと血管が浮かんでいるのに気付いたかもしれないが……生あい憎にくと榮太郎はエーネウスに背中を向けたまま振り返りもしない。

「信じられん」

　震える声で榮太郎は言った。

　彼の正面の表示画面――それを見つめながら。

「攻略不可能だとっ!?」

　拳こぶしを握りしめて震わせながら叫んだ榮太郎の正面には――にっこりと微笑ほほえむ少女のイラストがあった。パステル・カラーで描かれたコンピュータ・グラフィックスである。ついでに言うとそのイラストの下には細長い別画面が付属していて、そこに『もう。榮太郎くんてば浮気者だね。ボクなんかにかまってないで、みちるの事を見てあげて』とかなんとか文章テキストが出力されていたりする。












「……御主人様？」

　エーネウスの呼び掛けにもやはり反応しない榮太郎。

　しばらく見ていると表示画面は真っ白になって、右下に『ＦＩＮ』の文字が浮かび上がる。更に見ているとそれさえ消えて、何やらずらずらと人名なのか何なのかよくわからないものの一覧が下から上へと流れスクロールしはじめた。

　榮太郎は戦せん慄りつさえ滲にじませた表情でキーボードに拳を叩き付ける。

　渾こん身しんの怒りを込めた一打に、フレームがみしりと悲鳴を上げた。キーボードに口がきけたらきっと『俺が一体何をした？』と問うていた事であろう。

「馬鹿なっ！　いや――しかし全ての選択肢は潰つぶした！　四巡しても選択肢は増えないし……どうしてもこのキャラだけが……くそ。まさか。そんな。こんな明確なパッケージの『ボク少女』を出しておきながら攻略不可能だと？　おのれ制作者め、純真なユーザーの気持ちを愚ぐ弄ろうするのかっ!?」

「――御主人様」

「四回もスキップできないスタッフロール見せておいて、なお、おあずけを食らわそうというのか!?　貴様等、鬼か!?」

「――御主人様」

「む――そうか、コンシューマーに移植した時にボーナス・キャラとして攻略可能にするつもりだな!?　おのれ、そんな姑こ息そくな商業主義など天が、地が、ソフ倫が許しても俺が許さん!!　何が全年齢だ！　たかぶりまくった俺の劣情をどうしてくれる!?」

「――御主人様」

「…………」

　そこでようやく気付いたらしく。

　手品師やスリも青ざめる程の、目にもとまらぬ早はや業わざで榮太郎の指がキーボードの上を走ると、彼の正面に映っていた表示画面が瞬時に切り替わり、何やら難解極まりないプログラム言語の羅ら列れつへと変化していた。

「――おや。エーネウス。どうした？」

「…………」

　エーネウスは冷凍マグロのそれよりも冷え切った眼で榮太郎を見つめる。

「はっはっは。おや。もうこんな時間か。ここにこもって調べものをすると、どうも時間の感覚が狂うなァ」

　と爽さわやかに――まるで何事もなかったかのように笑う榮太郎。

「そうですね。申し訳ありません。時が経つのを忘れる位に、私が呼び掛けても気付かない位に、御熱心に研究しておられたのに」

『研究』の部分をやけに力強く発音しながら微笑するエーネウス。

「ああいやいや。構わないよ」

「…………」

「…………」

　しばし沈黙。

「……美少女ゲームは一日三時間まで」

「はい、すんません」

　と榮太郎はうなだれた。

「つっても一応ちゃんと研究というか解析もしてたぞ？」

　言って榮太郎がキーボードに指を走らせる。

　正面の画面が瞬時に切り替わり、そこに３ＤＣＧの物体が映し出された。

　ゆっくりと回転する銀色の環リング。

　それは――

「ここんところ、ばたばたしていたからな。ちっとほったらかしになってたんだが……」

「これは――いつぞやの〈指輪の女王ローデス・オブ・ザ・リング〉なのでは？」

　首を傾かしげて指輪のＣＧを眺めながら言うエーネウス。

「御名答。あの傍はた迷めい惑わくな魔法具さ。いや――」

　榮太郎は肩を竦すくめて言った。

「もしやと思って調べてみたら案の定。これは厳密には魔法具じゃない」

「と――いいますと？」

「こいつを造ったのは超能力者だな」

　言って榮太郎は肩を竦めてみせる。

「道理で魔法回路としてはおかしな構造になってるはずだよ。ここに込められてるのは魔力じゃなくて超能力だ」

「超能力……？」

「魔法とは似て非なるものでな。まあ超能力の研究は〈学園〉でも〈連盟〉でも邪道扱いだから知らないのも無理はないが……何にしてもこの指輪自体は、例の騒動でほとんど力を使い果たしていて、もうまともに機能しない。超能力の再さい充じゆう嗔てんは造った本人にしかできまいし。ま――要するにこれはもうただの指輪さ」

「はあ……」

　曖あい昧まいに頷うなずくエーネウス。

「手間がかかった割にはつまんない結論だったな。ま――それはさておき」

　榮太郎は椅子を回してエーネウスと向かい合いながら言った。

「呼びに来たのは何か用があったんじゃないのか？」

「はい。年越しそばができましたので、のびてしまわない内にと」

「年越しそば？　――ああ、そうか」

　そこでようやく彼は今日が大おお晦みそ日かであるという事を思いだしたらしい。

　まあ彼も小説家や漫画家と同様、世間一般の暦や時計とは著しくずれた生活をしているのだから無理もない。まして常識の外側を住処すみかとする魔法使いであるならば尚なお更さらの事ではある――その反面で月齢とか星せい辰しんとかにはやたら詳しいのだが。

「出前でも頼んだのか？」

「いえ。ミヤビが打ったものです。出だ汁しは私が造りましたが」

「妙な特技もってんな、あいつも」

　苦笑する榮太郎。

　彼はちらりと腕に巻いた時計を見て、席から立ち上がった。

「じゃあ急ぐか。今年も残す所あと一時間だしな」

「御ぎよ意い」

　エーネウスは微笑して一礼した。
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　それは一つの教育機関であった。

　ただしそれはいわゆる学校教育法上の定めに則のつとって造られた組織ではない。そもそも社会通念や一般常識には縛られる事のない領りよう域いきにそれはあった。

　この国の公こう文ぶん書しよの何処を探してもその機関の名前は記されていない。

　この国のどんな地図を紐ひも解といてみてもその機関の所在地は掲載されていない。

　それは存在しないはずの機関。在り得ないはずの組織。

　何な故ぜならこの教育機関が教える事は一般社会とは相あい容いれないものであったからだ。人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆たい積せきしてできたものであったからだ。

　だが捨てる者が居れば拾う者も居る。

　そこは一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨みがき上げてきた者達とそれに続く者達が学ぶための場所だ。利便性。効率。経済効果。確実性――無味乾燥とした実利主義の陰で忘れ去られたはずの不可思議なる、しかし厳げん然ぜんたる真実を身に付ける為の場所だった。

　故ゆえに関係者は様々な想いを込めてその教育機関をこう呼ぶ。

　現代に隠れ住みし魔法使い達の学園――〈マジシャンズ・アカデミイ〉と。
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　肩を揺ゆさぶられて――眼が醒さめた。

　びっくりしながら瞬きした鈴すず穂ほは、心配そうに自分の顔をのぞき込んでいる少年の顔に焦点を合わせた。平凡と言えば平凡だが、人の善さが滲み出ているかのような優しい表情が既に顔の造りの一部となっている――そんな少年である。鈴穂にとっては父母に次いで見慣れた顔でもあった。

「…………」

　少年に呼び掛けようとして声が出ない事に愕がく然ぜんとする。

　どうやら未だ夢を――未だ声が出ていた頃の夢を引きずっているらしい。もう声が出なくなって随ずい分ぶんになる。今では普通に会話するのと同じ位の自然さで筆談できる程だ。

　脳のう裏りを過よぎる不吉な影。

　忘れていたはずの――忘れたはずと自分に言い聞かせていた旧ふるい恐怖と不安が、心の中でもぞりと動く。

（……タクちゃん）

　思わず鈴穂は目の前の少年に抱き付いた。

　これも未だ少し寝ぼけていたせいだろう。普段ならさすがに――特にこっちの方の鈴穂は羞しゆう恥ち心しんが邪魔してこんな積極的な行動には出られない。

「す……鈴穂!?　ど、どうしたの？」

「…………」

　ぎゅっと少年の身体を抱き締めながら、鈴穂は脳裏に揺らめく悪夢の残ざん滓しに耐えた。

　黒衣の男達。鼻を突く悪臭。異形の黒い怪物。

　そして太ふと股ももを貫つらぬく痛み――

「いや。鈴穂。あの――こ、困るんだけど……お、叔母さんもいるし」

　言葉通り困惑の表情を浮かべた少年――従兄弟の羽は瀬せ川がわ拓たく人との声に、ようやくはっとなって鈴穂は視線を周囲に向ける。

　目に入ってきたのは純和風の佇たたずまいで、置いてあるのはクローゼットではなく和わ簞だん笥す、扉の代わりに室内と廊下を仕切っているのは障子。鈴穂が寝ているのもベッドではなく畳の上に敷かれた布団だ。

　言うまでもなく此こ処こは最近ようやく見慣れたマンションの部屋ではなく……むしろそれよりも遙かに慣れ親しんだ実家の部屋の佇まいである。

　鈴穂が使っていた部屋だ。

　その証拠に――和室の佇まいからは明らかに浮いたものが部屋の隅すみに幾つも幾つも並べられている。

　大小様々な人形と縫ぬいぐるみ。数にして二十余りの模も倣ほう存在達。

　テディ・ベアもあれば博多人形もあり、固定ポーズのものも在ればＧＩジョーのようなアクション・フィギュアの類たぐいさえある――といった無む節せつ操そうぶりで全く統一感のない品揃ぞろえであるが、これだけの数が揃うと何か独特の空気を持った領域がそこに形成される。

　これを気味悪いと言う者もいるだろう。

　もっとも押入にはその三倍の数が眠っているのだという事を鈴穂自身は知っている。かつて父親が鈴穂の為にあちこちで買いあさってきたものだ。

「…………？」

　一瞬自分がどうして此処にいるのか悩んだ鈴穂であったが――すぐに思いだした。

　さすがに年末年始位は家に帰って来いと言われ、三十日から帰き省せいしていたのである。もっとも普段彼女が住んでいる拓人のマンションと鈴穂の実家は徒歩で行き来できる程度の距離にあるのだが。

（……『おばさん』？）

　まだ回転の鈍にぶい頭はその意味を『自分の母親』に変換するまでに三秒くらいかかった。

　そして――

「…………っ!?」

　思わず拓人から飛び退くように身を離して周囲を見回す。

　すると――細めに開かれていた障子の隙間からこちらを見ている母親と視線が合った。

「気にしなくていいのよ。続けて続けて？」

「叔母さん――」

　呻くように言って振り返る拓人。

「ほら。タクちゃんも遠えん慮りよしないでがばーっと」

「しません」

「ええ？　母親公認よ？」

　障子の向こうからひどく楽しげな声が聞こえてくる。

「ほらほら。テープが勿もつ体たいないでしょ。高画質モードだから無駄に回してる余裕ないのよ。途中で映像が途切れたりすると興きよう醒ざめだし」

「…………」

　とても母親とは思えない発言にかくんと肩を落とす拓人。

『お母さん』

　鈴穂が枕元に置いてあったノートにそう書き込んで示すと、障子がすすっと開いて和服姿の女性が姿を現した。博多人形を想わせる、清楚で落ち着いた感じの和風美人ではあるのだが……西にし陣じん織おりの着物と、その肩に担かついだ、ごっつい業務用デジタルビデオカメラとの組み合わせは激烈に変だった。

「鈴穂も。折せつ角かくそこまで思い切ったのなら接せつ吻ぷんとかして気分盛り上げないと。あとはこう胸はだけて見せるとか。お父さんなんか乳首見せるまでもなく一発で落ちたわよ？」

『お母さん。頼むから黙ってて。ていうかどっかいって』

　物凄い勢いでそう書いて示す鈴穂。

　他人からは『よく似ている』と言われるし、容貌としては確かに共通点も多いとは思うものの、鈴穂に言わせれば自分の産みの親とは到底思えない人物――それがこの和服美人、羽は瀬せ川がわ秋あき穂ほである。

　秋穂は哀かなしそうな表情を浮かべて拓人に言った。

「…………タクちゃん。最近娘が冷たいのよ？」

「自じ業ごう自じ得とくです」

「ううっ。タクちゃんまで。育て方間違えたかなあ」

　やはり哀しげにそう呟くと秋穂はそのまま立ち上がり、『るーるるー』とか言いつつ板張りの廊下を歩み去っていった。ビデオカメラ担いだまま。

「叔母さん、相変わらずだね」

　苦笑して言う拓人。

『やっぱり帰ってこない方が良かったかも』

　鈴穂は疲れ切った気分でそう書いた。

　両親の要請もあったが、鈴穂が実家に戻ってきたのは『折角の正月だし、とっておきの振り袖を着せてあげるから』という母親の言葉に釣られたからだ。振り袖に対する憧れも無論あったが、最大の目的はその姿でライバルに差を付ける事にある。そうでもなければ拓人を残して鈴穂がマンションを離れる事はない。あの常識もない代わりに羞恥も逡しゆん巡じゆんもない二人が拓人に対して何をしでかすかわからないからである。

「まあでも、たまには家に顔を出すのは悪い事じゃないと思うよ」

　と拓人。ちなみに彼が此処にいるのは、初はつ詣もうでに一緒に行こうと約束したからである。恐らく迎えに来た拓人に、秋穂が妙な気を利かせて鈴穂を起こすのを頼んだのだろう。拓人は拓人でかつて何年か住んでいた家という事もあり、気楽に引き受けたに違いない。

「それはそうと。何か悪い夢でも見たの？」

『あ。ちょっとね』

　と言って苦笑する鈴穂。

　元日からあんな夢を見るとは何と縁起の悪い事か。とはいえ、ここでその事を語って無意味に拓人を心配させるのも気が引けた。

『でも大丈夫』

「顔色悪いよ？」

『本当に大丈夫。ごめんタクちゃん、お母さんに着付け手伝って貰もらうから、ちょっと時間かかるけど、待っててくれる？』

「わかった」

　頷いて拓人は立ち上がり、部屋を出て行った。

　そして――

「…………」

　足音が遠ざかるのを待って鈴穂は長々と溜め息をつく。

　いつまで経ってもあの時の事が忘れられない。忘れようとはしたし忘れたつもりでもあったが、それは単なる自じ己こ欺ぎ瞞まんに過ぎなかった。自分は忘れていない。克こく服ふくもできていない。何も変わっていない。変われていない。相変わらず自分は過去をこれ以上ないという位に引きずっている。それはどうあっても出ない自分の声が証明していた。

　あるいは――と鈴穂は思う。

　自分の中で時間は止まったまま動いていないのかもしれない。

　黒衣の魔法使い達に殺されかけたあの日から。
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　溜め息の音に振り返ると――顔馴染みのホテルマンがしかめっ面でミネラルウオーターのケースを運んでいる姿が目に入った。

「お。ご苦労さん」

「何処に置けばいい？」

　ホテルマンは少し顔を赤らめながら――元々小柄な上に、既に年齢も四十代に手が届こうかという身では二リットル入りミネラルウォーター十二本というのは確かに顔が紅潮する程のきつい荷物なのだろう――尋たずねてくる。

「冷蔵庫の隣となりにでも置いといてくれ」

　視線を手元に戻しながらシェフは言った。

「ん――」

「正月だってのにお互いついてないな」

　ホテルマンが動いて冷蔵庫の辺りへとえっちらおっちら移動する気配を背中に感じながらシェフは声を掛ける。

　彼等の雇やとい主――つまりホテル経営会社の要請で、ホテルマンもシェフも共に正月から出勤しているのである。無論、年中無休が基本のホテルに盆も正月も元々ないが、二人がいるのは未だオープン前のホテルで、中にいるのは準備作業に忙ぼう殺さつされる関係者およそ三十名のみである。

　本式のオープンは更に二カ月も先なのだが……ホテル経営会社や支配人はプレ・オープンと称してモニター客を何名か送り込んでくるつもりらしく、早ければ明後日には第一陣が到着する事になっている。そういう訳でシェフも正月から出勤させられている関係者達の賄まかないがてら、ディナーで出す予定の新作料理を実際に造ってみて真新しい厨ちゆう房ぼうの使い勝手を試しているのである。

　ちなみにプレ・オープンと言えば外部に対しては聞こえは良いが、つまりはホテルが問題なく機能するか、従業員達の習しゆう熟じゆくも兼ねての最終点検である。言うなれば招待客は予行演習につきあわされるようなものだ。タダで招待されている以上、そうそう事情に気付いても文句を言う者もいまいが。

「俺みたいな独り者はともかく、あんたみたいに妻子持ちは辛つらいだろ？」

「いやまあそれはいいんだがね」

　とホテルマンは言った。

　シェフはジャガイモの皮を皮剝むき器で削り落としながら『それはいいんだけどね？』と繰り返してみる。それはいいんだけど――ならばホテルマンの浮かない表情は何が原因なのか。まさかミネラルウォーターのケース運びがそんなに辛かった訳でもあるまいに。

　ちなみに本来は食材の運搬やジャガイモの皮剝きなど、ホテルマンに頼んだりシェフ本人がするまでもなく、シェフの助手が担当する作業だ。だが本式稼か働どうするのは未だ先の話だし、それまでずっと従業員全員を呼びつけて拘こう束そくしておくのも金の無駄遣いであると経営会社は考えているのだろう――今は前述の通り三十名余り、必要最低限の人間しか呼び出されていない。そういう訳で彼等は普段しないような作業――もっとはっきり言えば雑用までこなしているのである。

「正直――冬場に此処で働く事になるとは思わなかったよ。東京の証券会社に就職したのにまさかホテルに出向の上こんな田舎に飛ばされるとはね」

「左さ遷せんって訳でもないだろう？　結構金掛かっているじゃないか」

　田舎と言っても――いや田舎という立地条件だからこそ高級リゾート・ホテルと位置づけされたこのホテルは相当に豪華な設備が導入されており、厨房の設備を見るだけでも経営会社が本気でこのホテルに投資したのはわかる。そこに配属されるのは決して左遷ではあるまい。

「いや。配属先がどうこうとかそういう話ではなくてね」

「ふむん？」

「俺の祖母は此処の出身なんだよ」

「此処って――この山かい？」

　シェフは作業を続けながら首を傾げる。

　ホテルができるまではこの辺りは無人地帯だったと聞いている。実際、このリゾート・ホテルとそこに付属するゲレンデの周囲数キロには一軒の民家もない。少なくとも地図には載っていないし、シェフも来る途中でそれらしきものを見た覚えはなかった。

　だが――

「ああ。五十年以上も前に村は廃村になったがね」

「ああ……なるほどね。そういえば用地買収の際にもめたって話は聞いたけど」

　シェフは皮を剝き終わったジャガイモをボウルに入れて次のジャガイモを手に取る。

「昔から何度も祖母には『雪ゆき娘むすめ』の話を聞かされてな」

「雪娘？」

「月がやけに白い冬の夜には雪娘が村人をさらいに来る――ってな」

　感慨深そうな口調だが、当然、ジャガイモを見ているシェフにホテルマンの表情はわからない。彼は休みなく皮剝き器を動かしながら先を促した。

「ふん。それで？」

「だからだよ」

　苦笑するかのような声。

「だから？　だからって――まさかそんな昔話が怖くて不機嫌なのかい？」

「昔話なら怖くないんだがね。いやまあ昔話ではあるのか」

「何の事だか」

「雪娘が実在するかどうかはともかく……祖母の住んでいたこの村で神隠しが頻ひん発ぱつしたのは事実らしいんだよ。というか村が廃村になったのは一カ月で八十人以上の人間が消えたからなんだと。残りの連中も雪娘の祟たたりを恐れて村を捨てたんだとか。戦後の混乱期で人間がいなくなるなんざ珍しくもなかった時代だから、記録には残ってないんだそうだが」

「ははあ……祟りね」

　口に出してからシェフは気付いた。

「つまり祟られるような何かがあったって事かい？」

「さあな。祖母は何か知ってたみたいだったが。とにかく遺言ゆいごんでね。冬場のこの谷には近付くなって。俺も別に廃村しかないような場所にわざわざ行くつもりもなかったから適当に聞き流してたんだが……」

「まさかまさかでそこにホテルが建って配属されてしまった、と？」

「そういう事。まあ本当に雪娘がでるとは思ってないがね。なんかこう……祖母があまりに真剣にそんな事を言っていたから、ちと気味悪くてなあ」

「ふむ――雪娘ね。雪ん子と雪女の折せつ衷ちゆうかな？　ま――雪女だったら俺は一いつ遍ぺん見てみたい気はするなあ。大層な美人だって話だし」

　そう言って笑いながらシェフは冷蔵庫から豚肉のブロックを取り出してまな板の上でスライスする。厚めに十枚程を切り出してからシェフはブロックを冷蔵庫に戻し――

「…………？」

　返事がない。

　怪け訝げんに思って振り返ると――厨房にはもうホテルマンの姿はなかった。

　たった三十秒前まではそこにいたはずのホテルマンがいない。無論、三十秒もあれば厨房から出ていく事は可能だが……そのホテルマンが会話の途中で何も言わずに立ち去るような人間でない事をシェフは知っていた。

「おい……お互い、つまんない悪戯いたずらするような歳でもないだろ？」

　シェフは苦笑しながら言う。

　やはり返事はない。姿も見えない。シェフの台詞せりふだけが真新しい――それだけに綺き麗れいすぎて非人間的な雰囲気さえある厨房にわだかまる。

　ホテルマンはただ急用を思いだして厨房から出ていっただけなのかもしれない。

　しかし――

『月がやけに白い冬の夜には雪娘が村人をさらいに来る』

　そういえば今夜の月は白くなかったか。

　いやしかし――

「馬鹿馬鹿しい」

　シェフは苦笑を浮かべて自分の想像を振り払った。

　この現代に神隠しなど。それも大の大人が――未だオープン前とはいえ、三十人余りの従業員が詰めているホテルの中で。そんなホラー映画のような事件など現実には有り得ない。くだらない妄もう想そうだ。

　シェフは作業に戻る。

　下した拵ごしらえは手間がかかるのだ。子供じみた妄想にかかずらって作業を遅らせるような時間的余裕はない。正月も元がん日じつから少ない人数で作業をさせられている分、従業員達の楽しみと言えば食事位のものである。精々腕によりをかけて美う味まい賄いを作ってやらねばならない――

「…………」

　まさか。でも。まさか。

　シェフは鍋の火を消すと厨房を出てエントランス・ホール奥の事務所の方に向かった。

　事務所では常時十名近くが詰めて事務作業をこなしているはずだった。部屋に備え付けのトイレットペーパーから自家発電機のガソリンまで、オープン前にホテル側が用意しておくべき品目は軽く千を超える。それらの確認と再発注の手続きをしているはずなのだ。

　節電の為に照明の絞られた廊下を歩いて事務所に着いたシェフは開け放しの出入り口から中をのぞき込む。中で単調な作業に忙殺される人々の姿を確認すればそのままシェフは厨房に引き返すつもりだった。

「…………」

　誰もいない。

　無人になどなるはずのない事務所に……しかし人間の姿がない。

　机の上には飲みかけの珈琲コーヒーのカップが置かれ、灰皿には吸いかけの煙草が煙をくゆらせながら引っかかっている。書類は開かれたままだしパソコンも電源が入ったまま。

　至極普通の事務所風景。だが――人間の姿だけが綺麗さっぱりない。

「馬鹿な……」

　シェフはよろめきながら事務所を離れた。

　エントランス・ホールの中をよろめくようにして歩きながらシェフは辺りを見回す。

　広い――退廃的たいはいてきな程に広い空間に巨大な虚きよ無むと静せい寂じやくが横たわっている。

　発作的な恐怖がシェフの脳裏で跳ねた。

「おい！　おい！　誰か――」

　悲鳴じみた声がホールに響ひびき渡る。

「悪ふざけが過ぎるぞ!?　おい！　誰かいないのか!?　おい！」

　廊下に。エレベーター・ホールに。売店に。レストランに。

　シェフの悲鳴じみた声が響き渡るが、返事はない。背筋も凍るような静寂だけが巨大な廃はい墟きよの如ごときホテルの内部に詰まっていて――シェフの声を吸収してしまう。

　シェフは叫びながらホテルの中を駆け巡った。

「おいっ！　誰かっ！　おいっ!!」

　やはり返事はない。人間の姿もない。

　ただシェフが一人恐怖に歪ゆがんだ表情で無意味に走る。

「誰かっ……！」

　コック帽がシェフの頭から離れ――ふわりと床に落ちる。

　だがそれを振り向く眼はなく。音を捉える耳もなく。止まる足も拾う手さえもなく。コック帽はぽつんと床の上にわだかまり続け。

　あたりを満たす完璧なる静寂。

　そして………………………………ホテルには誰もいなくなった。
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　アーケードに鳴り渡る鐘かねの音は何処か空虚くうきよだった。

　からんからんからんからん。

　いかにも安っぽい金属の鳴き声に何事かと通行人達が振り返る。

　彼等の視線の先には『新春・大滝商店街・初売りセール抽選会特設会場』と毛筆書体で書かれた上に賑にぎ々にぎしく装飾された看板があった。看板の下には『特等・プラズマテレビ』だの『外れなし！』だのと書かれたポスターが何枚も吊り下げられており、紅白の派手なはっぴを着たおっさんおばちゃんが、周囲に愛想を振りまいている。

　言うまでもなく福引きだ。

　見れば――元日だというのに商店街の店の半分は営業している。

　子供のお年玉目当ての玩具屋は言うに及ばず、喫茶店、和菓子屋、ＣＤ屋、文具店、電気屋、乾物屋、チケットショップ等々。さすがに卸おろし市いち場ばが閉まっている為に八百屋や魚屋といった生ものを扱う所は店を閉めているが、それ以外の店はかなりの割合で『元旦』だの『迎春』だの『初春』だのと書かれたポスターを貼り、店員達はハッピ姿で客の呼び込みに余念がない。

　これらの店で買い物をすれば一定金額毎に福引き券が貰え、その分『豪華賞品』の当たる福引きに挑戦できるという寸法である。

　恐らくは地元商店街活性化の一案なのだろう。最近は元日から開店している百貨店も少なくない為、わざわざ地元商店街で年末のまとめ買いをする客も減っている。更に、年が明けても足並みが揃わず、老人の口元のようにあちこち歯抜けで営業しているだけの地元商店街より、全店丸ごと営業状態で何でも揃う百貨店に流れる客は多い。

　だからこそ地元商店街も対抗上こうして元日から店を開けざるを得ない訳だ。

　これに加えてこの商店街は駅前という立地条件から、初詣帰りの客を当て込んでもいるに違いない。実際、通行人の中には振り袖やら紋付き袴はかまやらを着て歩いている者、破は魔ま矢やを携えている者の姿も目立つ。

「おめでとうございます～！　一等の豪華スキー・リゾート・ツアーチケット四名様分、大当たりでございますぅ～!!」

　わざわざメガホンで周囲に『当選者』の存在をアピールするおっさんおばさん陣。

　白い布を被かぶせられた机の上には安っぽい抽選器――あの、ハンドルがついていて八角形の本体を回すと中から小さな玉が出てくるアレ――が置いてあり、そのステンレスの皿の上には真っ赤な玉が一つころんと転がり出ている。

　そして――

「…………」

　その赤い玉を眺めながら驚いた様子で立ち尽くす一人の少年がいた。

　拓人である。

「おめでとう。新年早々ツイてるやん！」

　拓人に大きな白い封筒を手渡すのは、糸のように細い眼をした中年の男性だった。

　笑顔がよく似合うというか、笑顔以外の表情が想像しにくい感じの愛あい嬌きようある顔立ちで、明らかに中年の域にさしかかっているその容貌の何処かに、少年のような何かが残っている人物である。

　賞品提供者から言えと言われているのか――男性は拓人が聞きもしないのに歌うような口調で、しかもやたら大声で賞品の説明を始めた。

「『ミルキイ・バレイ』――今年の三月からオープン予定の高級プレミアムスキーリゾートやで。インターブレイン社のリゾート開発部門が北海道の山を切り開いて造ったとかでな。ゲレンデに入れるのは直営ホテルかペンションの宿泊客だけ、人数制限があるから無意味に混み合ったりせんといつも快適にゲレンデが使える上、最新設備が満載、その上スキーで疲れた身体は百パーセント天然温泉が癒いやしてくれるっちゅう寸法や！　今回はプレ・オープンっちゅう事でごく少数の人を御招待、もう高級リゾート丸ごと貸し切り気分を味わえる訳や！」

「……はあ」

　とりあえず合いの手ぐらいは入れた方がいいのだろうか――などと思いつつ拓人は曖昧に声を出した。

「本来ならば交通費、宿泊費、三食全て込みでお一人様三泊四日十万円、四人様で四十万円分の超リッチなツアーチケットや！　しかもプレオープンは人数限定やからお金を払ったからって行けるってもんやない！　いやあ許される事ならおじさんが行きたかった位やで！　兄ちゃんは後ろの嬢ちゃん達と行くのかな？　…………ってありゃ。タナちゃん達やんか」

　男性は細い眼をちょいと大きめに見開いて拓人の連れを眺めた。

「いやあ、びっくりしたなあ」

「うむ。そうであるか」

　と――何処か自慢げに言うのは、拓人のすぐ後ろに立っていた小柄な少女だった。

　褐かつ色しよくの肌にちょっと癖くせのある赤毛、そして何よりも開けっぴろげな笑顔が、快活な印象を見る者に与える。顔立ちは愛らしく整っているものの、『清楚』だとか『可か憐れん』だとかいう言葉よりも似合う一語は――『腕わん白ぱく』であろう。

　少女の名はタナロット・アンサーティン。

　どこぞの寺院と同じ名前の彼女は、当然ながら日本人ではない。それどころか実は人間ですらなかったりもするが……無論その事は一部の人間しか知らない。去年のクリスマスに某ケーキ会社のキャンペーン・ガールのアルバイトをしていた為に、商店街でも彼女の名と顔を知っている者は多いが、一般人は基本的に彼女の事を『某国から来た留学生』という程度にしか認識していない。

「そんな恰好してるからわからへんかったよ」

　普段は季節感なんぞまるで無視でＴシャツにカットジーンズを履いていたりするタナロットであるが、今日はちょっとその装よそおいが違った。

　振り袖なのである。

　まあ正月なので女の子が振り袖を着ているのは別に不思議でも何でもない。まあ虎とら縞じまの振り袖というのもえらく派手というか警戒色そのまんまなので異様に目立つが、ちょっとエスニックな雰囲気のあるタナロットとしてはそこそこに似合っている。

　もっとも……だからといって頭部にやっぱり虎縞のネコミミと、そんでもってピンポン玉のようなでっかい飾り珠のかんざしを頭部に装着しているのはさすがに、ちといき過ぎという意見もあるだろう――どっち方向にイっちゃってるかはともかく。

「よー似合ってるわ。可愛いで」

　言われてタナロットはにぱっと笑顔を見せるものの――隣の拓人はというと微妙な苦笑を浮かべざるを得なかった。

　まさか男性は、タナロットの振り袖が単分子ワイヤで織り上げた強化繊維製で、その中には片袖二百キロの重りが入っているとは知るまい。履いている草ぞう履りも片方で五十キロある。普通の人間ならば歩くどころか着せられた途端に重量で圧死しかねない。

　ついでに言うと頭部のネコミミとかんざしも彼女の力を封じる為のもので――一見そうは見えないが、中身は恐ろしく精密な装置なのである。振り袖の虎縞模様の黒い部分も、よく見れば恐ろしく微細な文字の集合体になっているのがわかるだろう。

　一見ただのコスプレのように見えるが――それだけのものではないのだ。

　そもそも普通に考えればタナロットに振り袖を着せようなどと言うのは無謀の極みなのである。灰色熊とタメを張れる程の腕力を持っている上にちっとも落ち着きがなく、更には慎つつしみ深さとかもない彼女に振り袖を着せても、飛んだり跳ねたり走り回ったりと暴れた挙げ句に着崩くずれてしまうだけだ。それでも彼女に振り袖を着せようと思うのならば、これ位はやらないと効果がない。もっとも本人は全く平気な顔をして歩いているので、何処まで効いているのかはちと疑問なのだが。

「トナカイの恰好も可愛かったけど、こっちもええね」

「うむ。ヤマモトドーもよく似合っているのである」

「ホント？」

　嬉しそうに笑うハッピ姿の男性。

「――あ」

　そこでようやく拓人はその男性が、去年の年末に一度入ったアンティーク・トイの店『山やま本もと堂どう』の店主であると気付いた。タナロット達はあれから何度か山本堂に出入りしていたようだが、拓人は一度行ったきりなので思い出すのに時間がかかったのだ。

「鈴穂ちゃんとファルチェちゃんもよう似合ってるわ。いやあ正月はこういう娘さん達の姿が見れて楽しい限りや」

「お褒ほめにあずかり光栄ですぅ～」

　と会え釈しやくしたのは緑の髪の少女であった――もっとも山本達一般人には彼女の髪は黒髪に見えている事だろうが。

　彼女も人間ではなく、生物ですらないと知ったら山本はどんな顔をするだろうか。

　ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンド。

　いかにも天然さんですと言わんばかりのとろんとした双そう眸ぼうに、とろんとした口調がこの少女の最大の特徴である。背は比較的高い方なのだが、おっとりのんびりした物腰のせいか、童女のようにあどけない雰囲気がある。単に何も考えていないだけかもしれないが。

　ファルチェはというとタナロットと同じく振り袖は振り袖なのだが――何やら電子回路のような幾何学模様の柄が織り込まれた奇妙な雰囲気の布で仕立てられている。こちらはタナロットのものと異なり柄以外は普通の振り袖であったが。

　でもって――

『ありがとうございます』

　と恥ずかしげにノートを示して見せたのは――言うまでもなく鈴穂である。

　大きな眼鏡に、三つ編みに、気が弱そうな表情と、容姿という点ではどうにも地味な雰囲気の強い鈴穂であるが、それだけに蒼あおを基調として竹と梅の花をあしらった柄の上品な振り袖は、破は綻たんなく彼女の容姿と調和していた。

　ぶっちゃけ――三人の中で一番振り袖が似合っているのはやはり鈴穂だ。

　外国人風の顔立ちを差し引いても、ファルチェは身長が高過ぎて何処か違和感があるし、タナロットに至ってはほとんどコスプレである。インパクトという意味では間違いなくタナロットのタイガーストライプ振り袖が最強であったが。

　ちなみに失語症の鈴穂がノートを使って筆談するのはいつもの事であるが、正月を意識しているのか今日ばかりは筆ペンである。こういう処は鈴穂という少女は妙に細かい。

　まあそれはともかく――

『お身体の方はもういいんですか？』

「はっはっは。これでも伊だ達てに剣道してへんで。肋ろつ骨こつ折れてるけどな」

　と山本。彼は去年のクリスマス――つまりはたった一週間前に店に強盗に入られ、鉄パイプで滅多打ちにされて病院に担ぎ込まれたばかりである。元気そうにしてはいるが、よく見ればハッピの袖や襟えり元もとから身体に巻かれた包帯も見える。

「……病院で寝てた方がいいんじゃ」

　と言う拓人に『俺、病院嫌いやねん』と言い山本は笑顔でぽんぽんと肩を叩いてきた。

「ま――そんな事より。折角当てたんやから楽しんできてーな」

「はあ……」

　実の処、スキー旅行は元々拓人も行くつもりだった。

　冬コミ合わせの同人誌作りに駆り出されてある種の地獄を経験してきた拓人は、その見返りにそれなりのバイト代を貰っており、同居する三人娘にクリスマス・プレゼントを買って、友人達とパーティをしても未だ十万以上の金が残っていた。

　ここでその金を自分の口座に貯金したり趣味に費ついやしたり――と考える前に『じゃあほとんど遠出した事もないタナロット達に旅行でもさせてやろう』とごく自然に考えるのが拓人という人間である。

　特に鈴穂はここ数年、本当に関東圏から出た事がない――というか街の外に出た事さえもないはずである。無論それは彼女の対人恐怖症故の事であるが、拓人やタナロット、ファルチェと暮らすようになってから、随分と症状が軽くなってきたようにも見受けられるので、拓人としてはある種のリハビリのような感覚で彼女を何処かに連れ出すのも良いのではないか――と考えていたのである。

　冬となればやはりスキーか温泉だ。

　どうせなら温泉とスキーの両方を堪能たんのうできる処が良い……とパンフレットなどを見ながら候補地を探していた矢先に、この福引き一等が当たってしまったのである。

　まあ悪い話ではない。ただ元々拓人はあまりくじ運の類たぐいが良い方ではないので、降って湧わいた幸運という奴を素直に喜べないと言うか――望む望まぬにかかわらず何かと無意味な苦労をするのがほとんど日常になっている彼としては、何か落とし穴でもあるのではないかと反射的に疑ってしまうのだった。

　だが――

「また良かったらうちの店にも寄ってってな――と。さて！」

　用は済んだとばかりに山本は、声の調子を切り替えて道行く人々に呼び掛け始めた。

「一等は出てしまいましたが、まだまだ特賞及び二等三等、豪華賞品は残ってございます！　お時間と抽選券のある方は、是非お立ち寄りください～!!」
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　自分の研究室の真ん中で〈学園〉の教務課から回ってきた一枚の書類を前にして――寒さ河が江み教きよう授じゆは腕を組んでいた。

「…………」

　美少年そのままといった金髪碧へき眼がんの端整な顔には、ある種の懸け念ねんがはっきりと浮かんでいる。もっともこの姿は寒河江教授本来の肉体ではなく彼が憑ひよう依いしている傀儡人形サイコパペツトなので、その顔に浮かぶ表情が本心ときちんと連動しているかどうかは疑問だったりもするが。

　彼は溜め息をつきながらその書類を手にとり改めて視線を上から下まで走らせる。

　その時――

「ちわ～」

　ひどく脳天気な口調の挨あい拶さつが寒河江教授の部屋に響く。

「佐久間軒です～」

　次の瞬間、まるで水面に波紋が生じるかのように空間が歪んだかと思うと、ゆらりとその歪みが人間の輪郭を形成し、そこに色が乗った。離れた空間同士を直接接続して行う移動法――〈学園〉ではお馴染みのシフト・ポータルを開いて現れたのは一人の青年だった。

　佐久間榮太郎。

〈学園〉内でも屈指の実力を持つ魔法使いながら、様々な特権を持つ教職に就く事を拒こばみ、未だ教師と生徒の中間に位置する準教師という曖昧な立場に留まる変人。専門は召喚術であるが、他の系統にも通じ、一説には〈学長〉とも親交があると言われている。

　色々と変人やら謎を持った人物もこの〈学園〉には多いが、その中でも極めつけ、『存在自体が混こん沌とん』とまで言われているのがこの佐久間榮太郎であった。

「例の指輪の分析終わりましたよ――ってどうしたんです？」

「いや。羽瀬川拓人君が旅行に出掛けるそうでな」

「ああ。申請書ですか」

　指先で小さな銀色の指輪をくるくると回しながら榮太郎は言った。

〈学園〉では学生に――半人前の魔法使い達に対して、旅行等に出掛ける際は報告せねばならないという義務を課している。

　半人前の魔法使いは、望む望まぬにかかわらずその魔法使いとしての力に振り回される事が多く――それはしばしば一般社会とのトラブルを起こし易い。大抵の場合は〈学園〉がその後始末――関係者の記憶操作や証拠隠滅その他――を行って事なきを得る訳だが、通用門たるシフト・ポータルが設置されていない場所の場合、どうしてもその対応が遅れてしまう。故に〈学園〉側としては学生達の住所は勿論、旅行に出る際はその行程を含めた申請書を提出するように義務づけているのだった。

　まして拓人の場合は魔力値十万という歩く核弾頭のようなタナロットをいつも使い魔として――あまり主人も使い魔もその自覚がないのが困りものではあるのだが――連れ歩いている為に、通常の生徒達よりも〈学園〉はその行動に神経を尖らせている。〈学園〉内部のゴタゴタに関してはもう慣れたのか諦あきらめたのか、そう煩うるさく言う事はないのだが、やはり一般社会でのトラブルに関しては〈学園〉側の態度も厳しい。

「タナロット君、羽瀬川鈴穂君、ファルチェ君を連れてスキー旅行だそうだ」

「おや。青春ですねえ」

　腕を組んで頷く榮太郎。

「何が青春なものかね。〈始源的神魔創造者〉と〈魔力侵奪能力者〉と〈属性未分化魔神〉と〈一級可変型魔法機杖ヴアリアブルワンド〉と……適切に使えば一週間で世界を滅ぼせるぞ。それがスキー旅行などと」

「許可しないんですか？」

「そういう訳にもいかんだろう……なんだかんだ言っても彼は未だ十代な訳だし。遊びたい時期でもある。この時期に自由な感性の発達を阻害するのは魔法教育上も好ましくないし――まして普段から何かとストレスの多い立場にあるのだから、気分転換はさせてやった方が良いのだろう」

　言って寒河江教授は溜め息をついた。

「しかし我々の膝元ならばともかく、目の届かない処ではさすがにな。〈連盟〉の連中の事もある」

「最近は割と大人しいですけどね」

　言って榮太郎は肩を竦めてみせる。

「ところで――例の〈指輪の女王〉の分析が終わったと言ったかね？」

「ええ」

　ひょいと空中に問題の指輪を放って掌てのひらで受け止めながら榮太郎は言った。

「君にしては随分と時間がかかっていたな。妙な回路構造をしていたのは事実だが」

「ええまあ。ちと気になる事があって、調べ方を変えたんですがね。ほら――覚えておいでですかね？　鈴穂ちゃんがこれを嗔はめて大変な事になった一件」

「それは無論覚えているが」

「どたばたしてたんで当時は俺も気にしてなかったんですが、あれ、実は彼女の髪が蒼い時――つまり〈侵奪能力〉が発動した状態での事なんですよ」

「……それは妙な話だな」

　寒河江教授が眉み間けんに縦たて皺じわを刻む。

　羽瀬川鈴穂。

　魔法使いでもない彼女が魔法使い達の学舎まなびやであるところの〈学園〉に出入りしているのは彼女の身に備わった特殊能力の故である。〈魔力侵奪能力〉――鈴穂の髪が蒼く染まる時、彼女の周囲一定空間内では魔力は根ね刮こそぎ彼女に吸収されてしまい、魔力の真空状態が発生するのである。

　魔法使いにとっては脅きよう威い以外の何物でもない能力である。普段は特殊な封印器具――彼女の髪を束ねる白いリボンによってその能力は封印されているが、それを外せば彼女は魔法使いの天敵として周囲のありとあらゆる魔法を無効化する。

「普通の魔法の道具ならそもそも彼女の能力で魔力を吸い取られて機能しないはずです。なのに指輪はその機能を発揮していた。ちとおかしいな――と思って調べてみたら案の定、この指輪に組み込まれていたのは魔法回路じゃありませんでした」

「……まさか」

　寒河江教授が形の良い眉をひそめる。

「こいつの製作者は十中八九間違いなく、超能力者サイキツクですね。本人に自覚があるのかどうなのかはわかりませんが」

「なるほど、回路構造が異様に難解だったのもそのせいか」

「ええ。何とか調べる事ができましたが――こいつは完全に唯ゆい一いつ無む二にの独自規格ですよ」

「超能力者……か。そういえば〈連盟〉関係で最近妙な噂うわさを聞く」

　寒河江教授が忌々しげに言った。

「というと？」

「三人組の超能力者が〈連盟〉に『始末屋』として雇われているという話だ」

「超能力者が相手となるとちと厄やつ介かいかもしれませんね。こっちの常識が通用しない」

　腕を組んで首を傾げる榮太郎。

「そうなのだ。未だ事実として確認された訳ではないのだがな。もっとも重要なのはその三人組の超能力者そのものではない。あの〈連盟〉がプライドを棄てて超能力者を使うまでになったのだとすれば――それは即ちそれだけ連中が本気だという事になる。恐らく超能力者だけでなく他にも色々と準備をしている事だろう」

「〈学園〉を滅ぼす為に？」

「他に何があるかね」

　寒河江教授は肩を竦めた。

「……〈学長〉は何と？」

「いつもの通りさ。泰たい然ぜん自じ若じやくと構えておられるよ。私も見習えれば良いのだがね――根が臆病者なものでな。事前に打てるだけの手は打っておかないと安心できん」

「まあ〈連盟〉の連中の動きを大まかにでも探れれば良いんですがね」

「向こうも馬鹿ではなかろう。何か餌でもちらつかせれば別――」

　そこまで言って。

「…………」「…………」

　寒河江教授と榮太郎は揃って書類に視線を向けた。

「寒河江教授」

「なんだね？」

「ひょっとして――これを機に、とか思ってませんか？」

「…………」

　顔をしかめて黙り込む寒河江教授。

　思ってもみなかった発想だったのか。あるいは図星だったのか。

　彼はしばし沈黙を維持していたが……

「佐久間君？」

「はいな」

「スキーは好きかね？」

「温泉も好きですよ？」

「…………」「…………」

　互いを横目で眺めつつしばし黙もつ考こうする榮太郎と寒河江教授。

　そして――

「そいでは出張手当をよろしく」

「……わかった」

　寒河江教授は苦笑して頷いた。











　第二章　山はしろがねなんですけど。







　容よう赦しやのない礫つぶての雨が麻ま雪ゆきを打った。

　投げ付けられる石の大きさは、小指の先位の小さなものから大人の拳こぶし程もある大きなものまで様々だった。そしてそれを投げてくる者達も老ろう若にやく男なん女によ様々であった。人数は百人を下るまい。恐らくは村中の者が総出で麻雪に向かって石を投げているのだ。石の大きさが不ふ揃ぞろいなのも、投げられそうな石は片っ端から拾って投げているからだろう。

　麻雪が外見通りの存在であったならば彼女は数分で絶命していたに違いない。

　幸か不幸か麻雪は人間ではなかった。

「…………」

　麻雪はただ黙って己おのれを打つ無数の石に耐えていた。

　どれ位の時間をそうしていたか麻雪にもわからない。十秒か。一分か。一時間か。過ぎるのを待つ身にはわずか数分ですらも永遠に等しい。だがたとえ丸一日でも彼女は悄しよう然ぜんと耐えただろう――耐えさえすればまたあの優しい日々が戻ってくるというのなら。

　しかし――

「この化け物ッ!!」

　礫と共に投げ掛けられる怒ど声せいの数々。

「死ねっ！　化け物っ！」

「どっか行け！　化け物！」

「化け物！　この化け物っ！」

　バケモノ。

　投げ付けられる石よりも言葉の雨が麻雪には痛かった。言葉そのものというよりも――そこに込められた人々の感情がたまらない位に辛つらかった。つい一カ月前までは微笑ほほえみと共に彼女に優しい声を掛けてくれていた村の人々が、今は鬼のような形ぎよう相そうで罵ののしりながら彼女に石を投げてくる。そこにはもう二年前、素す性じようの知れない記き憶おく喪そう失しつの少女を温かく迎えてくれた村人達の姿はない。憎悪と憤ふん怒ぬにまみれた暴徒がいるだけだった。

　耐えても耐えても礫が止む事はなかった。

　むしろ彼女が黙って耐えれば耐える程に彼等は激げつ昂こうし、飛来する石と罵声の雨は勢いを増す結果となった。倒れる事もなく耐える少女の姿が、彼等の眼には自分達への嘲ちよう笑しようと映ったのかもしれない。彼等にほんの少しでも落ち着きが残っていれば――麻雪の大きな眼が潤うるんでいる事に気付いたろうに。

　自分に向けられる圧倒的な拒否の感情に麻雪は震ふるえた。

　怖い。辛い。その感情が引き金となって彼女の能力が解放される。

「――！　駄目っ――」

　それは半なかば自動的な反応だった。

　記憶の戻らぬ麻雪は未だ自分の能力の全てを把は握あくしておらず――まして何より彼女の精神は外見に相応ふさわしく未熟で、己の感情を制御する事などできなかった。麻雪が己の感情と能力をある程度理性で御ぎよする事ができるようになるのはこれからずっと後の事である。故ゆえにこの時――麻雪に自分の中から反射的に溢あふれ出す力を押し留める術すべはなかった。

　空気がきぃんと悲鳴を上げて白濁はくだくする。

　投げられた無数の石が空中で停止し――人々は次の礫を投げようとした姿勢のまま愕がく然ぜんと動きを止めた。

　礫の群れが空中に静止している。落ちるでも跳ぶでもなく、ましてやゆるゆると浮遊するでもなく。辺りの時間が凍り付いたかのように虚こ空くうの真ん中で完全固定されていた。

　その異常な現象が誰の力によるものか――既に村人達は知っている。

「ひいっ……!!」

　村人達は悲鳴を上げた。

　麻雪の能力の発動を見て彼等は自分達が一体何に対して石を投げていたのかを、自分達が石と共に投げ付けていた言葉の意味を、今更ながらに思いだしたのであろう。

　人々は蜘く蛛もの子を散らすかの如ごとく一斉に逃げ出した。

　だが――

「…………あ」

　麻雪は目の前に静止する石の隙すき間まから、一人だけその場に残った人影を認めた。

　小柄な――麻雪と同じく身体にも顔立ちにも未だ幼さを引きずる少女。他の者達が――それこそ大人から子供まで全員が逃げ去った後も、その少女だけは両足を踏ん張ってそこに立っていた。立って麻雪を見つめていた。

　その姿に麻雪は思わず手を伸ばす。

　その少女はつい数日前まで麻雪が姉と呼んでいた者であったからだ。血は繋つながらなくとも確かに数日前までは家族として共に支え合って暮らしていた人間であったからだ。

　――嗚あ呼あ。彼女だけは。

　微かすかな期待が麻雪の胸に浮かぶ。

　彼女だけはわかってくれただろうか。彼女だけは許してくれただろうか。彼女だけでいい。他の誰がわかってくれなくても彼女さえわかってくれれば。彼女が許してくれさえすれば。それならば麻雪は――

「姉ちゃ……」

　一いち縷るの望みを託して伸びる指先。

　だが――

「――死んじゃえ化け物ッ!!」

　ひと際強い――憎しみが滴したたり落ちるかのような声に麻雪は凍りついた。

「姉ちゃ――」

　縋すがり付くような声は――しかし決別を告げるかの如く向けられた背中に弾はじかれる。

　地に膝ひざをつきながら麻雪はただ呆ぼう然ぜんと去っていく姉の後ろ姿を見つめていた。

　無理もない事だ。

　わかっている。自分の存在が姉とその両親にどんな迷惑をかけたか麻雪にもよくわかっている。村人達が、麻雪の暮らしてきた家の住人にどんな視線を向けているのかも想像に難かたくない。遠からずあの家族も住み慣れた村を追われる事になるだろう――わずかに二年とはいえ『化け物』を拾い育てて村に災さい厄やくを呼び込んだ罪で。

　麻雪は恩を仇あだで返した事になる。そこに悪意があろうとなかろうと関係がない。言い訳はいくらでもあったが既に起こってしまった事実を変える力はない。

　だから姉が怒るのは当然の事ではあった。

「……父ちゃん……母ちゃん……姉ちゃん……」

　嗚お咽えつが漏れる。

　何百という投石にも耐えた麻雪は今初めて耐えきれずに涙をこぼした。

「う……う……うえ……うえええええ……」

　身も世もなく麻雪は泣いた。

　その姿を嘲あざける者はいない。憐あわれむ者もいない。彼女の側そばにはもう誰もいない。所詮人間ではないものが、身の程知らずにも人間の群れに寄り添おうとした事そのものが間違いなのだと言うかの如く。

　もう麻雪に戻る場所はなかった。

　どれだけ望んでも……もうあの優しい日々は戻っては来ないだろう。寂しかった。切なかった。未練もあった。もう一度彼等に寄り添う事を許して貰もらえるのならば、共にある事を認めてくれるのならば、麻雪はどんな事でもしただろう。どんな罰も甘んじて――否いな、喜んで受けたろう。眼を潰つぶせと言われれば自らの指でそれをえぐり出し、腕を落とせと言われれば進んで刃やいばの下にそれを置いただろう――それであの優しかった人々のまなざしが再び彼女を見つめるのならば。

　だが最も早はやどうしようもない。

　麻雪は化け物で。その事を村人達ははっきりと知っているから。

　だから失われた日々を想って泣きじゃくるしか……彼女にできる事はなかった。





＊






　瞬またたきして意識が再起動したのを確認する。

　どうやら立ったまま眠っていたらしい。麻雪にとってはさして珍しい事ではなかった。彼女にとって睡眠とはパソコンにおける記憶整理デフラグやバッテリー充電チヤージと大差なく、必要に応じて自動的に実行されるものだからである。

「あ…………」

　麻雪は自分が村の真ん中にいるのを意識した。

　それは夢の中にそっくりの情景だった。

　厳しい北国の自然の中で茅かや葺ぶきの小さな平屋が幾つも幾つも身を寄せ合うようにして建ち並ぶ村。木の柱。漆しつ喰くいの壁。庭先には井戸や鶏小屋があり――少し開かれたままの扉の向こうには土間が見える。そこには木の蓋ふたをされた幾つかの大おお瓶がめや、薪まきをくべられたままの竈かまどがあった。更に奥へ進めば古式ゆかしい囲い炉ろ裏りや襖ふすまを見る事もできるだろう。

　日本文化に詳しい者がいればその緻ち密みつな再現ぶりに驚嘆の声を上げたに違いない。

　そう――麻雪を取り囲む風景は本物ではない。

　その証拠に此こ処こには色がなかった。

　徹てつ頭とう徹てつ尾びに純白で構成された村。形状こそ本物と見み紛まがうばかりにそっくりだが、此処にある全ては――雪と氷を材料に造り上げられた諸もろ々もろのものは、残酷な程の純白さで自らが模も倣ほう品ひんである事を語っている。

　麻雪の他に動くものはない。

　何もかもが一瞬の情景を組み上げたまま固着していた。麻雪の存在がなければ時間さえもが止まってしまっているかのように見えた事だろう。生活感溢れる緻ち密みつな造形であるだけに、この動きの絶えた白い静止画の世界は一層寒々しく見えた。

　今はもう失われて久しいが、確かにかつて存在していた景色。

　麻雪はその中をゆっくりと歩き出す。

　道の真ん中に黙然もくねんと立つ人影があった。

　何かの行為の途中だったのだろう――ただ佇たたずむには不自然な姿勢のまま、やはり人影は立ち尽くしている。表情も、何かに驚いたのか瞬間だったのか――驚ききっていないかのような、静から動へ移る瞬間のような、何処か曖あい昧まいな歪ゆがみを残したままで停止していた。

　雪で造られた人形ではない。髪の色いろ艶つやや肌の質感は恐ろしい程の生々しさを伴っている。如い何かなる天才と言えど此処まで緻密な人形など作れるはずもない。静止してはいるが文字通り『今にも動き出しそう』だった。

　それは人間そのものだった。ただ――動いていないだけで。

「…………」

　麻雪の表情に複雑なものが過よぎる。

　喜き怒ど哀あい楽らくを等しい割合で混ぜたかのような奇妙な表情。だが強しいてその顔に方向性を見いだすとするのならばそれは……飢えであったろうか。決して満たされる事のない飢き餓が感かんに絶望し、しかし諦あきらめる事も悟る事もましてや忘れる事もできないが故に歪む表情。喜き悦えつの記憶に引きずられた深い深い渇かつ望ぼうが麻雪の白い顔には滲にじんでいた。

「は…………」

　溜め息のような声を漏らして麻雪は手を伸ばす。

　恐る恐るその手を伸ばして静止した人間の頰ほおに――本当に慎重な手つきで触れる。

　だが人間はやはり動かない。

　銅像のように。あるいは死体のように。

　麻雪の複雑な表情の中で一瞬、安あん堵どと失望が濃さを増し、しかしすぐに感情の混こん沌とんの中に埋もれていった。

　時の止まった模造の村。

　その中を麻雪は再びふらふらと当てもなく彷徨さまようように歩き出した。
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　空港を一歩出るとそこは雪国だった。

「おおおおおおおおおおおおおおおお！」

　視界の半ば以上を占有する圧倒的な量の純白。

　飛行機の中からでも降り積もった膨ぼう大だいな量の雪は見る事ができたが――やはりひんやりとした空気と共に雪景色を直接見ると、此処が北の大地である事がより実感できる。特に去年今年と暖冬のせいか拓たく人と達の住む街では雪は降っても積もる事がなかった為に、こうした風景を肌で感じるのは拓人も久しぶりだった。

　まして――

「凄いのである！　一杯なのである！」

　と拳を握りしめて感動しているのはタナロットである。

　タナロットにしてみれば初めての経験だろう。

　降雪そのものは知っていても、彼女の知識はその現象だけであって、降り積もった雪というものを直接見たり触ったりした事はないはずだ。無論、空港前の道路は丁てい寧ねいに除雪されているが、路肩にはその分大量の雪が積み上げられている。拓人達から見れば汚れの目立つその雪も、初めて見るタナロットからすれば感動の対象であるのだろう。

「凄いのである！　凄いのである！」

　まるで犬のようにきゃいきゃいとはしゃぎながらタナロットは空港正面玄関の脇に積み上げられた大量の雪を触っている。時折、何処からか取り出した黒いプラスチックの下敷きに雪の塊を置いては、満足げに頷うなずいているのにどういう意味があるのかはわからなかったが、空港から出た途端にこれだけ喜んでくれれば、拓人としても苦労して連れてきた甲か斐いがあるというものだ。

　無論、旅費も宿泊費も全て福引きで当てたチケットによって全額タダなのであるが……そもそも拓人、タナロット、鈴すず穂ほ、ファルチェという面めん子つで旅行する事自体が、とんでもなく面倒な作業である事を、拓人は飛行機に乗る前から思い知らされた。

　初めて見る空港のロビーに興奮したタナロットは処ところ構わず走り回った挙げ句に滑走路にまで飛び出すわ。取り押さえようとした空港警察をなぎ倒すわ。麻薬捜査犬と喧けん嘩かするわ。離陸した飛行機の扉を開けようとするわ。ファルチェはファルチェで搭乗前に金属探知器に引っ掛かり、何度ボディチェックをしても探知機が鳴りまくるので『しょうがないですねぇ』とその場で服を脱ぎ始め、空港係員が大慌あわてで止めに入るわ。

　その度に拓人と鈴穂は関係者に謝って回り、場合によっては記憶操作を施ほどこして、後始末に奔ほん走そうして事なきを得た訳だが――はっきり言って飛行機が予定通り飛んだのはほとんど奇蹟という他ない。

　まあそれはさておき……

「ところでシロップは何処にあるのであるか？」

『食べちゃ駄目！』

　と鈴穂がタナロットを引っ張る。どうもタナロットはかき氷と雪の区別がついていないらしい。まあタナロットは腹をこわしたりはしないだろうが、路肩の雪に頭を突っ込んで貪むさぼり食う少女の連れと思われるのはさすがに辛い。

「ところでぇ。これからはどうするんですか～？」

　とファルチェに尋たずねられて拓人は我に返った。

「空港まで車が迎えに来てくれてるはずなんだけど……」

　貰ったパンフレットにはそう書いてあったのだが――とりあえずそれらしい車は見あたらない。ぱらぱらと他にも人の姿は見受けられるが『羽は瀬せ川がわ様さま』と書かれたプレートを持つ人物もいなかった。視界の隅すみでは空港正面玄関の脇に造られていた雪だるまに頭から齧かじり付いているタナロットを鈴穂が引き剝はがそうと奮ふん闘とうしているが、まあ目立つものといえばそれだけだ。

　そこへ――

「…………」

　ざわりと人々がざわめく。

　彼等の視線を追って――思わず拓人は眉まゆを顰ひそめた。

　白い風景の中を闇色の車両が真っ直ぐこっちに向かって走ってくる。

　まあ黒い車など別に珍しくもないが、窓は全てスモークガラスな上に、日本ではまず見掛けないような――全長十メートル近い超高級リムジンとなると話は別だ。

　更に言えば何の冗談か気け怠だるい『ゴッドファーザー』のサントラ――正確に言えば『ゴッドファーザー３／愛のテーマ』を大音量で響ひびかせつつ、周囲を威圧するかのよーな低速運転でやってくるのである。どう見ても一般市民の――というかカタギの乗る車ではない。もっともさすがに日本のヤクザでもこんな乗り方はすまいが。

「…………まさか」

　とは思ったが、拓人の悪い予感は何な故ぜかよく当たる。

　人々の注目を集めまくりながらそのロングボディ・リムジン――恐らくリンカーンの改造車だろう――は拓人達の前に停車した。

　ソフト帽を被かぶり、銜くわえ葉巻にトンプソン機関銃トミーガンでも抱えたギャングでも降りてくるのかと思いきや、運転席が開いて出てきたのは細身の女性だった。三つ揃いのスーツにハンチング帽の専属運転手シヨーフアースタイル。

　その女性が顔を上げて微笑むのを見て思わず拓人はその場で突っ伏しそうになった。

「ようこソ」

　少し崩くずれた発音でそう言ってその運転手は――というかどう見ても運転手そのものというより『運転手のコスプレをしたお姉さん』という雰ふん囲い気きであるが――にんまり微笑んだ。

「羽瀬川拓人様御一行様でスね？」

　赤毛の若い娘である。顔付きから体付きまで何処をとっても妖艶ようえんそのものだが――仕草の中に何処か子供のような愛らしさをも備えている。ハンチング帽を脱いで胸元に添えると癖の強い髪がぴょこんと揺ゆれた。

「……何やってんですか。シンクラヴィアさん」

　拓人は辛かろうじてファルチェに縋りながら体勢を立て直して尋ねる。

「見ての通りにお迎えニ」

　やはりにんまりと何処か蠱こ惑わく的てきに笑いながらその女性運転手は言った。

　彼女の名はシンクラヴィア・ザ・セイレーン。

　伝説によれば歌声で海の旅人を惑まどわし滅ぼすのが商売の魔族である。妖艶さは彼女の持つ基本的な特質だ。本性は背に巨大な翼を持つ異い形ぎようの存在だが、無論、今は人間に擬ぎ態たいしている。

「いや。だから何で貴女が？　――って先輩も絡んでんですか？」

　この魔族の娘は元々拓人を殺しにきた暗殺者だったのだが、諸般の事情により今は拘束用の魔法具を身体に埋め込まれて、佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうの監督下にいる。彼女がいるという事は榮太郎の差し金であると考えるのが一番妥当であった。

「まアそれは車の中デ」

　言って恭うやうやしく一礼するとシンクラヴィアは客席のドアを開いてみせた。
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　白銀に塗り込められた広大な風景。

　その直中ただなかに三つの人影がぽつんと存在していた。

　樹木を切り倒し、切り株さえも念入りに掘り起こし、更に穴だらけの地面を平らにならし、その上で徹底的に押し固めて創り出されたなだらかな山肌。恐らく二カ月の後には色とりどりのウェアを着たスキー客達によって彩いろどられ、ゲレンデと呼ばれるであろう斜面は――しかし今は未だ単に不自然な程に広いだけの白い斜面に過ぎなかった。

　真ん中には巨竜の背骨の如くリフト施設が設置されているものの、客もいない今は全く動いていない。他に動くものもない。

　だからこそ三つの人影はやけに雪原の上で目立っていた。もっともそれを目撃する者もいない以上は目立とうが目立たなかろうがさして意味はない訳だが。

「……このあたり？」

　そう呟つぶやいて雪原を見回したのは――妙に尖とがった何かを感じさせる女だった。

　別に痩やせて骨張っているという意味ではない。むしろ衣装の上から窺うかがう限り肉感的ですらあった。細い足首を覆おおう黒革のブーツ。肉付きの良い太ふと股ももを巻く黒革のミニスカート。長い金髪には真っ赤なベレー帽を載せ、豊満な胸を覆い隠すのはこれまた赤いシャツ。赤と黒を基調にしたコートにはふさふさとした飾り毛フアーが揺れ、つんと高く伸びた鼻先には小さな丸レンズのサングラスが引っかけてあった。

　容姿は整っている。それは間違いない。だが美人であるという事実よりも先ず気の強さが目立つ――そんな顔立ちである。眼は切れ長で端が吊り上がり、それでいてその視線運びには何処かねっとりした対象に絡からむようなものがある。やけに鋭く――同時にひどく妖艶なものを持った眼であった。それなりの店に行けば万札を何十枚と積んで『僕を踏んでください』と懇こん願がんする野郎も出てきそうな感じだ。

　年齢は……よくわからない。

　角度によっては少女のようにも見えるが、見る角度によっては四十代の熟じゆく女じよだと言われても頷いてしまいそうな曖あい昧まいな雰囲気がある。きびきびした動きや肌の張りからすれば未だ二十代と見るのが正しいだろうが。

「情報が間違っていなければですがね」

　女の傍かたわらで言ったのはすらりと背の高い男であった。

　こちらも顔立ちは整っているのだが、何処か饐すえたような雰囲気というか――妙に毒を含んだ雰囲気がある。男にしては白すぎる肌のせいか、紅あかすぎる唇くちびるのせいか、あるいは細く長すぎる指先のせいか、それとももっと別の何かの理由なのかはわからないが。

　恐らくは先の女と同じ組織にでも属しているのだろう――女とは色違いだが同じデザインのコートを羽織り、これまた同じ丸レンズのサングラスをかけている。まさかペアルックという訳でもあるまい。ちなみにこちらのコートは緑と黒を基調としている。

　もっともこの男の場合は燕えん尾び服ふく姿だろうと、軍服姿だろうと、余人が受ける印象はまず『ジゴロ』に違いない。そんな享きよう楽らく的てきかつ退廃的たいはいてきな空気が彼の周りには漂ただよっている。

「どう思います？　ガントの旦那」

　尋ねられたのは三人目。

　先の二人に較くらべると背の低い男であった。ただし小柄という訳ではない。女の方と比べても明らかに背丈は低いものの――体重で言えば少なくとも三倍はあるだろう。肩幅と胸板の厚さが尋じん常じようでないのだ。雰囲気としてはほとんど岩の塊である。

　三人目の男も恰好は先の二人と同じ。色は蒼あおと黒。

　ただし明らかにこの男だけ雰囲気が違うというか――妙に実直そうに見えるのは、色黒なその男の頭部が見事に禿はげ上がっているからかもしれない。さすがにサングラスを掛けて革コートを着た坊ぼう主ずというのもいるまいが。

「……考えるのは俺の仕事ではない」

　ぼそりと禿はげ頭あたまの男は言った。

　男の右手は何かの感触を確かめようとするかのように、握ったり開いたりを繰り返している。節くれ立ったその指には瓶びんを握れば瓶を、岩を握れば岩を砕いてしまいそうな問答無用の力強さが見えた。

「へえへえ。聞いた俺が悪かったですよ」

　長身の男は肩を竦すくめて言った。

「で――姉あね御ご。これからどうします？」

「ミハイル。何度言えばわかる。姉御って呼ぶな」

　女は顔をしかめながら言った。

「失礼、我等が隊長殿。で――これからどういたします？」

「聞く程のこっちゃないだろ。散開して各自探索。見つかれば連絡を」

「命令のままに」

　宣誓するように片手を挙げて言う長身の男。

「他に確認事項は？」

　男二人を見回して女は言った。

　長身の男は何処か芝居がかった仕草で首を振り、禿頭の男はただ無言で応じる。

「――では各自捜索を」

　白い平面の真ん中で三つの人影はそれぞれの方向に向かって散開した。
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　空港から車で一時間余り。

　威圧感満点の車だからか他の車が譲ってくれた道をすいすいと進み――拓人達の乗るリムジン〈コーサ・ノストラ〉号は目的の高級リゾート〈ミルキイ・バレイ〉へと到着した。

　ちなみにこの〈ミルキイ・バレイ〉は快適にスキーができるように――つまりはゲレンデを混雑させないようにと入場制限を行っている。

　近くには民家もなく、リゾート地そのものが山間に位置していて冬場は通れる道が限られている上、ぐるりを高いフェンスで囲まれており、まともに中に入ろうと思えば四カ所あるゲートのどれかを通らざるを得ない構造になっている。もっとも現在はプレオープンという事で一番ゲートのみが使用可能になっているだけだが。

〈ＷＥＬＣＯＭＥ　ＭＩＬＫＹ　ＶＡＬＬＥＹ〉と書かれた電動式ゲートを通り抜け、更に走る事約五分。車は〈ミルキイ・バレイ〉唯ゆい一いつにして公式ホテルのホテル〈ミルキイ・ヒル〉に到着した。

　リムジン車内で出された紅茶を飲んでいた拓人は、駆け寄ってきたベルガール――のつもりなのだろう、多分――を見て思わずそれを噴いた。

　身長一メートル弱の小さな身体。

　激烈に短い手足をちょこちょこと動かしながらやって来たのは、お馴な染じみと言えばお馴染みのメイドさんルックを着込んだエーネウス……ではなくてそのモドキだ。本物のエーネウスはすらりとした長身でどう考えても等身が違うし、十体も二十体も分裂増殖はするまい。まあ人間ではないのだから絶対有り得ないと断言はできないが。

「…………」

　色々と不安はあったが荷物を預けると、プチでミニでデフォルメチックなエーネウス集団は『うんしょうんしょ』と預けた方の良心を微妙にちくちく刺激する健けな気げさでホテルの中に消えていく。

　でもって――

「いらっしゃいませ」

　当然もう予想していたので拓人は驚きもしなかったが。

「羽瀬川拓人様とお連れ様、三名様でございますね？」

「…………」

「お部屋の用意はできております」

「…………」

「こちらに御名前と御住所、御職業、生年月日、血液型、女性経験の有無、好きな萌もえキャラのタイプをご記入ください」

「……いやあの」

　拓人はホテル〈ミルキイ・ヒル〉のフロントで呻うめくように言った。

　やたらに立派なホテルだった。

　プレミアム・リゾートの中核として機能するに相応ふさわしい代物である。無論、その分宿泊料金も高いのであるが……元々客数を制限する上で成り立つコンセプトの高級リゾート地としては、むしろホテル代その他の周辺施設で稼かせがなければ意味がない。そして高い料金を取る以上、豪ごう奢しやな雰囲気はリピーター確保の為にも絶対必要なものであろう。

　体育館程もある――バレーのコートが少なくとも二面はとれそうな面積のエントランスは三階層ぶち抜きの吹き抜けの構造になっており、恐ろしく贅ぜい沢たくに空間を使っていた。壁面には大量のガラスが使われ日光が惜しげもなく降り注いでいる。もっとも時間的に今は陽光はかなり赤みを帯びていたが。

　本当に豪勢な印象ではある。

　だがそれだけにほぼ無人のエントランス・ロビー周辺は何となく不気味であった。

　正確に言えば拓人達四人に加え、フロントでにこやかに慣例儀式のようなチェック・イン作業を行っている人物以外に人間の姿は全くない。できたての建物なのは空気でわかるがともすれば廃はい墟きよと勘違いしてしまいそうな雰囲気があった。感性を含めて常識的なものが幾つも欠落しているタナロットやファルチェはともかく、少し離れた場所でソファに座っている鈴穂は何処か落ち着かなさそうに周囲を見回している。

　それはさておき――

「なにやってんです？」

　半眼でフロント係の青年を睨にらみながら拓人は言った。

「ホテルのフロント業務をしておりますです――お客様」

「そりゃ見ればわかりますが、どうして貴方が此処でホテルのフロントマンをしているんですかと激しく問い詰めたい気分です――先輩」

　言うまでもない事だがフロント係として拓人の前に立っているのはタキシードに身を包んだ榮太郎である。

「だってさー……拓人が誘ってくれないんだもんよ？　自前で来るしかないじゃん」

　いきなり素すの口調に戻って榮太郎が口を尖らせる。

「いやそういう事ではなく。というか元々四人分しかチケットありませんでしたし」

「そんなもんどうとでもなるわい」

　と榮太郎。まあ実際この一流魔法使いは本当に大抵の事は鼻歌交じりにどうとでもしてしまうので余計にタチが悪かったりもする。

「大体な――拓人。保護者もなしに女の子三人とスキー旅行。おまえ世間様にこれをどう言い訳するんだ？　ん？」

「でも……鈴穂の両親の了解は取ってますし、うちの父親はいまいち連絡つきませんし。というか、そもそも普段から一緒に住んでますし」

「それにしてもだ」

　榮太郎はカウンター越しに身を乗り出して言った。

「ゲレンデでは男も女も魅力は三割増しという。しかも温泉付き。こんな状況だ、何か間違いがあったらと思うと……」

「思うと？」

「萌えるじゃないか」

　拳を握りしめて榮太郎は言った。

「……今更先輩の趣味をどうこう言うつもりは微み塵じんもありませんけども」

　少し疲れたように肩を落として拓人は言った。

「本物の従業員の人達はどうしたんです？」

　送迎リムジンの運転手はシンクラヴィア、ベルガールはプチ・エーネウス――略してプチネウス（複数）、フロント係は榮太郎。少なくとも拓人達はこのホテル本来の従業員を未だ一人も見ていない。

　ただ拓人達の旅行をデバカメしたりチョッカイかけたりする為だけに、従業員全員を亜空間に拉ら致ち監かん禁きんして入れ替わったり、人工冬眠させて倉庫に放り込んだり、光学干渉魔法を仕掛けて全員透明人間にしたりとか、榮太郎はそういう事を本気でやりかねない。とにかく無駄な事に超技術を使うのが大好きなのだ。もっとも行き過ぎた研究者や求道者といった連中は――特に魔法使いという連中は大抵がそういうものではあるのだが。

「いなかったぞ」

　平然と榮太郎は言った。

「俺等が来た時には人っ子一人いなかったがな。元々オープン前の試験運用期間みたいだし、拓人、来る日を間違えたんじゃないのか？」

「はあ？　いや。でも……そんな事はないと思う……んですが……」

　そもそも日程が間違っていたら飛行機にも乗れなかったはずだ。

　無論、招待したインターブレイン社の社内で何らかの連絡ミスがあったという事は考えられる。未だ試験運用期間のホテルは毎日従業員が揃っている訳ではなく、定期的に拓人達のようなモニター客を受け入れる日にだけ集まってくる――とか。この場合に本社からホテル側への連絡が何らかの形で途切れていたのだとすると、無人という可能性は確かにあった。まあこれらはただ想像しているだけで、実際には拓人にはインターブレイン社の社内事情や連絡システム、ホテル運営その他についてはちっともわからないのだが。

「困ったな……」

「安心しろ。電気や水道は来てるし施設はひと通り動くみたいだから」

　へらへら笑いながら言う榮太郎。

「いや、安心しろって。勝手に使ったらまずいのでは？」

「じゃあ帰るか？」

　と榮太郎は視線を拓人の肩越しに背後へ――ロビーの端でたむろしているタナロット、鈴穂、ファルチェに向ける。タナロットは明らかにはしゃいでいるし、ファルチェもどことなく嬉うれしそうではある。鈴穂もエントランス・ロビーの無人ぶりには多少の違和感を感じているようだが、元々対人恐怖症の傾向のある彼女としては、人が少ない方が気が楽なのか、普段より落ち着いて見える。彼女は彼女で旅行は楽しみにしていたらしく、此処へ来る途中も普段よりむしろ笑顔が多かったように思う。

　さすがに『帰ろう』とは言い出しにくい感じではあった。

「まあ施設やホテルは減るもんじゃなし。食材とか減りそうなものは俺が補充しておいてやるよ。とにかく拓人、気兼ねせずに楽しめ。たまには普通の高校生らしく羽根を伸ばしても罰ばちは当たらんよ」

「先輩……」

　爽さわやかに微笑む榮太郎に拓人も微笑を返し――

「……何か企んでません？」

「うん。割と色々」

「……そうですか」

　脱力して言う拓人。まあ何を企んでいるのかはわからないが、榮太郎の場合は『純粋な善意』などと言われる方が不気味である。

「ま――とりあえず部屋に全部荷物置いて落ち着いてこい。話はそれからだ」

　言って榮太郎はカード型のルームキーを差し出した。
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　拓人がチェックインを済ませている間、鈴穂はぼんやりと外を眺ながめていた。

　さすがに疲れを覚えているのだ。何処がという訳ではなく――半日近い移動時間で全身に疲労感が均等に覆い被さっている。元々出で不ぶ精しようで旅行そのものに慣れていない鈴穂にとっては、電車、飛行機、車、と一日で二回、しかもそれぞれ種類の違う交通機関に乗り換えるだけでもかなり気疲れしてしまうのだ。

　同じ旅程をこなしてきたはずのタナロットなどは疲れるどころか興奮しっぱなしで今もロビーの中をあちこち駆け回って見物しているし、ファルチェはファルチェで何やらロビーの端に置いてある大きな壺――恐らくはアンティークなのだろう――に向けて何やら熱心に話し掛けている。一見すると危ない人みたいだが、別にファルチェ自身はそう思われても全然気にしない上にロビーには他の客の姿もないので鈴穂も止めなかった。

　そういう訳で疲れた鈴穂はひとりソファに座ってぼけっ――と視線を外に放散させているのである。

　正面玄関は巨大な強化ガラスを大胆にも三階層分使って造られた代物で、ホテルの前に広がる雪山の情景が一望できる。まさにパノラマ・ビュー。高級リゾートというだけあって金の掛け方が半端でない。上の方のガラスを拭くのって大変なんじゃないかな――とか妙に庶しよ民みん的てきな心配を鈴穂がしていると。

「…………？」

　ふと視界の端を何かが過ぎる。

　何気なく視線を向けると――そこには白い和服を着た少女が立って硝子ガラス越しにタナロット達の方を眺めていた。歳の頃なら十三か四。他の招待客だろうか。しかし少女の側には他に人影はなく……しかも冬の野外だというのに裸足はだしである。また和服が白一色なので余計に寒々しい印象が強い。

　何か妙だった。

　少女は無表情にタナロット達を見つめている。それも人形のごとき虚きよ無む的てきな無表情ではなく幾つもの表情が鬩せめぎ合って中ちゆう庸ようの状態を保っているかのような――等配分の感情が互いを打ち消し合っているかのような無表情である。

　鈴穂にその見分けが付いたのは……それがかつて何度となく鏡の中に見た表情であったからだ。

（……何かあったのかな。あの子）

　裸足で外にいる事といい、その表情といい、何か尋常でない。ひょっとしたら親に虐ぎやく待たいでも受けているのだろうか。気になって眺めていると――少女は視線に気付いたのかその黒い双そう眸ぼうを鈴穂の方に向けてきた。

「…………」

　思わず眼を伏せる鈴穂。以前よりは随ずい分ぶんましになったとはいえ……やはり相手の眼と直接視線をぶつけ合うのは鈴穂にとって非常に苦痛な行為だ。相手がかつての自分を思わせる表情の持ち主であったとしても。

「鈴穂先輩？」

　ふと声を掛けられて振り向くと首を傾かしげたファルチェが側にいた。

「どうなさいました～？」

『あ。ええと』

　鈴穂は少し慌ててノートに走り書きする。

『そこに女の子がいて』

　と示そうと振り向くと――そこには誰もいない。

　ガラスの向こうにはただ雪山の情景が広がるばかりで人の姿は見あたらない。

『あれ？』

「誰もいませんけれどぉ……」

『今さっきまでいたんだけど。白い和服の女の子。この季節に裸足とかだったから大丈夫かなあとか――』

「…………」

『本当よ？　本当にいたんだから』

「いえ。別に疑っている訳ではないのですが……」

『地元の子かな？』

「私、事前にこの辺りの事は調べましたけどぉ、近くに民家はないはずですよぉ？」

　では鈴穂が見た少女は一体何だったのか？

　鈴穂とファルチェが黙って首を捻ひねっていると――

「いくよ――鈴穂、ファルチェ！」

　拓人が声を掛けてきた。

　思考を中断して振り向く鈴穂。見ると既にタナロットは拓人の隣となりで『早く早くするのである早く』とか言ってぶんぶん両手を振り回している。

『あ。うん』

　そう書いて掲かかげ――鈴穂とそしてファルチェは拓人達の方へと歩き出した。
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　およそ一時間と十四分迷った挙げ句に、携帯電話の内蔵電話帳から番号を選択。

　呼び出し音が七回鳴った後で相手が出た。

『はい』

「――あ。拓人くん？」

『はい。あ――双ふた葉ばちゃん』

　どうやら一発で相手は――羽瀬川拓人は自分が誰だかわかってくれたらしい。それだけで妙に嬉しい気分になれてしまう彼女の名は霧きり島しま双葉という。拓人の友人である。もっとも本人は更にその先を希望していたりもするのだが、拓人の方が国宝級に鈍どん感かんなので全く彼女の気持ちには気付いていない。

　それはさておき――

『えっと。あけましておめでとうございます。今年もよろしく御願いします』

　ちょっと棒読みな感じの口調で拓人はそう言ってきた。こういう細かい処は割と拓人は旧ふるい人間である。そういう処も双葉は惹ひかれていたりする訳だが。

「おめでとうございます。今年もよろしく御願いします」

　新年を迎えた者同士の通過儀礼をとりあえず済ませてから双葉は早速本題に入った。

「えっとさ。あの。ちょっとお誘いなんだけど」

『お誘い？』

「うん。ほら――初はつ詣もうで一緒に行こうって言ってくれたの、断っちゃったしさ」

　双葉の親は商売をしていて縁起とか慣習とかには割とうるさい方である。で――正月は家族揃って初詣に出掛けて商売繁はん盛じようを祈き願がんするというのが双葉が生まれる前から延々と続いている霧島家の伝統なのだ。両親の臑すねをかじっている身としては拒否できる立場にはないし、たまに父の仕事を手伝う事のある双葉としては、縁起を担かつぎたがる商売人の感覚というのもわからないではないので、彼女は断腸の想いで拓人の誘いを断ったのである。

「でね。父さんに友達同士で旅行行きたいとか言ってみたらＯＫが出てさ。友達の誘いを断らせた代わりにって、友達の分のお金も出してやるから好きな処行ってこいって」

『そりゃまた――話のわかるお父さんだね。豪ごう毅きっていうか』

　電話の向こうで彼が微笑んでいるのが簡単に想像できるような優しい声だった。

「で――だからさ。拓人くん。私と拓人君と、それから葉は月づきとタナちゃんと鈴ちゃんとファルちゃんで何処か行かない？　冬休み中に」

　本当は『それから』以下四名はいない方が良かったりもするのだが、さすがにそれを提案できる程の思い切りは双葉にはない。

『うーん。いや。ごめん――無理』

　不意に拓人の声が淀む。

「そ――そうなの？」

　双葉は失望の色を隠せない。

　何しろこの誘いも前記の通り一時間十四分たっぷり躊ちゆう躇ちよした末の行動である。彼女にしてみれば清きよ水みずの舞台から飛び降りたらそこに更に千尋せんじんの谷があったようなものだ。

『実は家族旅行で出掛けてて。実はもう家にいないんだよ』

「あ。そうなんだ……」

　と言いつつ――ふと思い付いて尋ねる双葉。

「ちなみに、何処？」

『えーっと。『ミルキイ・バレイ・プレミアム・リゾート』って処。商店街の福引きで当たってね』

「ふうん……」

　とさりげない様子を装よそおいつつ素早く携帯電話を左手に持ち替え、双葉は右手でボールペンとメモ帳を引き寄せた。

「いつまで行ってるの？」

『四日間……かな。始業式の前の日に帰ってくる予定だけど』

「そっか。じゃああと三日はそっちに居るんだね」

『そういう事になるかな。ごめんね』

「ううん、気にしないでいいよ」

『あ――ごめん、ちょっと今部屋に荷物置きにいく途中だから、また――』

「わかった。また」

　言って携帯電話を切り――かくん、と頭を垂れる双葉。

　しばらく彼女はそうしていたが……

「――さて」

　顔を上げると彼女はメモ帳に書かれた情報を改めて眺めた。

「……それならこっちから押しかければいいのよね」

　呟いて彼女は立ち上がった。
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　カードキーは二枚。人数は四人。

　さて問題です。四割る二は幾つでしょう？

「…………やられた」

　長い長いホテルの廊下で拓人はへたり込みそうになった。

　すっかり忘れていたが大抵のホテルは部屋の格ランクを別にすれば三つの種別がある。シングル。ツイン。そしてダブルだ。言うまでもないがシングルは一人部屋。ツインとダブルは二人部屋。

　補助ベッドを入れてトリプル……などという風にしてくれるホテルもないではないが、基本的にこれは夫婦二人に子供が一人という家族連れに対して行われるサービスであって、同じ歳の人間が三人であればシングルを一つ余計にとるのが基本だ――高級リゾートならば尚なお更さらに。

　旅行の類たぐいにはあまり行かない拓人は、すっ…………………………かり失念していたが、四人様御招待ならば当然、ツインが二部屋というのが基本である。まさかシングル四部屋というのもおかしいし、ツイン一部屋にシングル二部屋というのもあまり意味はない。

　まあここまではいい。ここまでは。

　これに佐久間榮太郎という要素を加えるとどうなるか。

　考えもしなかった自分が恨うらめしい。

「…………」「…………」

　拓人としてはあまり振り返りたくなかったが――背後で何というかこう、空間をぎしぎしと軋きしませるかのような高圧の気配が発生していたのでは振り返らざるを得まい。意志力を総動員して首を巡らせた拓人は、そこで想像通りの光景を見る事となった。

『じゃあ部屋割りは私とタクちゃん、タナロットとファルチェで』

「我がタクトと寝るのである。スズホはファルチェと寝るのである」

　睨み合うタナロットと鈴穂。

　言うまでもない事であるが――二枚のカードキーは共にダブルの部屋のものだった。

　要するに用意された部屋は二つ。ベッドはそれぞれに一つ。寝る者は四人。

　つまり全員がベッドに寝たければ誰かと誰かは同じベッドに寝なければならない訳で。

「…………」「…………」

　タナロットが身構え、鈴穂はこんな処にまで持参してきた〈学園〉特製の特殊兵装――機剣〈ワルプルギス〉を納めたケースに手を掛けている。

　ファルチェはというとこの少女はあまり拓人を独占する気がないせいか、視線で火花を散らし合う少女二人を部外者特有ののほほんとした無責任さで眺めていた。

　ちなみに鈴穂の〈ワルプルギス〉、貨物扱いだった上に、日本の銃刀法上で〈ワルプルギス〉は刀に相当しない為――何しろ物質的な刃はがない――『特殊工具』と申告すると意外にすんなりと持ってくる事ができた訳だが、いっそ空港で一時預かりというか没収されていた方が事がおだやかに済んだかもしれない。

「えーと……」

　無駄だろうなあという一種の虚無感なんぞを覚えつつも、拓人はとりあえず常識的な提案をしてみる事にしたが。

「先輩に言って部屋を増やして貰おう。うん。やっぱり若い男女が同じ部屋で寝るのは良くないよね。うん」

『タナロットみたいな馬鹿力がタクちゃんと一緒に寝たら危ないでしょ。間違ってタクちゃんの背骨折ったりしたらどうするつもり？』

「スズホみたいな小こ姑じゆうとが一緒に寝たら小姑菌がタクトに伝う染つるのである」

『伝染るわけないでしょ！　っていうかそんな菌保有してないわよ！』

「無症候保菌者なのである」

『なんで常識ごっそり欠落してる癖くせにそういう変な単語だけ知ってるのよ!?』

　……既に戦闘準備の精神状態に入っている少女二人はまるで聞いていない。

　じりじりと間合いをとりながら互いの隙をうかがうタナロットと鈴穂。

　せめてできる限り周辺施設への被害を減らそうと、頭の中で自分に使える防御系呪文を一通り検索していると――

「御主人様」

　くいくいとファルチェが拓人の服の肘ひじを引っ張った。

「部屋割りが決まるのにしばらくかかりそうですねぇ」

「……その部屋そのものがなくならないといいけどね」

　うんざりした口調で言う拓人。

「じゃあ終わるまでお風呂に入ってましょう～」

　名案とばかりに両手をぽん、と打ち合わせてファルチェは言った。

「先程ロビーのパンフレット見たんですけどぉ、此処の露天風呂ってとっても眺めが素敵なんだそうですよぉ？」

「はあ？　いや――しかし」

「どうせ後で修復しなくちゃいけない訳ですしぃ～今の内に鋭気を養っておいた方が良いかと思うんですよぉ～」

　言いながらファルチェは拓人の腕に自分のそれを絡ませる。

「あの？　ちょっと？　ファルチェ？」

「お背中流しますね～」

　困こん惑わくする拓人をずるずると引きずるファルチェ。さすがにタナロット程の怪力はないものの、彼女も元々人間ではなく、腕力という意味では拓人に勝ち目はない。『あの』とか『ちょっと』とか言いながらも拓人は引っ張られるしかない。

「じゃあ先輩方～ごゆっくり～」

　そんな言葉を残してファルチェ（及び拓人）は『第一露天大浴場』と書かれた案内プレートの指し示す方向へとホテルの廊下を歩いていく。

　でもって――

「………………」「………………」

　時計の秒針が一周する。

　ファルチェと拓人の姿が廊下の角を曲がって消え――間抜けな事にそこでようやくタナロットと鈴穂は眼を瞬かせた。

「タクト!?」

『ファルチェ!?』

　我に返った二人が血走った眼であたりを見回すものの既に廊下に拓人達の姿はなく。

「ずるいのである！」

『卑怯よ!?』

　喚わめきながら二人は第一露天大浴場に向かって駆け出した。
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　その頃――ホテルの支配人室では。

「やはり誰もいないわね」

　榮太郎とエーネウスにそう言ったのは長い銀髪の娘だった。

　ミヤビ――それが彼女の名前である。

　今はエーネウスと揃いのメイドの恰好をしているが、その姿は明らかに対照的で、全体的にしっとりと落ち着いた『黒』の印象を纏まとうエーネウスに対して、ミヤビは峻しゆん烈れつな程の『白』の印象を纏っている。

　それもそのはず……白黒の縞模様が入った尻尾は彼女が四し神しんと呼ばれるうちの一いつ柱ちゆう、瑞ずい獣じゆう『白びやつ虎こ』の化身である事を示していた。犬と猫――虎も猫科には違いない――ではその性質は正反対である。ちなみにシンクラヴィアと同様にこのホワイトタイガー娘も佐久間榮太郎の監督下にあるものの、エーネウスのような使い魔という訳ではない。今のところ特にする事もないので榮太郎の酔すい狂きように付き合う事は多いのだが。

「客室から屋上、ボイラー室、女子トイレの個室まで一通り見たけれど――」

　深しん紅くの瞳ひとみで支配人室の壁に貼られたホテル内の透視図面を一いち瞥べつしながらミヤビは言った。

「完全に無人ね」

「ふうむ？」

　榮太郎が腕を組んで首を傾げる。

「でも厨ちゆう房ぼうには作りかけの料理が何品か残ってたわ。パソコンの電源も入ったまま」

「ほほう？」

　何故か嬉しそうに榮太郎は言った。

「ホテル版マリーセレストか」

　マリーセレスト。

　それは一隻の帆船の名前である。船名としては平凡なものであるが――ミステリーやオカルトに興味を持つ人間には良くも悪くも特別な意味を持つ名前でもあった。

　一八七二年十二月四日。

　大西洋アゾレス諸島付近でイギリス船籍のデイ・グラチア号が一隻の漂流船を発見する。

　後の調べでこの漂流船はマリーセレスト号といい、ブリッグス船長以下九名の人間が乗船し、積荷としてアルコールを積んで十一月七日にアメリカのボストンから出港した船であった事がわかっている。

　だがデイ・グラチア号の船員達が乗り込んだ時点ではマリーセレスト号の船内には一人の人間の姿もなかったのだ。最初は船内での諍いさかいや伝染病を疑ったデイ・グラチア号の船員達であったが、血の跡や死体も見あたらなかった。

　しかも食堂その他には食べかけ、あるいは調理中の料理が残っており、一説には湯気をくゆらせる珈琲コーヒーのカップまで放置されており、『まるで数分前まで人がそこにいたかのよう』（デイ・グラチア号の船長の証言）な状態でありながら――人間の姿だけが忽こつ然ぜんと消えていたのである。

　一体、乗員達は何故に、そして何処に消えたのか。

　水も食料も充分にあり、積荷のアルコールも手つかずで残っていた事から海賊説も信憑性が薄い。救命艇はなくなっていたが、当時の小型船では義務づけられていたにもかかわらず救命艇を搭載していなかった船も多く、乗員達が救命艇で何処かに行ったのか、それとも救命艇は最初からなく、別の手段で彼等は何処かに去ったのかもわからない。唯一の手がかりと言われているのはブリッグス船長が航海日誌に走り書きで残した一文『我が妻、ファニーが』であるが、これも謎を深めこそすれ解明の糸口には成り得なかった。ファニーがどうしたというのか。そこから先は書かれていなかったからだ。

　その後――様々な説が唱えられたがどれも決定的な証拠を欠いたまま、現在に至るまで真実は謎のままである。挙げ句に『宇宙人にさらわれたのだ』とか『人体発火現象で全員燃え尽きたのだ』とか『搭載されていたアルコールが漏れて揮き発はつ、全員が急性アルコール中毒となり錯さく乱らんして海に飛び込んだのだ』とか無茶な説が出る始末である。

　陸と海、船とホテルの違いは無論あるが……確かに今回のホテル〈ミルキイ・ヒル〉の状況はマリー・セレスト号事件を彷ほう彿ふつとさせる。

「御主人様が拓人さん達におっしゃったように、単にオープン前だから人がいないという考え方もできますが……」

　エーネウスが言う。

「でも不自然だろ？」

　と言って榮太郎は肩を竦めた。

「ええ。ホテルの調度品の中には明らかに高価な品もあります。ここまで内装や設備を整えておいて、いくらオープン前だからといって管理人の一人も置かずに無人にしてしまうのは明らかにおかしいかと」

「ふーむ。面白いな」

　榮太郎は指先で支配人の執務机を叩きながら言う。

「魔法の痕こん跡せきは？」

「まああるにはあるけれど……それが私達が放散したものでないって保証はないわね」

　エーネウスやミヤビ、シンクラヴィア、タナロットといった強大な魔力（ミヤビの場合は神力だが基本的には同じものである）を持つ存在が、普段から体温の如く放散している微量な魔力と区別し難い程度にしか検出できないという事である。

「少なくとも大掛かりな魔法を使った様子はないわね」

　確かにそれならばもっとはっきりした魔力偏差が残るはずだった。

　何らかの理由で全員が突如職場を放棄して出ていったのか。

　あるいは――連れ去られたのか。

　何故に？　そして後者であるのならば……誰に？

「拓人さん達に知らせますか？」

　エーネウスが館内電話に手を置きながら尋ねる。

「いんや」

　榮太郎は首を振った。

「未だ知らせなくていい。これが拓人達を狙った〈連盟〉の仕業なのか、また別の何かなのかもわからないしな。前者ならもうちょっと連中の動きをはっきり摑つかまない事には意味がない。下手に拓人達を警戒させて連中に引き上げられたらわざわざ俺達が出張ってきた甲か斐いがないってもんだ」

「単に拓人をおちょくりに来た訳じゃなかった――と」

　とミヤビ。

「まあそれもあるがね」

　にたりと笑って榮太郎は言った。
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　顎あごのあたりまで湯に浸かりながら拓人は長々と溜め息をついた。

　誤算だった。色々と。

「…………どうしたもんだか」

　彼がファルチェに引きずられて風呂場に来たのは何も彼女に力負けした事だけが理由ではない。

　本気で拒こばめばファルチェは拓人の言う事には従う。

　タナロットの場合は何度注意しても猫や座敷犬が飼い主のベッドに潜り込もうとするかのように拓人のベッドに入り込んでくるし、相変わらず風呂場にも乱入してくるが、ファルチェは拓人の言いつけは基本的に遵じゆん守しゆする。そこらあたりは元々魔法具であるからこその従順さなのだろう。もっともそれを変な風に拡大解釈、あるいは類推解釈しておかしな行動に出た挙げ句、拓人を振り回すのは彼女の得意技でもあったが。

　逆に言えば拓人がはっきりと拒まなかったのでファルチェは彼を此処まで連れて来る事ができた訳である。

　拓人が期待したのは温泉のリラクゼーション効果だ。

　タナロットと鈴穂が追ってくる事は想像がついたし、とりあえずゆっくり温泉に浸かって移動の疲れを取れば、もうちょっと理性的に彼女等も話し合いをできるかもしれないと期待したのだ。鈴穂はともかく人間でないタナロットに温泉がどれだけリラクゼーション効果を期待できるかはわからないが、何というか……とりあえず一旦『場を変える』だけでも二人が多少は落ち着きを取り戻すのではないかと思ったのである。

「だけど反則だろ、これじゃ……」

　露天風呂は悪くなかった。

　ホテルの裏側――テラス状に張り出した地形を利用して造られたそこは、まるで空中庭園の風ふ情ぜいを備えていた。手を伸ばせば届きそうな近さに迫る迫力の山林から、遙か遠くで連なる雄大な峰までを一望できる開放感満点の景色――パンフレットがやたらと強調するだけあって特筆に値する。薄闇に満ちた空と雪に覆われた山々が、月光の下でとても幻想的な景観を織りなしていた。

　岩を組んで造られた露天風呂の内部も変化に富んでおり、雰囲気を白けさせかねない作さく為い的てきな品々――蛇口やら鏡やらシャワー栓やらは、屋内部にまとめてある。ぼーっと湯に浸かっているとまるで自然の一部に溶けて混ざれそうな……そんな雰囲気だった。

　まあこれはいい。

　問題は……拓人が背にしている岩の向こうから少女達の声が聞こえる事であった。

　要するに混浴なのである。

　脱衣所が別なのでてっきり浴場も別だと拓人は思いこんでいた。お陰でのんびりと湯に浸かって視線を彷徨さまよわせていると、拓人が通ったのとは別の入り口の扉が開き、全裸のファルチェが入ってくるのを目撃する事になったのだ。

　幸い湯煙のせいか、ファルチェはファルチェで拓人の存在には気付かなかったらしく、のんびりと数メートル離れた処で湯に浸かっている。どうしたものかと思案しているとそこへタナロットと鈴穂も入ってきて……拓人としては岩陰から身動きが取れなくなってしまったのだ。

　わざわざ露天風呂が『第一』だの『第二』だのと幾つもある理由もこれでわかった。

　要するに混浴の露天風呂とそうでない露天風呂があるのだ。

「うーん……」

　困り果てて呻く拓人。

　見てはいけない――と咄とつ嗟さに少女達の裸体から眼は逸そらしたものの、いくらモラリストとはいえ拓人も十代の健康な少年、その瞼まぶたには上気した少女達の艶あで姿すがたがくっきりはっきり焼き付いていて、エンドレスでリピート中だったりする。

「どうしたもんかな……」

　ここはさっさと風呂場から脱出すればいいのだが、出口は拓人から見て鈴穂達の向こう側である。どんなに気配を殺して移動しても見つからずに脱衣所まで辿たどり着くのは無理だ。かといってこのまま風呂に入っていてものぼせてしまう。そろそろ限界だ。

　とりあえず自分に使える魔法の中で現状打破に応用できるものはないかと、湯当たりしかけてふやけた頭の中を検索する拓人。

　その時――

「…………？」

　ゆらりと何かが湯煙の向こうに揺れる。

　それが何なのか――最初はわからなかった。主に拓人の注意は岩の向こうのタナロット達に向いていて――正確に言えばタナロット達の声や湯の跳ねる音を捉える聴覚に意識が集中していて、眼はただぼんやりと風景を映しているのみだったのだ。

　だが視界を過ぎる異物を認識して焦点を合わせようと、反射的に瞳が動く。

　輪郭が急速にはっきりと――

「――え？」

　それは屍し衣いのように白い和服を着た少女だった。

　年齢は――恐らく十二か十三か。そんなあたりだろう。未だ少年の拓人の眼から見ても『子供』と言えるような幼さがその姿には見えた。

　華きや奢しやで色白。だが瞳と髪は深い深い闇の――光さえ反射しない墨のような暗色に染まっている。純白と漆しつ黒こく。この二色に特化したその姿は容易たやすく雪山の夜景に溶け込む。その少女が果たしていつからそこにいたのか……拓人にもわからなかった。ひょっとしたら少女が石の如く動かずにいれば、拓人は視界にその存在を捉えながら、気付く事さえなかったかもしれない。

「…………」

　すい――と少女が無表情に右手を振る。

　何かの合図の如く。

　次の瞬間……彼女の背後から湯気を押しのけるようにして出現する何かがあった。
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　人は見掛けによらない。

　当たり前と言えば当たり前すぎるこの真実を霧きり島しま双葉は双子の弟の葉月から学んだ。

　霧島葉月。

　先に双葉を見知っている人間が葉月に会うと大抵『義理の姉弟？』と聞いてくる。岩を鑿のみか何かで大おお雑ざつ把ぱに削って造ったような顔は確かに双葉には似ても似つかない。不細工というのではないのだが――何というか高校生にしては厳いかつ過ぎる。たまに私服で歩いていると通行人が明らかに一定距離を保って避けていくのは、恐らく何処かのヤクザかマフィアの類だと思われているに違いない。前に面白半分でソフト帽を被せて葉巻を銜えさせたら似合う事似合う事――どう見ても禁酒法時代のギャングである。

　だがそんな外見の印象と、葉月という人間の中身とはかなりズレがあるのを双葉は知っている。もっとも双葉にとっては生まれた時から付き合いのある弟なので、別に彼女の眼に葉月の存在が意外に映っている訳ではない。単に周囲の反応から『一般的に見て弟はこういう事をするようには思えないらしい』と理解しているだけの事だ。

　それはさておき。

　霧島葉月の意外な一面の一つに、ローランド・ゴリラもびびって二の足を踏みそうな面相の癖に、かなりの頭脳派だという事実がある。特にコンピュータ関連の技術は相当なもので――仲間内では『くれせんと・むーん』のハンドルネームで知られる腕利きパワー・ユーザーであるらしい。

　パソコンといえば電子メールとホームページのブラウジング、後はせいぜいワープロ位にしか使わない双葉には全く理解できない高度な『技』を幾つも持っているらしく、双葉では一カ月かかっても収集できないような情報を、この双子の弟はものの五分で引っ張り出してきたりもする。

　とはいえ――

「うーん。ちょっと変だな」

　たかがインターネットで簡単な調べものを頼んだだけで、何やら洒落しやれにならない話が出てくるとまでは考えていなかった。

　調べものというのは他でもない『ミルキイ・バレイ』に関しての事である。

　双葉はできる事なら今からでも『ミルキイ・バレイ』に行って拓人達と合流しようと思っていたのだ。さすがに『家族旅行』に割り込む気はないが、同じホテルに宿泊しているとやはり一緒に過ごす時間は多くなるだろう。

　例えば――

『え？　双葉ちゃん？　どうして此処に？』

『拓人くん……えへ。奇き遇ぐうだね』

『奇遇……なの』

『あは。実は違う。拓人くんに会いたくなっちゃって……迷惑だった？』

『ううん、そんな事ないよ……』

　とかなんとか言ったりなんかして。きゃーっ。恥ずかしーっ。

　……そういう訳で早くも彼女は『ミルキイ・バレイ』のホテルで良い雰囲気になっている自分と拓人を想像したりなんかしながら葉月がそこに至るまでの交通手段、ホテルの宿泊費用、その他を調べるのを待っていたのだ。まあその程度は自分で調べても良かったのだが、たまたま葉月がパソコンを立ち上げていたので、頼んだのである。

　ちなみに姉の脳内ドラマを葉月が覗のぞく事ができたら『おい姉ちゃん。いくらなんでもキャラが違うだろう』とか突っ込んだ事だろう。突っ込んだ挙げ句に姉に見事なハイキックを食らって床に沈んだ事だろう。

「おかしいぜ、姉ちゃん」

「なにがよ？」

　葉月の肩越しにパソコンの液晶ディスプレイをのぞき込むが、20インチを超えるどでかい画面には十数個ものウインドウが開いている上に、次々と葉月がそれらを素早いマウスさばきで切り替えていくので双葉には訳がわからない。

「いや、なんかこうきな臭いというか。元々『ミルキイ・バレイ』ってのはインターブレイン社のリゾート部門が造って今年の三月にオープン予定の処なんだけどさ。かなり強引な土地買収したみたいで、ちらほら前の持ち主から訴そ訟しようが持ち上がってる」

「……それって拓人くん達には別に関係ないんじゃ。っていうか三月にオープンって事は未だ……」

「拓人達は商店街の景品として当たったんだよな。そっち方面からも調べてみたけど、これに関してはまあ別におかしい処はなし。本来は去年の年末オープンのつもりが、どうも色々ごたごたがあってオープンが遅れた訳なんだけど。今から無理矢理オープンして練れん度どの低い従業員の醜しゆう態たいさらすより、プレ・オープン期間を設けてモニター客を呼ぶ事にしたらしい。その方がまあ従業員の訓練にもなるし、客側の意見も聞けるしな。でまあ――拓人達もその一組になる訳だけども。問題はこれだな」

「どれ？」

「この『猪いの谷たに村むら神隠し事件』――過疎地の行政区域合併で市町村名が変わってるから一見すると何の関係もなさそうだけど、けどこれ、『ミルキイ・バレイ』のある土地だぜ」

「神隠し？」

　また何やらミステリアスな単語が出てきたものだ。












「村人八十人余りが次々に行方不明になった事件。戦後の混乱期だったから警察とかもまともに捜査してないみたいだけどさ。どうも資料によると次々と村人が消えていって、残った三十人余りが村を捨てる事になったらしい。これで近隣では『雪ゆき娘むすめに呪われた村』とか言われてたとかで。詳しい事までは調べきれなかったけど、どうもこの村には『雪娘』とか言われる妖怪の伝説が残ってるみたいだな。雪女と雪ん子が混じったもんか？　とにかく――まあインターブレイン社のリゾート部門がこのあたりを丸ごと買い叩いたのはこの神隠し事件を逆手にとって値切れると判断したからみたい」

「はあ……」

　しかしそんな『戦後の混乱期』などと旧ふるい話を持ち出されてきても今と関係あるのだろうか。というかただリゾート地までの交通手段その他を調べていたはずなのにどうしてこんな情報まで引っ張り出してしまうのやら。

「で――こっち。ほら、問題の『ミルキイ・バレイ』工事中にもちらほら行方不明者が出てるんだよな。まあ日ひ雇やとい労働者の中には住所不定無職って人も多いから、事件性が少ないというか、ぶっちゃけ一人二人いなくなっても『労働中に面倒くさくなって逃げた』とか思われてるみたいだけども。もしそうでなかったら――」

「…………まさか」

「まああくまで想像だけどな」

　と低い声で言う葉月。

「未だ神隠し事件そのものが終わってないって可能性、あるぜ？」

「でも……ホテルとかももうできてるんでしょ？　過疎の村とか工事現場ならともかく、そんな人も多そうな処でそんな事は起こらないんじゃない？」

「そうだとは思うけどな。まあ念のため」

　言って葉月は肩を竦める。

「で――姉ちゃん行くのか？」

「そのつもりだったんだけど……プレオープンだったら、予約も何もないわよね」

「まあそうなんだが……」

　葉月は腕を組んで言った。

「手がない事もないかな」

「どんな？」

「姉ちゃんは忘れてるかもしれないけど、俺等はキリシマ・フーズ社長の御子息と令嬢なんだぜ？」

「だから何よ？　別に権力濫らん用ようできる程でっかい会社でもないでしょ」

「そうそう。ちっこい会社だよな。年末には娘をアルバイトに駆り出す位に。だからさ、娘が営業担当として他社に交渉に出掛けたりするのもアリだと思わねえ？」

　にたりと笑いながら言う葉月。

「……はあ？」

「営業の名目で出掛けりゃいいんだよ。キリシマ・フーズ代表として。ホテルに自社ブランドのケーキ納入するための交渉、とか何とか言ってアポ取って。ホテルで、拓人達がいるんなら支配人くらいは正月でもいるだろ。商店街の福引きに商品提供したラインを逆に辿ればすぐにインターブレインに申し込めるはずだし、インターブレインが駄目でもホテルの電話番号位は調べたら出てくるだろ」

「でも営業なんて……私、高校生だよ？」

「就業年齢はクリアしてるだろ。まして次期社長候補だろが。名刺なんざレーザープリンタで刷りゃ五分でできるし、その割には日本じゃほとんど身分証明書みたいな扱いだしな」

「……葉月。相変わらず悪知恵働くわね、あんた」

「褒ほめ言葉と受けとっとくよ」

　にたりと双葉の双子の弟は笑った。
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　勝利の為には己を知る事が先ず重要である。

　次に重要なのは敵を知る事だ。

　彼ひ我がの戦力差というものを正確に認識していれば不利な状況下でも逆転の方法を模索する事はできるだろう。情報を制するものが戦いを制する。現代においてはこれは常識である。己を知り敵を知れば百戦危うからず――である。

　だが……

「いいお湯ですねえ」

　と湯につかりながら何のひねりもない感想を述べているのはファルチェだ。

　胸や腰のサイズこそ標準的だがそのバランスが絶妙である。まるでモデル――いやマネキンかと見まがう位にそのプロポーションに隙がないのだ。背が高い上に足首や腰はきゅっと絞り込まれており、全体的に芸術品のような優美さがある。ただ服を脱いでそこに立っているだけで裸婦像として成立しそうな、品の良い色気がそこにはあった。

　更に――

「みゅ～みゅ～みゅ～」

　と上機嫌で鼻歌なんぞを歌いながら、ばちゃばちゃと水遊びならぬ湯遊びに興じているタナロット。

　普段の言動が言動なので、色気という意味では割と壊滅的に見えたりするが、実際に服を脱いでみるときちんと出る処は出ているし、引っ込む処は引っ込んでいる。全体的に引き締まった輪郭は野生児的な逞たくましさなんかも目に付いたりはするが、何というか――開けっぴろげな健康美がそこにはある。可愛らしさという意味では鈴穂を含む三人娘の中では一番だろう。これは認めざるを得ない。

「…………」

　はあ……と声のない溜め息を漏らす鈴穂。

　なかなか敵はどちらも手強い。

　実を言えば鈴穂は自分の容姿にはそれなりに自信があった。

　特にバストサイズ。あまり身体の線の出ない恰好を普段しているので拓人もあまり気付いていないようだが、他の二人に較べるとやや太めなのをさっ引いてもまあ鈴穂が一番豊満と言えるだろう。無論、大きい胸は胸で鈴穂に言わせると肩が凝ったり走ったら揺れて痛かったりするので、良い事ばかりでもないのだが――まあ異性への訴そ求きゆう力りよくという意味においては何かと有利なのは間違いなかろう。

　だがこの人外美少女二人の前に立つとどうにも自分が見劣りするような気がして仕方がない。元々人間でないものと――つまりは肉体構造から明らかに別物の存在とプロポーションの優劣を競っても無意味なのだが、問題は拓人がどう思うかである。

（いまいちタクちゃんの趣味ってわからないのよね）

　例えば胸ひとつにしても、大きい方が好きなのか、小振りな方がいいのか、それよりも形重視なのか。あるいは胸の大きい小さいなどあまり興味はないのか。

「――みゅ？」

　鈴穂の様子に気付いたタナロットが首を傾げる。

「どうしたのであるか、スズホ？」

『あ……ううん、なんでもない、なんでもないのよ？』

　微苦笑を取り繕つくろってプラカードを示す鈴穂。

「さっきから熱心にタナロット先輩の胸とか腰とか見ておられますけど」

　と余計な事を言うのはファルチェである。

「みゅみゅ？　スズホはレズであるか？　ユリであるか？」

『ちがうわよっ!?』

　思わず赤面して喚く鈴穂。

「恥ずかしがらなくてもいいのである。しかし我はタクトのものだからして、スズホの恋人とか姉妹にはなれないのである」

『前に指輪の魔力でおかしくなって迫ってきたの誰よ』

「――みゅ？」

　と首を傾げるタナロット。どうも覚えていないらしい。まあ鈴穂としても『もう一人の自分』の時の事なので直接覚えている訳ではなく、たとえ覚えていたとしても優先的に忘れたくなるような内容ではあるのだが。

　そんな馬鹿なやりとりをしていると――

「…………？」

　ふと何か――ひやりとしたものが背筋をかすめていったような気がして鈴穂は身を震わせる。雪景色を望む露天風呂であるので、まあ湯から出ればそれなりに空気は冷たかったりはずるが、そういうものとは明らかに異なる、周囲とは別個独立して存在する不自然な冷気――いや凍気とも言うべきものを鈴穂は感じた。

　そして。

「わああああああああああああああああああああああああっ!?」

　響き渡る悲鳴――それは鈴穂が聞き慣れたものだった。同時に此処では耳にするはずのないものでもあった。

「タクト!?」

　タナロットもすぐに気付いた様子で、湯を跳ね飛ばしつつ露天風呂の真ん中に仁王立つ。

　悲鳴はひと際大きな岩の向こう側から聞こえてきた。

　拓人の声を聞いて咄とつ嗟さに身体を湯の中に隠そうとした鈴穂に対し、タナロットとファルチェはほとんど反射的にそっちの方向に飛び出していく。ここらは単純に常識や羞しゆう恥ちの差であって単純に鈴穂を薄情と責める訳にもいくまい。

　慌てて自分も後を追おうとして――しかし鈴穂は立ち止まる。

　素っ裸のまま拓人の前に出る事に対して羞恥心が未だ働いているのも事実だが、そもそもタナロットやファルチェと違い、鈴穂自身は拓人が悲鳴を上げるような事態に対処するだけの力をその身に備えていない。

　鈴穂は――タナロット達とは反対方向に駆け出した。

　脱衣所の方へ。

　無論、逃げる為などではない。鈴穂の性格上、他の事であればむしろ積極的に選択したであろうその行動も、拓人の危機とあればその限りではない。鈴穂が脱衣所に向かったのは、そこに彼女の唯一の武器が置いてあるからだった。
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　露天風呂に悠ゆう然ぜんと立つ影をタナロットとファルチェは呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　普段から〈学園〉に出入りしている二人は多少の異形には驚かない。獣耳や尻尾は言うに及ばず、生徒の中には羽根やら鱗うろこやらを生やしているのもいるし、腕が四本ある者やら下半身が馬になっているのもいる。球体関節の人形少女もいれば、そのまま某アニメに出演できそうなメカメカしい外見の癖に歌って踊れてジョークまで飛ばせるというロボット――これは拓人の知人でメタリスという名前だが――もいる。普通の人間なら腰を抜かしかねないような姿形でもタナロットとファルチェにとってはお馴染みのものに過ぎない。

　しかし――

　曲線を主体とし一切の無駄を削ぎ落とした輪郭フオルム。

　白い体色の中にきりりと目立つ直線的な目鼻立ち。

　露天風呂に突とつ如じよとして出現したそれは――

「ファルチェ」

　タナロットが眼を瞬かせながら言う。

「なんでしょう先輩？」

「昼間も見たような気がするのであるが、あれは何であるか？」

　状況を思えばあまりに緊張感を欠いた口調と表情で問うタナロットに、やはり緊張感のない表情と口調で――まあこっちはいつもの事だが――ファルチェが答えた。

「雪だるまだと思いますが」

「みゅ？」

　大小二つの球体に三秒で描けるよーな目鼻立ちを備えた鏡餅の親しん戚せきみたいな物体。

　それは確かに世間一般で言うところの雪だるまではあった。

　もっとも身長六メートルはあろうかというそれを、ましてや『ぐももももも』とかいう擬ぎ音おんを付けたくなる感じで溶けもせずに露天風呂の真ん中にそびえて、あまつさえ足もない癖にどうやってか移動なんかしちゃってるそれを、世間一般が素直に雪だるまと認めてくれるかどうかは激しく疑問であったが。

　更に――

「タクト！」

「御主人様！」

　その雪だるまの足下――と言って良いのかどうかも疑問だが――には悲鳴を上げた瞬間の状態で凍結させられたかのように固まっている拓人の姿があった。更にその横には白い和服姿の少女が立っている。

　思わず駆け寄ろうとする二人であったが、手も足もない癖に滑らかに移動した雪だるまの巨体が『ここは通さない』とばかりに立ち塞ふさがる。

「みゅっ……!?」

　珍しく苛いら立だたしげに――眉み間けんに皺しわを寄せて立ちふさがる雪だるまを見つめるタナロット。彼女は大股で歩き出すと、覆い被さるかのように傲ごう然ぜんたる迫力を伴って近付いてきた巨大雪だるまに――

「邪魔するなである！」

　握りしめた拳こぶしを無造作に突き込んだ。

　ただでさえ羆ひぐまも恐れ入って土下座するよーな膂りよ力りよくのタナロットである。雪の塊なんぞは綿菓子と大差ない。タナロットの腕はあっさりと雪だるまの下腹部――と便べん宜ぎ上じよう表現しておく――に根本までずぼりと食い込んだ。

「みゃ？」

　あまりの手応えのなさに拍子抜けするタナロット。

　下腹部から走った亀き裂れつは瞬く間に全身に広がり、雪だるまは次の瞬間、ばらばらになって露天風呂の床に散らばっていた。

　しかし――

「先輩！」

　ファルチェの声に振り返ると、そこにはファルチェと、そして何い時つの間に追いついたのか『タナ郎！　油断しちゃ駄目！』と書いたプラカードを振っている鈴穂の姿があった。

「みゅっ？」

「……立て。雪せつ人じん」

　ぼそりと和服姿の少女が言った。

　すると――

『タナロット、足下！』

　言われて、もとい書かれて視線を自分の足元に戻すと、そこでは――ぞぞぞぞぞ、という擬音なぞ入れたくなるような感じで、砕き散らされた雪が寄り集まり、再び雪だるまの形態を取りつつあった。

「みゅあっ!?」

　さすがにタナロットもこれには驚いて眼を丸くする。

　瞬く間に――文字通りに瞬きを一度か二度するだけの時間で、ビデオの逆転再生のように自己復元を終えた雪だるまは、再び傲然とタナロットの前に立ち塞がる。

　しかも――

「撃て。雪人」

　と和服姿の少女が言うやいなや――雪だるまが前傾姿勢を取る。

　そして。

　次の瞬間、少女の命令通り雪だるまは射出していた――直径二メートルを超える巨大な自らの頭部、即ち超巨大雪玉を。

「みゃ―――っ!?」

　そういう攻撃が来るとは予想だにせず真正面から巨大雪玉を食らったタナロットは、雪でもみくちゃになりながら吹っ飛び、湯の中にどぼんと墜落した。

「タナロット先輩～」

　ファルチェが両手をメガホンの形にして言ってくる。

「これは魔法で作られた傀儡くぐつの一種のようですぅ。言ってみればスノウ・ゴーレムですねぇ。本体を叩くか魔力供給を遮断するかしないと不死身ですよお～」

「みゅう？」

　ざばりと湯から出した首を傾げるタナロット。

「伝統的なゴーレムならぁ『ＥＭＥＴＨ』の文字が何処かにあるのですがぁ――」

　額に刻まれた『真理（ＥＭＥＴＨ）』の文字の頭の『Ｅ』を削り取れば『死（ＭＥＴＨ）』となってゴーレムは滅びる――古くからお馴染みのゴーレム撃退法ではある。しかし、外見を見る限りこのスノウ・ゴーレムにそんなものはない。

　雪だるまは――どういう原理なのか――先程と同様に若じやつ干かん気き色しよく悪い動きで自らの頭部を再構築する。雪は露天風呂の周囲に大量にある。破壊されようが溶かされようが事実上無限再生が可能だというのなら、単純などつき合いしか能のないタナロットにはこれを倒す手段がない。

　だが――

「よくわからないけど、倒すのである」

　そう言うとタナロットはぶるぶるぶると猫か犬のように身を震わせて身体にまとわりつく湯を飛ばすと、雪だるまに向かい合う。

「……飛べ。雪人」

「みゃっ!?」

　頭上を振り仰あおぐタナロット。

　身長六メートルにも及ぶ巨大雪だるまは、どういう原理か高々と跳ちよう躍やくしていた。青白い月光を浴びて冬の夜空に飛翔する――雪だるま。そのシュールというかメルヘンというか意味不明の情景は僅わずかに一瞬であった。万有引力に逆らわず綺き麗れいな放物線を描いた雪だるまの巨体は、遠えん慮りよ会え釈しやくなくタナロットの頭上に落下。核弾頭にも匹敵するという魔神を湯の底へと叩き込んだのだった。

『タナ郎!?』

　思わず駆け出しそうになる鈴穂の横をすり抜けて前に出る影。

　ファルチェである。

「――…………」

　耳に針をねじ込まれるかのような音に顔をしかめる鈴穂。

　ファルチェが呪文の超高速詠唱スーパー・スピードキヤストをしているのである。

　前に向けて突き出した彼女の掌てのひらに虚空から滲にじみ出た蛍ほたる火びが集まっていく。ファルチェの瞳が見据えているのは雪だるまではなく和服の少女であった。雪だるまを破壊しても意味がないとの判断から、その操り主らしい少女を叩くという戦術に出たのだ。

「撃！」

　ぶおん！　と空気を抉えぐり抜く音と共にファルチェの掌から強烈な光条が逬ほとばしる。

　どのような効果があるのかは魔法の素人の鈴穂にはさっぱりわからなかったが、当たればただでは済まないであろう事はわかった。

　しかし――

「…………」

　光が――止まる。

　白い光線は少女に届く直前で掻かき消されたかのように消滅していた。ファルチェが光条を放っていたのは二秒近い時間であるが、その間、先端が少女に届く直前の位置から一ミリたりとも伸びなかった為に、止まって見えたのである。

「…………」

　少女が三歩程前に踏み出しながらファルチェを見据える。

　その瞬間、ファルチェがびくんと身を竦ませると――次の瞬間には小爆発を起こし、煙の中で彼女本来の形状、即すなわち魔導機杖形態に戻っていた。

「…………！」

　愕がく然ぜんとする鈴穂。

　杖モードのファルチェが硬い音を立てて露天風呂の床に転がる。

　少女の瞳が自分を見据えるのを感じて思わず鈴穂は〈ワルプルギス〉を構えるが――ここで鈴穂は自分の失策に気付いた。〈ワルプルギス〉の刃はプラズマだ。起動状態になければこの強力な個人兵器もただのナマクラである。だが急ぐあまり鈴穂は未だ安全装置セイフテイさえ外していなかった。

〈ワルプルギス〉を戦える状態に持っていく時間的余裕はない。

（そうだ、リボン――）

　そう思って反射的に自分の髪を束ねるリボンに――風呂場に入ってさえ解く事のなかったリボンに手を掛ける。

　だが……遅い。

（あっ――）

　少女の瞳が鈴穂を睨み据える。

　その瞬間――鈴穂の意識は完全に停止した。
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「…………おや？」

　呟いて――立ち止まる。

　ミハイルと呼ばれていた三人組の一人である。

　彼はひょろりとした体たい軀くを逸らし気味に伸ばして斜め後ろを振り返る。月光があるとはいえ既に時刻は夜だ。薄闇が視線の到達距離を著しく狭める。

　だが暗いからこそ目立つものもある。

　例えば――閃光。

「あっちは確か……ホテルがありましたっけ？」

　呟きながらミハイルはパチンと指を鳴らす。

　次の瞬間……ミハイルの背後に悠然と立ち上がるものがあった。

　月光に照らし出される無骨な異形。三つの頭部と六本の腕。明らかに人間のそれからは逸脱した輪郭ながら――もし日本文化史に多少なりとも詳しい者が見ればそれが何を象かたどったものであるのかすぐに理解した事だろう。

　阿あ修しゆ羅ら像。

　明らかにそれは古代インドの戦神の像にそれはそっくりだった。三さん面めん六ろつ臂ぴの異形でありながら最も人気のある優すぐれた造形。モデルは男とも女とも言われる性別判定不能の顔には怒りとも悲しみともつかぬ表情をたたえている。日本では興こう福ふく寺じのものが有名だがこの阿修羅をモチーフにした仏像は何種類も存在する。

　ただしミハイルの背後に悠然と立ったのは世間的に知られる仏像とは明らかに一線を画していた。造形そのものはよく似ているが――八メートルの阿修羅像など何処の寺にもない。まして生きているかのように、動く仏像など有り得ない。

　だがそれは動いていた。巨体に似合わぬ滑らかかつ静かな動きでミハイルの側に跪ひざまずく様子は異様な迫力を伴っていた。

　しかし何より異様なのはこの巨体が今まで何処に隠れていたのか、という事だった。確かに一瞬前まではこの雪原にはミハイル一人の姿しかなかったはずなのに。一体この異形の巨人は何処からどうやって出現したのか。

「行ってみましょうか」

　ミハイルがそう言うと阿修羅像はするりと腕の一本を伸ばしてミハイルを抱え上げると、己の肩に彼を乗せ――雪の上を悠然と歩き出す。

　音もなく進む巨体。

　当然ながらその歩いた後には足跡が残る。

　しかし……もしその場でミハイル達を見送る者がいれば気付いた事だろう。阿修羅像の足が雪面に刻み付けたその大きな足跡が、一つ一つ、それがまるで幻であったかのように順次消えていく様子に。

　その異形の存在そのものが幻であったかの如くに。
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　動く者の絶えた露天風呂。

　その真ん中で白い和服の少女は倒れている者達を見回した。

　拓人。鈴穂。そしてタナロットとファルチェ。

　もっともタナロットは倒れていると言うより湯の中に浮かんでいる状態で、ファルチェに至っては人間形態を採る事もできずに杖の本性をさらしたまま転がっている。

「…………？」

　怪け訝げんそうにそのファルチェを少女は眺めていたが、すぐに飽きたかの様子で傍らにそびえる雪だるまを振り返る。彼女は先ず拓人を指差して言った。

「運べ。雪人」

　少女の命令に応じて雪だるまからにゅっと細い腕が伸びると、硬直したままの拓人を抱える。次いで少女は鈴穂の方を振り向いて彼女を――

「……!?」

　無表情だった少女の顔に驚きよう愕がくがさざ波の如く走った。

　ゆらりと鈴穂が起きあがったからである。

「……なんだ……こりゃ？」

　呻くように言って鈴穂は身を起こすと――眉間に縦皺を刻みながら和服少女と雪だるまを睨み据えた。その顔には尊大なまでの自信とそれに裏打ちされた荒々しさが見て取れる。それは鈴穂の顔と身体を備えながらも明らかに別の何かだった。

「んん？」

　顔をしかめて自分の髪に……三つ編みされた髪を束ねているリボンに触れる。それは未だ解かれてはいない。また色も黒いままだ。

　鈴穂のもう一つの人格が発現する条件とそれに伴う現象がない。

　だが――

「まあいいや。考えるの中止。アタシ頭悪いし。それよりお前」

　鈴穂は素早く手動で安全装置を外しながら〈ワルプルギス〉を和服少女に向ける。

「拓人はアタシらのもんだ。返せ」

「…………」

　少女は鈴穂を見つめながらじり……と後ろに下がる。

　鈴穂はそれを追って前に出ながら〈ワルプルギス〉を更に手動操作。『レディ』『ＯＫ――アクティベイト』と機剣が呟き、じゃきん！　と花開くように放熱板が展開。鍵のようにいびつな形状の剣身が挑発的に震えながら光を帯びた。

「……どうして」

　和服少女が呟く。

「……止めたのに……どうして動けるの……」

「ああ？」

　鈴穂が苛立たしげに声を上げる。

「何言ってんだおまえは。とにかく拓人を返せ。返さねえと――」

　にたりと鈴穂が笑う。まるで返さない方が良いとでも言うかのように。

「ぶっ殺す」

「…………」

　和服の少女はしばし逡しゆん巡じゆんしていたようだったが――すぐに『降ろせ。雪人』と命じて雪だるまに拓人を解放させる。

「む……？」

　鈴穂は顔をしかめた。

　もっと相手が拓人の解放を渋ると思ったからだ。言ってしまえばこの状況、人質を取られている鈴穂の方が不利なのである。まさかタナロットもファルチェもあっさり退しりぞけたこの謎の少女が、鈴穂を恐れて素直に命令に従ったとも思えない。

「…………」

　ひょっとして自分は何か勘違いをしているのではないか――と鈴穂は思う。〈ワルプルギス〉を構えて対たい峙じしているが、この少女は本当に『敵』なのか。拓人を拉致しようとしたのは間違いないが……何というかこの少女からは何の敵意も悪意も感じない。無論、それらを隠しているだけなのかもしれないが、こうして身構えて向かい合っている状態でそれを隠してもあまり意味はなかろう。

「お前……何なんだ？　何が目的だ？　敵じゃないのか？」

「…………」

　和服少女が困惑こんわくするかのように顔を伏せる。

　その時――

「見つけましたよ」

　不意に割り込んでくる第三者の声。

　はっとして振り返った鈴穂が見たものは、露天風呂の端――落下防止用に張り巡らされた木製の柵を乗り越えて入ってくる巨大な人影だった。

　いや。それを人影と呼ぶのは適当ではない。何しろ身長八メートル余り、三つの顔面と六本の腕を備えた見るからに異形の存在であったのだから。

　そしてその肩にはひょろりと痩やせた感じの男が悠然と腰掛けていた。

　男はにやりと笑いながら和服少女を見つめている。決して醜い訳でも不潔な訳でもないのだが――何処か腐敗したかのような危険な雰囲気がその男にはある。周囲の空気を歪ませているかのような。あるいは触れるものを全て浸食するかのような。

　だが――

「……誰？」

「……知らない」

　とあっさり言われて巨人の肩から滑り落ちそうになった処を見ると、案外お茶目な奴なのかもしれないが。男は何とか巨人の腕につかまってずりずりと肩の上に戻ると、余裕じみた表情を取り繕って言った。

「ははは。そういえば会った事はないですね。こっちは資料で何度も見ていましたから初めて会った気がしなくて」

「……資料？」

　眉をひそめて呟く鈴穂。

　だが男は彼女の事はまるっきり無視した様子で和服少女に言った。

「さあ。帰って来なさい。お前の創造主がお待ちですよ。五十年以上も放っておいて、今更、所有者面するのも呆あきれた話だとは俺も思いますがね――依頼は依頼なのでね」

「…………」

　和服少女がじり……と後ろに下がる。

「聞き分けのない子ですな」

　男は肩を竦めて言った。

「まあいいでしょう。手足の一本や二本は欠けていても構わないって話だから。とりあえず逃げられないようになってもらいましょうか？　ああそうだ。確か君は視線に魔力を載せるんでしたね？　到達距離は短いらしいですが……だとしたら眼も潰しておいた方が安全ですかね？」

　男がそう言うや否や――巨人の六本の腕がそれぞれ動いて、背中のあたりから武器を取り出した。巨体に合わせて造られたのだろう、人間が使うものの数倍はあろうかというコンバット・ナイフが二本。これまた同じサイズの回転弾倉式リボルバー拳銃が四挺。もっとも後者は口径から言えば拳銃というよりもほとんど大砲のような代物であるが。

　がきんがきんがきんがきん――音を立てて四挺の拳銃の撃鉄が起こされる。

　その瞬間。

「行け。雪人」

　少女の命令と同時に巨大雪だるまが突進。

　ぞぞぞぞ――と底部にローラーでも付いてんじゃないかという程の高速移動で三面六臂の巨人に迫る。だが巨人はこれを闘牛士の如く危なげない足取りでかわすと、四挺の拳銃を雪だるまに向けて躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いた。

　轟ごう音おん四連。

　立ちこめていた温泉の湯気が根ね刮こそぎ衝撃で吹き飛ぶ程の音量である。その銃声に相応しく破壊力も尋常でない。雪だるまは一瞬にして原型も残さず吹っ飛んでいた。

　しかし――

「おっ!?」

　男が驚きの声を上げる。

　飛散した雪が空中で再結合。大量のミニサイズ雪だるま――三十センチ位である――となって男の上に降り注ぐ。巨人はコンバット・ナイフを振り回してこれを迎え撃つが、数が多い為に、なかなか捌ききる事ができない。

「くそっ――何処に行った？」

　男が呟いて振り返ると。

　そこでは――

「――!!」

　サイズこそ三メートルと先のものよりも小さいが、三十体以上の雪だるまが隊列を組んで前傾姿勢をとっていた。

「撃て。雪人」

　何処からか和服少女の声が響く。

　同時に――雪だるまの頭部が凄すさまじい勢いで射出される。ぼぼぼぼぼっ！　と音を立てながら六臂の巨人に命中。当然、雪だるまの頭部は命中と同時に砕け散るが、それはつまり発射のエネルギーをそのまま全部衝撃に変えて相手に叩き付けているという事に他ならない。銃弾でも貫通する弾よりも相手に命中して潰れる弾の方が破壊力が大きいのと同じ理屈だ。

　巨人そのものはびくともしないが――男の方はそうはいかない。

　次から次へと叩き付けられる雪玉に耐えきれずに男は巨人の肩から落ちそうになり、辛かろうじてしがみついて堪こらえるも、更に雪玉が――

「うわ。ちょと待――ぬあっ!?」

　男が悲鳴じみた声を上げるが、当然、雪だるま達は容赦しない。

　結局、一方的で異様な雪合戦は、あっさり雪だるま側の勝利に終わった。

「ぬわああああああああああああああっ!?」

　悲鳴を上げながら雪玉に突き飛ばされる様にして柵を越え、露天風呂から落下する男。

　ややあってどさり――と音がする。どうやら下まで落ちて雪に突っ込んだのだろう。

　同時に巨人がその姿を揺らがせて……まるで幻の如く消滅。

「…………」

　訳がわからず拓人とタナロットとファルチェを引きずってとりあえず脱衣所近くまで避難していた鈴穂は、しばし呆然とその光景を眺めていたが――

「なんなんだ、一体!?」

　我に返ってワルプルギス片手に柵の処まで駆け寄る。

　身を乗り出して下を見るが――しかし既に男の姿は何処にもない。巨人の姿もない。音がしてからせいぜい三十秒程しか時間が経たっていないはずなのだが、その間に体勢を立て直して遁とん走そうしたのだろうか。

　そういえば――

「…………ありゃ」

　振り返ってみると雪だるまも少女の姿もいつの間にか消えている。

「……本当に何なんだよ、一体!?」

　ぼりぼりと頭部を掻きながら言う鈴穂。

　仕方なく拓人達をまず屋内に運び込もうとして彼女は振り返り――

「…………あれ……鈴穂……？」

　ぼんやりとした表情の拓人と眼が合った。

　少女が去り際に術を解いていったのか、元々時限的なものだったのか、あるいは何かの拍子に解けてしまったのかはわからないが、一応元の状態に戻ったらしい。

「拓人！　大丈夫か!?」

　思わず駆け寄って。

「うん……まあなんと………………!?」

　眼を丸くして再び怪しい術を掛けられたかのように硬直する拓人。

　その意味がわからずしばし鈴穂は悩んだが……

「…………」

　三秒後に気付いた。

　自分が全裸である事に。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　性格が乱暴でも。口調が伝でん法ぽうでも。

　乙女は乙女。

　そういう訳で――とても珍しい鈴穂の悲鳴が雪山に高々と木こ霊だました。











　第三章　やばそうなんですけど。







　ディスプレイの中に少し粒りゆう子しの粗い映像が展開されている。

　光量不足な上に高温多湿とカメラには過か酷こくな環境を考えれば贅ぜい沢たくは言えまい。急きゆう場ば凌しのぎに設置した割には十二分に価値のある映像を四台のカメラは提供してくれていた。

「うーむ……？」

　腕を組んで榮えい太た郎ろうはディスプレイの中の光景を見つめる。

　露天風呂での騒動の録画である。画面の中ではちょうどタナロットが雪だるまを殴なぐっている処ところであった。榮太郎がリモコンを操作すると画面は四分割され、それぞれの角度で雪だるまが崩ほう壊かいしていくさまをスローモーションで映し出した。

　ホテル〈ミルキイ・ヒル〉の支配人室。執しつ務む机の上には榮太郎が持ち込んだ大画面液晶ディスプレイとタワー型パソコンの筐きよう体たいがでんと置かれている。

「スノウ・ゴーレムねえ……まあこれ自体はそう驚くこっちゃないが」

　従業員消失の一件から何か一波乱あるとは榮太郎も睨にらんでいた。

　だがまさか拓たく人と達が着いた早々にこんなにもわかり易やすい事件が発生するのはさすがの彼にも予想外だった。〈連盟〉の動きに関しては寒さ河が江み教きよう授じゆ他数名が気を配っていて、拓人達の行動に対して何か特別な反応があれば連絡が入ったはずだ。無論、〈連盟〉側の情報隠蔽能力が寒河江教授等の探査能力を上回っていたとも考えられるが――

「それにしちゃ杜ず撰さんなんだよな」

　今回の騒動の原因――つまりあの和服姿の少女の目的が、拓人の拉致にあったのは間違いない。事実、鈴すず穂ほがいなければ確実に拓人はあの少女に連れ去られていた事だろう。

　あの少女が〈連盟〉の手の者だとすれば、わざわざ半人前の魔法使いである拓人を誘ゆう拐かいする理由は一つしか考えられない。

〈始源的神魔創造者〉の能力が欲しいからだ。

　彼の能力は使い方によっては世界全てを滅ぼせる。そもそも世界の摂せつ理り――即すなわち神と魔は死なないという法則さえも打ち破る超越的能力なのだ。倒せないものを倒し世界を支える根幹こんかんを揺ゆるがす力。歴史上拓人を含めてたった二人しか確認されていないその異能力を〈連盟〉が欲しがるのは何ら不思議でない話だ。特に神も魔も含めた世界の全てを人間の支配下に置く事を理想とする〈連盟〉であるのならば。

　しかし……逆に言えばそこまで貴重な存在を強奪するにしては、あまりに今回の襲撃はおざなりに過ぎた。もし榮太郎が拓人を誘拐するつもりなら、作戦要員として達人アデプト級の魔法使いを少なくとも一個小隊分はかき集めるだろう。たった一人、それも非常に偏かたよった能力しか持たない小娘を派遣するなどという真似はしない。

　だとするとあの少女は一体何なのか。

　何が目的で拓人をさらおうとしていたのか。

　そして――

「……もう一つの問題はこいつだな」

　早送り。そして停止。

　画面の中で異い形ぎようの巨人が静止する。榮太郎が更にリモコンを操作するとターゲット・コンテナが巨人の肩に合わせられ、そこに座っている人物を拡大表示する。元々の画像が荒いのでどうしてもぼんやりとしか人相を見る事はできないが、それが細身の男であるという事は判別できる。

「何者なんだか……」

　首を傾げて呟つぶやく榮太郎。

　その背後に気配が沸いた。振り向きもせずにひょいと手を差し出すとそこにそっと白いカップ＆ソーサーが置かれる。湯気の立つロシアン・ティーを胸元にまで持ってきて、舐なめるように飲みながら榮太郎は言った。

「御苦労」

「恐きよう悦えつ至し極ごく。朝食の用意ももうすぐできますが」

　榮太郎の背後でそう告げるのはエーネウスである。

「ん。わかった。拓人達の様子は？」

「とりあえず特に問題は出ていないようです」

　言ってエーネウスは首を傾かしげる。

「しかし……あれは何なのでしょう？　単純な冷凍ではないようですが」

「そりゃそうだ」

　と榮太郎は言った。

「冷気で人間がカチンコチン――漫画なんかじゃよく見るがね。本当にそんな事されたら普通は細胞膜破裂起こして全身から体液垂れ流しながら死んでるよ。冷凍マグロ解凍した時みたいにな。まあやり方にもよるが。あれは――多分、超強力な精神操作だな」

「精神操作……ですか？」

「ほれ。知ってるだろ？　人間に暗示掛けてただの棒きれを『焼け火ひ箸ばしだ』って思いこませて押し付けると、実際に火傷やけどができてしまうやつ」

「それは存じておりますが――」

「そもそも精神と肉体の二元論を唱える奴は多いがね、生物のような恒常性システムの中ではソフトウェアとハードウェアを区別する意味はあんまりなかったりもする。ソフトウェアとハードウェアは密接に絡からんでいて、片方が破壊されればもう片方も破壊される。そもそも催さい眠みん術じゆつなんてのは情報入出力システムの誤作動を逆手にとって、物理的に精神に干渉する技法だろう？」

「それはその通りですが」

「肉体は精神の一部であり精神は肉体の一部であるのさ。人間が心の底から『俺は凍ってる』と信じ込まされれば肉体はその認識に合わせて擬ぎ似じ的に『凍り付いた』状態を創り出そうとする訳な。無論、普通はどれだけ思い込みの激しい奴だってそこまではできないもんだが――あの娘の備えていた精神干渉能力は恐ろしく強力みたいだからな。人間どころか無機物にまで作用する位に」

「…………」

　精霊や仮想神格といった存在が当たり前の〈学園〉関係者にとって無機物にもある種の『精神』や『記憶』があるのは常識的な知識である。ファルチェの使う『精霊化』もこの知識の応用技術だ。もっとも無機物の『精神』や『記憶』は人間や普通の生物のそれとは著しく異なる代物で――同じ言葉でくくってしまって良いのかどうか疑問が残る処ではあるのだが。

「石ころだってあの娘にかかれば自分を水だと思いこんで蒸発しかねない。これで封印なんか掛けられてみろ――神や魔でもまともに食らうとおしまいだぞ。普通に空間封鎖するのと違って、封印される側の時間認識そのものが止まるからな。『何とかして出よう』と思い付く事さえできなくなる」

「……あの少女は何者でしょう？」

「まずはそれが問題だよな」

　と榮太郎。

「超強力な精神操作の術式は――まあ存在しないではないんだが、実際には手間がかかりすぎて実用的じゃないんだよ。その割にはあの娘は一瞬で掛けてたしな。ひょっとすると専用回路を仕込んだ〈連盟〉の兵器性精霊かとも思ったんだが……」

「その割には襲撃方法が杜撰ですね」

「そうなんだよな。それに、こいつ――」

　榮太郎は巨人の肩に乗る男を指差した。

「どうもあの娘と対立していたようだが、一体こいつは何ど処この誰なんだか」

「これもゴーレムでしょうか」

　とエーネウスが指差すのは異形の巨人である。

「多分な。ただしなんつうかさっきのスノウ・ゴーレムといい、このゴーレムといい、どうも普通のゴーレムっぽくないんだよなあ。まあ今更額に『ＥＭＥＴＨ』の文字を期待している訳でもないんだが」

　榮太郎がそこまで言った時、支配人室の扉を開いてプチネウス――まあ要するに榮太郎がエーネウスに似せて外装を設定した使役用の人造精霊であるが――がやって来て、『お食事の用意ができました』とプラカードを掲かかげた。

「……まあこれで終わりって事でもなかろうし」

　榮太郎は立ち上がりながら言った。

「次はちっと俺も出張ってみるかな」

「ところで御主人様」

　ふと改まった口調でエーネウスが声を掛ける。

「一つ質問してよろしいでしょうか？」

「なんだ？」

「素朴な疑問なのですが、そもそもどうしてこのような録画が存在するのでしょう？」

「……………………」

　笑顔のまま固まる榮太郎。

　彼の前では、素っ裸で逃げ回っている鈴穂やタナロットやファルチェの姿が映っている訳で。つまりそれは、予あらかじめ露天風呂に隠しカメラが設置されていたという事になる訳で。更に言えばやけに鮮明な映像は、それが防犯カメラとかの類たぐいではなく業務用デジタルビデオカメラのそれだったりする訳で。

「それは無論、こんな事もあろうかとだな。こう、保安用途でもって監視カメラを」

「では他の部屋の録画もお見せ頂ければと思いますが。保安用途であるのならば廊下やレストランにも設置されているものかと思われますので」

「…………」

　榮太郎はその場に立ち尽くす。彼はしばらく天井を眺ながめていたが――至極真面目な顔をしてメイド姿の美しい使い魔を振り返った。

「い……痛くしないでネ」

「了承しかねます」

　言ってエーネウスはデスキンで主あるじの頭をぶん殴った。





＊






　どうしても連絡が取れない――葉は月づきは欠伸あくびを嚙かみ殺しながら言った。

「連絡が取れないって……でも」

「ホテルの番号は間違いないみたいなんだけどさ」

　首を傾げる双ふた葉ばに葉月は頰ほおを掻かきながら言った。

　どうも徹夜したらしく眼の下に隈くまができている。彼によると色々な方面からネットだの何だのを駆使してホテル〈ミルキイ・ヒル〉の電話番号を調べたらしいのだが――

「誰も出ないんだよな」

「うーん……」

「本当に拓人達、そこに行ってんのかね？」

「どういう事？」

「名前間違いとか、噓うそとか」

「名前間違いはないでしょ。葉月だって商店街の福引きの資料とかからもそのホテルの名前調べたんでしょ？　それに拓人君が噓つく必要ないと思うけど」

「そうとも限らないだろ」

　葉月はにたりと笑って言った。

「ほら、例えばあの鈴穂ちゃんとかタナロットちゃんとかとの旅行とかなら秘密にしたいかもね。だから別の処に旅行に行くとかなんとか誤ご魔ま化かして」

「…………」

　険けわしい顔で黙り込む双葉。どういう想像が脳内で展開されているのか、その顔がどんどん凶暴な感じになってくる――

「い……いやまあ、あくまで可能性だよ、可能性」

　慌あわてて葉月は言葉を取り繕つくろった。
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　当たり前と言えばごく当たり前の事であるが。

〈学園〉――マジシャンズ・アカデミイ。

　世界中の魔法使いが全てこの〈学園〉に所属している訳ではない。

　魔法使い達は決して多数派でもないし、全員合わせても世界の総人口に較くらべると実は無視しても良いような数字でしかないのだが――それでも世界規模で数えればそれなりの数が存在する。そして魔法使い達によって構成・運営される組織というものも一つや二つではないのだ。魔法使いは群れるのを嫌う傾向にあり、何処の組織にも所属しない魔法使いもかなりの割合を占めるが、情報交換や技術供与のネットワークがあれば研究の類がはかどるのは事実なので、組織に属している魔法使いも少なくはない。

〈学園〉はその中では最大の規模を持っているのだが、実の所最大という言葉は唯ゆい一いつ無む二にの同義語ではない。ほぼ同じ規模を持ち勢力的に拮きつ抗こうする組織がもう一つ存在する。

　それが〈連盟〉――もしくは〈ＳＳＳ〉と呼ばれる組織だ。

『魔法使いによる秘密連盟シークレツト・ソサエテイ・オブ・ソーサラーズ』

　そしてこの組織は〈学園〉に敵対している。

　共に魔法使い達の集団であるにもかかわらず〈連盟〉と〈学園〉が対立しているのは、世界との関わり合いの姿勢が根本的に違うからだ。

　そもそも魔法使いとは変人の代名詞である。

　他に楽だったり有意義だったりする生き方を無数に選べるはずの現代社会において、敢あえて酔すい狂きようの極みとも言うべき魔法使いなどというものを志向するのは一種の異常者だ。病気と言っても良いだろう。魔法使い達の中には自分達を『求道者』と表現する者もいるが、それとて突き詰めれば被ひ虐ぎやく趣しゆ味みの一種と言えない事もない。

　それはともかく、この魔法を認めない現代社会において魔法を追い求めようとする事は多大な困難を伴う。常識。価値観。条理。法律。世論。経済。科学。宗教。その他諸もろ々もろ。障害となるものは枚挙に暇いとまがない。だからこそ〈学園〉や〈連盟〉のような互助組織ができあがる訳だが、極論すればこれは次善策であって最善のものではない。

　最も良いのは社会からの影響力を完全排除する事だ。

　そしてそれには二つの方法がある。

　社会から自らを完全に隔離するか――さもなくば社会を完全に支配下に置くか。

　つまりはその方法の違いが〈学園〉と〈連盟〉の違いでもある。

　魔法を極める為に俗世のしがらみを棄すてるという方向性を選択した魔法使い達の集団が〈学園〉であり、逆に俗世の全てを支配して魔法を極める為に供しようと考えるのが〈連盟〉の魔法使い達なのである。

　当然ながらこれはお互いに並立はできない考え方だ。

〈学園〉は俗世の干渉を恐れる余りに秘密主義、平和主義を採り積極的に一般社会には絡もうとしない。君子危うきに近寄らず――だ。だが、一般社会を支配下に置いて操ろうとする〈連盟〉はその意味では非常に余計な事をしている。

　また〈連盟〉からすれば魔法使いの一般人に対する絶対優位を確立せねばならない関係上、一種『無ぶ頼らい』の立ち位置を固こ持じする〈学園〉は非常に鬱うつ陶とうしい存在となる。

　そういう訳で――〈学園〉と〈連盟〉は敵対しているのだ。

　基本的に平和主義の〈学園〉で重機動ゴーレムや各種魔法兵装が大量に存在し、また開発されているのも対〈連盟〉的な意味合いが強い。平和主義は無抵抗主義と同義語ではないという事だ。

「それが――昨日の女の子だったっていうんですか？」

「いやまあそれはわからないけどな」

　ぼりぼり頭を掻きながら言う榮太郎。

　拓人達と榮太郎達――総計八名は今ホテルのレストランで話をしていた。

　昨日は露天風呂の一件は、タナロットは溺れて気絶、拓人も湯当たりで倒れてしまい、鈴穂もごたごたの直後に何な故ぜか気絶、ファルチェも機能一時停止、という結果に終わっている。いずれもざっと調べても深刻な状態ではないという事で、エーネウス達がそれぞれシングルの部屋に運び込んだ。結局拓人達は旅の疲れもあってかそのまま起きる事なく朝の十時頃まで揃そろって爆睡ばくすい、ファルチェはファルチェで同時刻には再起動手順を終えて復帰してきた。

　でもって――起きてきた拓人達を、遅い朝食兼早い昼食という感じで榮太郎が食事に誘い、現在に至っている。

　食事は洋食主体のバイキング形式。ホテルの朝食ではお馴染みである。

　ちなみにレストランの中では、榮太郎の創り上げた人造精霊――やけに等身が小さいというか、幼児位の大きさのエーネウス（のコピー）がちょこちょこと走り回って水を拓人達のグラスに注いだり、足りなくなった料理の補充をしたりしていた。どう見ても寸足らずのプチネウスがトレイに料理を載せて運んできたり、近くに設けられたブースで肩車をしながら――そのままでは身長が調理台に足りないのである――オムレツの実演調理などしているのは、微笑ほほえましい反面、何やらハラハラさせられる光景ではあった。












「〈連盟〉の魔法使いにしてはこう……妙な感じではあったな。〈連盟〉が雇やとったって噂うわさの超能力者でもなさそうだし」

「超能力者……ですか？」

　首を傾げる拓人。

「ああ。おまえは未だその辺の話は知らなかったっけか」

　榮太郎はステーキを切り分けながら言った。

　朝昼兼用だというのに、彼の前には胃に凭もたれそうな位にステーキやらシチューやら何やらこってり系の品が並んでいる。この場にいる八人の中ではタナロットと榮太郎が一番の健けん啖たん家かであるが、タナロットが人間でない事を思えば、榮太郎の健啖振りはある意味で異常である。もっともこの人物に限っては異常なのが正常な状態とも言えるので拓人達もいちいち気にしていないのだが。

「超能力ってものの〈学園〉的な定義は世間一般のと違うからな。〈学園〉の定義で言えばあれは魔法と効果的には似ているが明らかに別物だ。魔法が技術なのに対してあれは一種の『病気』だよ」

「病気？」

　意外な単語に益々拓人は困こん惑わくの色を強める。

「そう。病気。遺伝病さ。つまりだな――超能力ってのは魔法のように後天的な、習得できる技術ではないって事。まさに『法』や『術』ではなく先天的な『能力』なのさ。それも諸もろ刃はのな。その発動原理には個別差があり過ぎて体系化できず、他者による再現も困難を極める。一身専属的であるが故ゆえにそれはまさに『能力』であって他と共有し、他に教授できる『法』や『術』ではないって事――まさに『超術』ならぬ『超能力』ってな」

「…………」

　拓人は顔をしかめて押し黙る。

　それはつまり――〈始源的神魔創造者〉たる自分にも当てはまる事ではないか？

「だから当然、超能力者の多くは魔法のような大きな力を使う事はできない。その制御法は先人の蓄積を利用できず、自らが試行錯誤の内に完成させなければならない為に、失敗して身の破滅を招く事も多いし、成功しても効率が悪すぎてあまり大きな効果は望めない。それこそ、スプーンを曲げる程度だな。

　ところが、だ。たまに試行錯誤の末に、あるいは偶然に自分の能力を増幅する手段や回路を創り上げてしまう者もいる。こうした連中は体系化されていない技を――ひどく独特で解析すら難しい技を使う」

「は……はあ……」

「似て非なるもの――これが我々魔法使いと超能力者の関係さ。まあ一身専属的という意味では拓人、お前の〈始源的神魔創造者〉の能力も、鈴ちゃんの〈魔力侵奪能力〉も超能力の一種ではある。だが、通常、超能力者と呼ばれる者達はその特異性故に、魔法を学べない。故に〈連盟〉は無論、〈学園〉でも彼等の事を軽んじる傾向があるのは事実だな」

「そうなんですか」

　もっとも、魔法使いとしての『才能』とて一般人からすれば特異過ぎるものではある。可能性としてそれが百億分の一と百万分の一、数字的には何桁も違う訳だが、現実世界での『有り得なさ』として考えれば共に０・００１％以下……ゼロに等しい数値だ。

「無論、彼等だからこそできる事も多いんだがな。ほれ、いつぞやの指輪騒動。あんときの指輪も超能力者の作さ。蒼あお髪がみの鈴ちゃんが嗔はめても機能したろ？」

「そういえば――」

「あれは魔力じゃなく超能力だったから。ついでに言うと鈴ちゃんのリボンな、これも実は超能力者の作。普通の封印魔法具じゃ鈴ちゃんの能力は封じられないからな。正確に言えば――基本設計はシュタイン教授がある超能力者と一緒に造ったもんだよ」

「そうだったんですか？」

「今まで不思議に思ってなかったのか？」

　苦笑して言う榮太郎。

「……すいません」

「まあいいか。で――だ。独自性が強い上に、超能力者の使う力は、技法ではなく生理機能の一部だから、これがなかなか封じにくくてな。だから」

　榮太郎は微笑したまま言った。

「倒すなら殺すつもりでやらんといかんのだな、これが」

「…………先輩。冗談でしょう？」

「ふふふ。これが冗談を言っている顔に見えるか？」

「見えます」

　きっぱり断言する拓人。

　榮太郎はふと首を傾げると、やおら懐ふところから手鏡を取り出し――まあこの人物が何を持ち歩いていようと最も早はや、驚くには値しない――自分の顔を色々な角度で映してしばらく考え込んでいたが、飽きたのか手鏡を懐に戻して頷うなずいた。

「……じゃあまあそういう事で。とにかく、だ。〈連盟〉が最近、ある種のエージェントとして超能力者を雇ったって情報が来ててな。無論、捨て駒としてだろうけども。だが捨て駒だろうと何だろうと、先に言ったようにちと厄介な相手なんだよな。こっちのセオリーが通用しなかったりするから。そういう意味では手て強ごわい」

「そういう連中が動いているっていう事ですか？」

「まあね。ただし陽動だろうけどな」

　榮太郎は言った。

「陽動？」

「実を言うとな、拓人。俺と寒河江教授の思惑に関して言えば、お前達の今回の旅行を〈連盟〉の連中をおびき出す為の餌と考えている部分もあるんだよ」

「…………」

「無論、積極的に何かした訳ではないんだがね。〈連盟〉の側が何も仕掛けてこなければそれに越した事はなかったんだが」

「……でも」

　確かに〈学園〉と〈連盟〉は敵対している。

　だがここ何年かは互いに勢力が拮きつ抗こうするに近い状態の為、個人レベルでの小こ競ぜり合いこそあるものの、はっきりした衝突はなかった相手でもある。わざわざ〈学園〉側から〈連盟〉の行動を誘う意味は何処にあるのか。

「だからこそ、向こうからこっちにチョッカイを出させる必要があるんだよ。〈学園〉と違って〈連盟〉の連中は野心的だからな。今の状態を快く思っていないだろうし、だとすればこの拮抗状態を崩くずして一気に〈学園〉を滅ぼす決め手を用意するべく動いているはずだ。それが何らかの魔法兵器なのか、新理論なのか、あるいは大規模儀式魔法なのかはわからないが、その片鱗へんりんを摑つかみたいんだよ。恐らく超能力者達もこっちの眼をそこに引きつける為のもんだろうさ。本気でお互いに暗殺者だの何だのを送り込むんなら、こんな簡単に情報が漏れてきたりはしない」

　榮太郎はにやりと笑って言った。

「更に言えば……連中にとって〈始源的神魔創造者〉が〈学園〉にいるのは面白くない状態のはずだ。言ってみれば世界を壊こわせる究極兵器を自分達の敵が持っている事になる訳だから。まあ迂う闊かつに拓人の能力を使えば、それこそ敵味方巻き込んで世界が滅んだりする訳だから、こっちがそうそう使わない――拓人に能力を使わせないのは理解しているだろうけどな。重要なのはそういう切り札を〈学園〉が握っていて〈連盟〉が握っていないって事」

　だからこそ――と榮太郎は続ける。

「もし〈連盟〉が何らかの手段で、拓人、お前達の旅行を知ったとしたら、〈学園〉の監視力の弱まる旅先でお前の拉致を考える可能性はあるんじゃないかと思った訳だ」

「じゃあやっぱり昨日の子は」

「そこがどうもな……」

　榮太郎は顔をしかめた。

「超能力者でもないし、〈連盟〉の派遣した魔法使いならもっとこう――対処のしようがあったろうし。どっちかっていうとあの少女の行動は雑に過ぎたんだよな。実際、鈴ちゃんによって拓人の誘拐は阻止されてる訳だし。〈連盟〉側が拓人の誘拐を計画していたのなら、二人の存在は当然調べてるはずだろ。対抗策も練ってくるはずだ」

「それは――そうかも」

「まあこのホテルの従業員がいないのは、前後の状況からしてあの少女が拉致ったって可能性が高いが――それも意味不明だ。拓人をもし誘拐するのが主目的ならば、むしろ下手にホテルの人間を誘拐しない方がいい。警戒されたら誘拐しにくくなるだろうし」

「そうですね。確かに」

「ま……拓人達には悪いけど、少し様子を見たいんだよ。もしあの少女が〈連盟〉とは別口なら、〈連盟〉の反応を引っ張り出す効能は未だあるだろうし。本気でやばくなったらシフト・ポータル開いてすぐに帰って貰もらうから、少し協力してくれないか」

「……僕はいいんですが」

　と言って拓人はちらりと傍かたわらを見る。

　そこには――俯うつむき加減で氷像のように固着している鈴穂の姿があった。よく見れば、彼女が握りしめているコップの中の水面が小さな波紋を刻んでいる。震えているのだ。

「……あー。すまん」

　ぼりぼりと後頭部を掻きながら榮太郎が言った。

　鈴穂にとってかつて〈連盟〉の魔法使い達に殺されかけた記憶は拭ぬぐい難がたい恐怖である。それを克服こくふくできないからこそ彼女は未だに喋る事ができないのだ。

　目の前で〈連盟〉の話をされて平然としていられるはずもない。

『気にしないで』

　と咄とつ嗟さに書いて――それから気付いた様子で慌てて『ください』と追加する鈴穂。やはりどうも余裕がない。

『大丈夫』

「でも顔色悪いよ。部屋に戻る？」

　拓人が心配そうに鈴穂の顔を見つめて言う。

　鈴穂はしばし悩んでいたようだったが――

『うん。ごめんね。そうさせてもらう』

　そう書いて立ち上がる。

　拓人は鈴穂についていくつもりで立ち上がったが――榮太郎が彼を呼び止めた。

「すまんが拓人は未だ残ってくれ。幾つか打ち合わせしておく必要があるしな」

「でも……」

「シンクラヴィア」

「御ぎよ意い」

　榮太郎の呼び掛けに頷いて立ち上がるシンクラヴィア。『任せて』と言うかのように拓人に片目を瞑つむって見せると、彼女は鈴穂の肩に手を置く。

「じゃア、行きまショウ」

「鈴穂――」

『大丈夫』

　そう言って――しかし何処か疲れたように微笑すると、鈴穂はシンクラヴィアと一緒に歩き出す。鈴穂の後ろ姿ををしばらく見つめてから、拓人が視線を戻すと――さすがにタナロットも気になるのか、手を止めて鈴穂の方を眺めていた。

「タクト。スズホはどうしたのであるか？」

「ちょっとね。気分が悪いんだよ」

　微笑を取り繕って拓人は言った。

　タナロットやファルチェは鈴穂の失語症の原因になった事件を知らない。かつて鈴穂がどれだけ対人恐怖症で苦しんだのかも、そして〈連盟〉の存在がどれだけ深い心理的外傷トラウマを彼女の心に刻んでいるのかも。

「鈴ちゃんだけでも先に帰した方がいいかな」

「かもしれません」

　榮太郎の言葉に拓人は頷いた。
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　廊下を歩きながら鈴穂は溜め息をついた。

　情けない。

　もう何年も前の事だというのに未だに〈連盟〉の名を聞くと気分が悪くなってくる。

　あの事件は単に九死に一生を得たという以上に、色々な変化を鈴穂にもたらした。

　失語症は無論その一つだが――確かもう一人の人格が発生したのもあの事件の後だ。それまでは髪が蒼くなろうとなるまいと、多少精神的に不安定になる事はあっても、鈴穂は鈴穂であって別人格に身体が支配されるという事はなかった。

　とりあえず蒼い髪の時に出てくるもう一人の鈴穂は、黒髪の鈴穂と利害関係が基本的には一致しているので目立った不都合はない。鈴穂としては奇妙な姉妹が一人増えた位の感覚である。対人恐怖症に陥おちいっていた鈴穂としてはむしろもう一人の自分の存在によって随ずい分ぶんと助けられた部分すらある――自分は『独り』ではないのだと。

　しかし……自分が色々な意味で普通でない事はいちいち思い知らされる。

　そもそも母が志こころざし半なかばにして〈学園〉を去る事になったのも自分のせいではないかと鈴穂は思っている。妊娠し、体内に生まれた鈴穂が秋あき穂ほの魔力を吸い取り続けたせいで、彼女は魔法が使えなくなったのではないだろうか。最近は秋穂の魔力が少しずつ戻ってきているという事を考えると、これも有り得ない事ではない。

　自分は此の世に生まれてきて本当に良かったのだろうか。

　自分の存在によって迷惑を被こうむる人間の方が多いのではないか。

　そんな風に考えた事も一度や二度ではない。

「…………」

　何というか……〈連盟〉の話が出るとどうしても考えたくもない事が頭の中を回り始めて鬱うつな気分になってしまう。

「大丈夫ヨ」

　そんな風に考えている鈴穂の様子をどう思ったのか、シンクラヴィアが言ってくる。

「〈連盟〉ってのガどんな連中か知らないけレど。榮太郎様や拓人君がいれバ、大丈夫」

『そうですね』

　自分の心の中を上手く説明する自信もないので、そのように話を合わせておく。

　二人は拓人達の泊まっている部屋の前に辿たどり着いた。

　ちなみに昨日の事があったので、ミヤビとシンクラヴィアが簡易ベッドを運び込んで、ダブルの部屋は四人が揃って泊まれるようになっている。お陰でやけに手て狭ぜまにはなっているが、鈴穂としてはその方が――色々な意味で――安心できる。

「まあ今はゆっくり休ンデ――」

　言いながらシンクラヴィアは部屋の扉を――

「…………」

　扉を開いたまま動かない。

『シンクラヴィアさん？』

　鈴穂が首を傾げながらノートでちょんと彼女の背をつついた。

　すると。

「…………」

　ばたん――とまるで棒が倒れる様にシンクラヴィアがその場に倒れ伏す。

「――!?」

　愕がく然ぜんと身を引く鈴穂。

　倒れたシンクラヴィアの向こうにいたのは――

『あなたは』

　昨日の露天風呂に居た少女だった。

　恰好は昨日と同じく白い和服。ただし今は雪だるまは連れていない。

「……!!」

　鈴穂は反射的に〈ワルプルギス〉を摑もうと右手を動かして――それを部屋の中に置いてきた事に気付いた。今はタナロットと喧けん嘩かする気分ではないし、拓人達が一緒である安心感から、つい手放してしまったのだ。

　ノートを盾のようにかざして恐怖に硬直する鈴穂を、少女は黒い瞳ひとみで見つめている。若干少女の方が鈴穂より背が低いので、上うわ目め遣づかいに何かを窺うかがうような雰ふん囲い気きがあった。

「…………」

　少女はしばし鈴穂を見つめて――首を傾げる。

　やけに長い時間、少女は無表情に鈴穂を見つめていたが……やがておずおずとした口調で彼女は尋たずねてきた。

「……あなたは……何……？」

「…………」

　いきなりそんな事を尋ねられても鈴穂は答えられない。高校生と答えるべきか。それとも〈魔力侵奪能力者〉とでも答えるべきなのか。あるいは単に名を名乗れば良いのか。そもそも『お前は何者か？』と尋ねたいのは鈴穂の方であった。

　黙っている鈴穂をどう思ったのか、少女は瞬またたきしながら改めて鈴穂の顔を見つめ――

「……二人……いるの……？」

「……!!」

　その言葉の意味する処を知って思わず身を竦すくませる鈴穂。

　この少女はどうも鈴穂の二重人格を感知できるらしい。

　いや……それとも類推るいすいの結果か。

　榮太郎の話によればこの少女は超強力な精神干渉力を持っており、射程距離はあるものの、相手を睨み据えるだけでその活動を、精神も身体も含めて強制停止させる事ができるとの事だった。実際に昨日は鈴穂もその力を受けて一旦思考が停止し、代わりにリボンを解いてもいないのにもう一人が出てきたらしい。

　要するに鈴穂の中には二人分の精神があったから片方だけの停止では不十分だったという事だろう。少女が自分の能力が効かなかった事実から『もう一人の鈴穂』の存在を類推するのは確かに不可能ではない。

「……あなたは……何なの……？」

　繰り返し尋ねる少女。

　だがその口調に問い詰めるような鋭さや激しさはない。むしろ何かに縋すがろうとしているかのような雰囲気すらある。

　やはりこの少女は〈連盟〉とは無関係で、更に言えば敵でもないのだろうか。

「……私の力が効かない……人……」

　敵ならばその事を嘆なげきこそすれ――喜んだりはしないだろう。

　だが少女は何処か嬉うれしそうだった。真っ暗闇で彷徨さまよっていた人間が微かすかにではあるが灯りを見つけたかのように。その白い顔は相変わらず無表情だったが、口調には何かを期待するような響ひびきがあった――恐らくは自分自身でさえ気付いていないだろうが。

「……効かないなら……怖く……ない……？」

　一瞬ながら台詞せりふの意味がわからなかった。

　この少女は一体何が言いたいのか。

　だが――

（あ。そうか――）

　次の瞬間に鈴穂は何かがかちりと音を立てて嗔はまり込んだ気がした。

　少女は無表情に――しかしそれとわかってみれば明らかにオドオドした様子で鈴穂の返答を待っている。まるで告白の答えを待つ乙女のように。希望と不安の入り交じる複雑な感情を持て余している。

　触れたい。でも怖い。独りは寂しい。でも他人は怖い。

　強烈な既視感デジヤヴを鈴穂は覚えた。

　この少女は似ている。あまりにも――かつての自分に。

『名前は？』

　そう尋ねると少女は驚いたように目を瞬かせていたが、しばしの黙もつ考こうの後に言った。

「麻ま雪ゆき――そう名付けて貰った」
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　あの時の事は今でも鮮明に思い出せる。

　見慣れた和室。

　そこに幾つもの――十や二十ではない、恐らくは百をも超える人形や縫ぬいぐるみが並べられて和室の真ん中に奇妙な領りよう域いきを造り上げていた。

　それは今にして思えば『王国』であったのだろう。

　人形を住人とした世界の模倣品。愛らしい――しかし決して動き喋る事のない紛まがい物の住人達によって構築された社会。内向きに閉じられた世界。

　その真ん中――女王の座るべき玉座に居るのは拓人の従姉妹いとこだった。

　羽は瀬せ川がわ鈴穂。

　嗚あ呼あ。しかしそれは本当に鈴穂だったのか。あの明るくて元気でいつも拓人を振り回していたような、拓人の大好きな従姉妹であったろうか。

　血走った眼。痩やせこけた頰。ばさばさの髪。薄汚れた服。

　女王の位置にありながら――しかし拓人がよく知るはずの従姉妹はまるで戦災孤児のようにやつれて無惨な姿になっていた。

『大丈夫!?』

　秋穂が珍しく慌てて拓人の顔をのぞき込む。

　拓人の頰にはひっかき傷ができていた。

　不用意に鈴穂に近付いた結果である。

　生まれた時からの付き合いであるはずの拓人でさえ今の鈴穂には恐怖の対象らしかった。

　人形達の『王国』に拓人が脚を踏み入れた途端に彼女は奇声を発して暴れ回り、人形を投げ付け、それでも更に一歩近付いた拓人の頰を、彼女は狂った猫のように引っ掻いた。それはさして深い傷ではなかったけれど――しかし鈴穂にそこまで拒絶された事実は拓人の心に大きな影を落としていた。

『ごめんね……タクちゃん』

　秋穂がそう言って部屋から出るように拓人を促す。

『もうちょっと落ち着いたら……また来てやって』

　鈴穂のあまりの変わり様を見せつけられては、拓人としてもその意見に従うしかなかった。

　しかし……

『…………』

　何かの気配を感じて鈴穂を振り返る。

　鈴穂は口を開いていた――何か必死に呼び掛けようとするかの如ごとくに。

　だがその喉のどからは声が出ない。彼女が喋れなくなったのだという事は拓人も秋穂から聞かされていた。だからそれは文字通りに形けい骸がい化かした無意味な行動でしかなかったろう。

　けれど……

『鈴穂……？』

　その眼が――血走った眼が拓人を見ている。求めるように。縋るように。訴うつたえるように。祈るように。何か必死の気持ちをそこに載せて、鈴穂は拓人を見つめている。それは決して拒絶などではなかった。それが拓人にはわかる。それはむしろ――

『おばさん』

　拓人は秋穂に言った。

『もう少し、此こ処こにいていい？』

『――え？』

『これ以上は鈴穂に近付かないから。此処にいるだけだから』

『でも……』

　秋穂は人形に護られた我が子を振り返り、そして甥おいの顔を見る。

　拓人の顔に彼女が何を見いだしたのかはわからない。

　だが――

『――わかった。鈴穂を、御願いね』

　そう言い残して秋穂は部屋を出ていく。

　拓人は部屋の隅すみ――鈴穂とは反対側の端に座り込む。この壊れかけた従姉妹を刺激しないように。この潰つぶれかけた幼馴染みをこれ以上潰してしまわないように。そっと――幼心にも細心の注意を払いながら。












『僕が嫌い？』

　しばしの沈黙の後……そう尋ねる拓人。

『…………』

　鈴穂は弱々しく首を振る。

　一度では足りないと思ったのか――伝わらないと思ったのか、彼女は何度も何度も首を振る。その動きに合わせて彼女の黒い瞳から幾つもの雫しずくが空中に舞った。

『此処にいても良い？』

『…………』

　これには躊躇ためらいつつも――首しゆ肯こう。

『そっか』

　微笑む拓人。

　そしてそれから鈴穂の部屋の隅に座るのは拓人の日課になった。

　半年後、彼女が自ら造り上げたその『王国』を出て――拓人の手に触れる事ができるようになった日まで、それは続いたのだった。
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　麻雪が人間でないのはすぐにわかった。

　拓人や榮太郎のように魔法使い達は人間とは思えない事をあっさりやったりするものだが、明らかに麻雪は魔法使いではない。何かの力を使う際に呪じゆ文もん詠えい唱しようする事もないし――そもそも自分が何者かわからないままにもう五十年以上も生きているという。

「……昔は何処かの村に……住んでいたの……」

『村？』

　首を傾げて尋ねる鈴穂。

　ちなみに二人のすぐ隣となりではカチンコチンのままのシンクラヴィアが転がっているが、下手に起こすとややこしい事になりそうな気がして放置してある。というか鈴穂にはどうしたらこの『止めた』状態を解除できるのかわからない。

「……けど……村を追い出され……たの……」

『どうして？』

「…………」

　そこで麻雪はしばし躊躇い、それから言った。

「……止とめたから」

『何を？』

「……村の男の人……村長の次男……だった……と思う…………」

『どうして？』

「……怖くて……襲って……きたから…………」

『なるほど』

　と頷く鈴穂。

　まあ麻雪は少々幼い感じはするが、とても可愛らしい顔立ちをしている。何というかひどく可か憐れんで繊細せんさいな感じがするのだ――同性の鈴穂でさえ思わず守ってやりたくなるような。

　だがそれは同時にある種の性的嗜し好こうを持つ者ならば『思わず壊してしまいたくなる』ような繊細さでもある。暴力で屈服させて純潔を奪いたくなるような。汚お濁だくを人間は嫌うが清潔すぎるものもまた人間が嫌うものの一つだ。その両者の間をたゆたう事しか人間はできないから。

「……止めたら……村長の奥さんが……襲ってきて…………それも……止めたら……村長と長男が……襲ってきて……」

　そうして反射的に攻撃してくる相手を『止めて』いたら村中が敵になってしまったらしい。当時の麻雪の力はひどく不安定で、彼女がちょっとでも恐怖や焦しよう燥そうを感じると発動してしまう反面、効果も様々で、数分で『停止』が解ける者もいれば何日も止まったままの者もいた。だが結局、彼女が異能の力を持っている事には変わりなく――村人を凍り付かせてしまう妖怪として、彼女は石を投げ付けられながら村を追われる事になったらしい。

『あの雪だるまは何？』

「……雪せつ人じんは私の……手足……」

　と麻雪。

　これもわかり難かったが――辛抱強く話を聞いた処によると、麻雪に備わっている能力の一つらしい。自分の手足を一本増やすような感覚であの雪人を造る事ができるのだとか。つまりあの雪人はあくまで麻雪の能力によって動かされる雪の塊に過ぎず、自意識もなければ、麻雪の目の届かない処で自律的に動いてみせる事もできないらしい。

『ところでどうしてお風呂場でタクちゃん――』

　そこまで書いて『タクちゃん』を二重線で消した後、鈴穂は『あそこに居た男の人を止めたの？』と書いた。

「…………」

　麻雪が沈黙する。

　しばらく待ったが、彼女は黙ったままである。鈴穂は更に書いてみた。

『ホテルの人達を止めて連れて行った？』

　麻雪は小さく頷いた。

『どうして？』

「…………」

　麻雪は再び沈黙。

　理由を言えないのは、正当な理由でないからか、恥ずかしいのか、それとも――自分でもよくわからないのか。表情に乏とぼしい少女の顔から正確に知る事はできないが……。

『嫌いだから止めちゃったの？』

「……違う………………と思う」

　無論、ホテルの従業員達に、好意であれ悪意であれ麻雪が何らかの感情を持っていたとも思えない。そもそもホテルの従業員達は麻雪の存在などさらわれる瞬間まで知らなかったであろう。

『じゃあどうして止めちゃったの？』

「…………」

　麻雪は無言。

　だが鈴穂はぼんやりとだがその理由を悟っていた。

　だから――

『止めちゃった人を解放してあげてくれない？』

　鈴穂がそう書くと麻雪は目を瞬かせて首を傾げた。

「できる……けど……でも…………」

『御願い』

　麻雪の無表情の中に――淡く怪け訝げんそうな色が混じる。

「……どうして……？」

『貴女が何者かは知らないけど。もし貴女が誰も未だ傷付けていないのなら、私や私の友達は貴女を受け入れられると思うから』

「…………」

　無表情に首を傾げる麻雪。

　その時――

「――!?」

　鈍にぶい轟ごう音おんが足下から響いてくる。

『なに？　あなた何かしたの？』

「……わからない……私じゃ……ない……」

　麻雪が言う。

　次の瞬間――何処かで何かが涼やかに響いた。

「……!?」

　視界を走る数条の直線。

　そして――

「――発見した」

　がらがらと線に沿って崩れる壁。

　非常識にもホテルの分厚い鉄筋コンクリートの壁を平然と切り抜いて現れたのは、右手に長い剣を携え、蒼と黒のコートを着た禿はげ頭あたまの男であった。
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　同時刻。

　ホテルのロビーには昨晩の男――つまりはミハイルの姿があった。

「――おや？」

　正面玄関から堂々と入ってきた彼を出迎えたのは、プチネウスの集団である。わらわらと走り出てきた三頭身の少女達は、揃って首を傾げてミハイルを眺める。

「おやおやおやおや。可愛いお嬢ちゃん達ですね。何処の子ですか？」

　ミハイルは微笑みながら言う。

「非常に遺い憾かんに思いますよ――君達のような可愛い生き物を蹂じゆう躙りんせねばならないのはね？」

　次の瞬間。

　轟！　と空気が唸うなる。正面玄関やロビーの天井に使われた大量のガラスに一斉に亀き裂れつが入り、まるでロビーで爆発でも起こったかのように外側へと弾はじけ飛ぶ。同時にプチ・エーネウス達も吹っ飛ばされて壁や調度品に激突、次の瞬間ちりちりと音を立てながら分解してしまった。

　ミハイルの背後には、突然巨大な異形の影が出現していた。それも――複数。

　昨晩の異形とは違う。大きさこそ身長三メートル余りにまで小さくなっているが、少しずつ形の違う異形の像が八体――素早く展開する。いずれも翼を備えていたり、腕が六本であったり、獣状の頭部を備えていたりと、人間形態に似ていながらも微妙に異なる。鋼はがねの触れ合う音を――戦車の駆動音のような音を立てながらそれらは王の如く悠ゆう然ぜんとロビーを横断するミハイルを守り、彼に従って移動する。

「しかし昨日の連中といい、今のちびスケ共といい、このホテルには魔法使いがいるのですかね？　だとすると〈連盟〉外の連中という事になりますが――」

「御ご明めい察さつ」

　ロビーに響く声に振り向いたミハイルは――そこに立つ三つの人影を見た。

　榮太郎。エーネウス。そしてミヤビ。

「おやおや。ひょっとして〈学園〉の魔法使いですか？」

「ひょっとしなくてもそうだが。わざわざそんな事を聞いてくるって事は、お前達が出張ってきたのは〈学園〉関係とは別件か――病気持ち？」

　にやにや笑いながら榮太郎が問う。

「酷ひどいですね。病気持ちだなんて」

　肩を竦めて言いながら――しかしミハイルもにやにやと笑っている。

「しかし君達も自意識過剰ですよ。〈連盟〉が動けば何でもかんでも〈学園〉への対抗意識からだとか思ってませんか？」

「違うのか？」

「うーん。まあ違うような違わないような」

　肩を竦めてミハイルは言った。

「まあ――今回は君達に直接用はないんですよ。依頼内容には関係ない、全くのイレギュラーですしね。邪魔だてしないなら見逃してあげますけど？」

「魅力的な提案だがそうもいかんな」

「なんで？」

「俺は他人の邪魔をするのが大好きなんだ」

「それは仕方ないですねえ」

「うん。仕方ないんだよ」

　頷き合う榮太郎とミハイル。

　ミハイルは微笑みながら言った。

「じゃあ、死になさい――魔法使い」

　その瞬間。

「――!?」

　榮太郎達のすぐ後ろ――距離にして五十センチも離れていない位置に、何の前触れも脈絡もなく、一体の異形が出現していた。馬の首を象かたどった異形。その両手にはショットガンが握られている。

「空間転移？　でもそんな気配は――」

　ミヤビが身を沈めながら呻うめくように言う。エーネウスと榮太郎は同時に前方へと身を投げ出している。次の瞬間、三人の頭が占めていた空間を轟音と共に何十という散弾の雨が貫つらぬいていた。

　床を転がりながらエーネウスとミヤビがそれぞれいつの間にか取り出した得え物もの――デスキンと日本刀である――を旋回させ、左右から馬頭の異形に一撃を加える。二枚の刃物はそれぞれ微み塵じんも乱れぬ弧を描いて異形の脚を切断――

　したかに見えた。

「――！」

　異形が瞬時に消滅。二人が斬ったのはその残像に過ぎない。

「高速移動？　いえ――」

　さすがのミヤビもわからないらしい。

「我はサクマエイタロウ超常なる法と理ことわりの使い手なり――」

　呪文詠唱。

　素早く指先で魔法印を描きながら榮太郎は早口で詠唱を続ける。

「――故にこそ響け破壊の調べ！」

　魔法発動。

　きぃん――と空気が鳴いた。

　広角で放射された高周波が異形の軍団に襲いかかる。物質の分子結合をも緩ゆるませる殺さつ戮りくの音色。それは奇怪な巨人達を根ね刮こそぎ塵ちりまで分解するはずであった。

　しかし――

「――え？」

　ゆらり――とその輪郭が揺れはしたが、異形達は全く弱った様子もなくそこにいる。

「幻影？　でも――それなら……」

　後方に跳ちよう躍やくしながら呟くミヤビ。

　彼女が一瞬前まで占めていた空間を異形の一体が巨大な斧で斜めに薙なぎ払う。勢い余ってその一撃は近くにあった金属製のオブジェを叩き、火花を飛ばしながら両断した。

　物質で構成されている以上は榮太郎の攻撃が――攻撃そのものを跳ね飛ばしたり遮断したりするならともかく――まともに入って被害が出ないはずがないのだ。ならば立体映像や幻影の類かと思いきや、物理的な破壊力を行こう使ししてくる。

　一体これは何なのか。

「俺の〈八はち部ぶ衆しゆう〉は不死身でしてね」

　笑いながらミハイルは言い――懐から掌てのひら大のカードらしきものを取り出した。

「お嬢さん方はどうも人間じゃないみたいですが――それならそれで依より代しろをばらばらに分解して身動きを取れなくしてから封印してあげましょう。俺は魔法なんざ使えないですが、こういう便利なものもありますしね」

　恐らくミハイルが取り出したものは圧縮型呪符の類であろう。

　だが――

　ばし！　と音を立ててその呪符の一枚が吹っ飛んだ。

「――お？」

「魔法を一つ防いだ位で勝った気になられても困る」

　榮太郎が肩を竦めながら言う。

　その両手には――何処から取り出したのかそれぞれ一いつ挺ちようずつ拳銃が握られていた。共にルガーＰ０８・４インチモデル。元々職人気質が現役であった時代に造られた、優美な外観の自動拳銃オートマテイツクだが――金メッキが施ほどこされた上に何やら微細な紋様彫刻エングレーヴイングが施されている特別仕様なので、益々武器というより工芸品のような雰囲気がある。

「無ぶ粋すいですね。魔法使いが銃を使うなど」

「馬鹿いえ」

　榮太郎は平然と笑った。

「使えるものは何でも使う。できる事は何でもする。これこそ魔法『使い』の戦い方さ。魔法は道具であって全てではない。特に超能力者が相手ならこっちも変に普通のスタイルにこだわらない方が足をすくわれにくい」

「なるほど。〈連盟〉の石頭な魔法使いに聞かせてやりたい台詞ですね」

　言いつつミハイルはミハイルでコートの下から護身用らしき拳銃を取り出した。こちらはごくオーソドックスなベレッタＭ９２Ｆ――米軍が正式採用している銃である。

「……俺は主に頭脳労働で、自分で動くのは好みじゃないんですが」

　すぐ側そばで戦っている異形軍団とエーネウス達をまるっきり無視したようなのんびりした口調でミハイルが言う。

「主は主で、従じゆう卒そつは従卒で楽しむのが筋ってもんだろ？　それにたまには運動せんと身体がなまるぞ」

「御忠告、痛み入ります」

　共ににたりと笑いながら言い――次の瞬間、跳ね上がるように相手を照準した銃口が火を噴いた。
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　理由などない――ほとんど本能的な判断だった。

　まずい。勝てない。

　禿頭の男の全身から放たれる不可視の何かを見た瞬間に鈴穂はそう思った。無論、格闘技など全くの素人である鈴穂に相手の力量など読めるはずがないのだが――男の放散しているものは、そんな鈴穂にも敗北感を与える程に強烈なものであった。どれだけ愚おろかであろうとも象に挑もうとする蟻ありがいないのと同じく……それはあまりにも明白な差だったのだ。

　だから鈴穂はとっさに麻雪をかばって身を床に投げ出す。

　彼女の頭上一ミリもない空間を何かが通り過ぎ――切断されたリボンがばらりと落ちた。

「……！」

　ゆらりと鈴穂の髪が舞う。

　漆しつ黒こくから藍らん碧ぺきへ。さっと変色していく彼女の髪を見て――男の鋼の塊の如き顔に表情のようなものが過ぎった。

「……面めん妖ような」

　男は呟きながら前に出る。

　鈴穂は振り向き様に手近にあったテレビのリモコンを投げ付けたが、それは男のかざした剣の前で綺麗に左右に分断され、男の傍らを通り過ぎて別々に壁に当たった。

「……なん……だって……？」

　鈴穂は――戦せん慄りつに身が竦んでいた。

　この男は何者なのか。

　男の持っている剣は異様に長いが――恐らく剣身は一メートル半はあろう――どれだけ男が腕を伸ばして来ても、先程の鈴穂と男の間には二メートル以上の空間が横たわっており、絶対に刃やいばは届くはずがないのだ。

　ましてテレビのリモコンを両断したあの時。男は剣をかざしただけで全く動かしていない。なのにリモコンは綺麗に二つに切り裂かれていた。どれだけ鋭い剣だろうと、投げ付けられたプラスチックを動かしもせずに両断できるはずがない。押して斬るか、引いて斬るか、何にしても動作が必要なはずだ。

　だが男は全く動いていなかった。

　無論、魔法剣や、〈ワルプルギス〉のような特殊な剣であればある種の高速振動する力場や、プラズマの熱によってプラスチックを切断、あるいは溶断できるはずではある。到達距離を伸ばす事もできるだろう。

　だが今現在、鈴穂のリボンは解かれており、男が魔法を使っていないのは明らかだ。また〈ワルプルギス〉を使い慣れている鈴穂にすれば、男の剣が機剣の類でない事もわかる。

「くっ――」

　蒼髪の鈴穂は黒髪の鈴穂の記憶をそのまま引き継ぐので状況は理解している。

　ワルプルギスは手元にあるが――使える状態にするには手順が三つほど必要だ。その時間を相手が許してくれるとも思えない。

「……う……」

　麻雪が鈴穂の下で呻く。

　恐らく麻雪は〈魔力侵奪能力〉の発動した鈴穂に接触している為に、魔力を吸い取られて衰すい弱じやくしているのだろう。麻雪の『止める』力は期待できそうにない。いやそれどころか――彼女が不滅の核を持つ神や魔の類ならともかく、精霊であったなら、魔力をとことん吸い取られてしまえば死滅するしかない。

「く……くそっ……」

　能力を止めようにもリボンは今、切り裂かれてしまった。当然、予備のものは鞄かばんに入っているが、これも悠長に取り出している暇はないだろう。

「……その娘を渡せ」

　禿頭の男はぼそりと呟くように言う。

「蒼い髪の娘。おまえに用はない。我々はその失敗作を回収するのが任務だ」

「…………」

　鈴穂は唇くちびるを嚙んで男を振り返る。

（くそっ……考えろ……考えろ……くそっ……ああ……）

　思考がまとまらない。

　蒼い髪の鈴穂も黒髪の鈴穂と記憶や感情の一部を共有している。それは何かと便利な反面、黒髪の鈴穂の感情や記憶に蒼い髪の鈴穂が引きずられるという事でもある。

　殺されかかった時の記憶。

〈連盟〉への恐怖。剝むき出しの殺意。

　それが蒼い髪の鈴穂の意識をも千ち々ぢに乱す。

　気が狂いそうだった。

　まともにものが考えられない。無意味な思考が無意味に空転を繰り返す。恐怖が湿しつ疹しんのようにぼつぼつと心の中に浮かび上がり思考の繋つながりを阻害する。

「……面倒だ」

　男は言うと無造作に歩いてきて鈴穂の肩を摑む。

　そのままゴミでも放り投げるかのように軽々と鈴穂を除けると、弱って最早立つ事もできなくなっている麻雪の髪を摑んで引き起こした。

「とりあえず厄介なその眼を潰す。悪く思うな」

　男は言って刃を麻雪の眼に――

「みゃ――ッ!!」

　部屋の扉をぶち破り、弾丸のような勢いで突っ込んできた赤い一撃が男のかざした剣の腹に激突。男は体勢を崩して一歩二歩と後退する。

「何者っ!?」

「タナロットなのである！」

　反そっくり返って言うのは――本人の申告通りタナロットであった。

「おっさんは何者であるか!?」

「…………」

　禿頭の男は束の間黙考し――

「――ガント」

　と答えた。

　まあどっちも名前を名乗っただけで『何者』かの問いには全く答えていなかったりするが、突っ込む者はとりあえずいない。

　ただ――

「ガントさん。できれば何もせずに帰って欲しいんですが」

　声は背後から来た。

　ガントが剣で切り抜いて入ってきた壁――そこに長大な魔法機杖を片手にした少年の姿があった。

　拓人である。

　要するにタナロットが陽動で拓人が本命という事なのだろう。既に彼は鈴穂の髪に予備のリボンを結び終わっている。

　つまり魔法が使えるという事。

「――ファルチェ」

　拓人の言葉に反応して魔法機杖がじゃきん――と端子を展開。

　ガントも拓人の持つそれが何なのか知らないという訳ではないのだろう。状況を推おし量はかるように沈黙して自分を挟み込む拓人とタナロットを交互に眺める。

「…………」

　すっと滑らかな動作で立ち上がるガント。

「――……!!」

　同時に拓人が短く呪文詠唱。

〈学園〉標準のものではない。ファルチェの擬似詠唱機能に予め事前詠唱プレキヤストして保留させておいた攻撃魔法に、起動用の簡易呪文を挿入したのだ。

　瞬間的に青白い電光が発生。

　それがガントに向けて逬ほとばしる。最大電圧八十万ボルト。最強級のスタンガンにも匹敵する擬似稲妻がガントを麻痺させんと――

「――え？」

　麻痺させんと殺到し、そこで――切り裂かれた。

「噓っ!?」

　思わず呟く拓人。

　固体ならわかる。液体でも――流体でも技によっては一瞬切り裂いて見せる事はできるだろう。だからこそ拓人は攻撃に電撃を選んだ。なのに――その電撃を切り裂くとは。

　寸断された電光が、急激に勢いを失って空中に溶け去っていく。

　断じて普通の剣や剣技に可能な行為ではない。超能力という言葉が拓人の脳のう裏りを過よぎったが、それにしても『なんでも斬れる』などという御都合主義的で観念的な能力が成立し得るのだろうか……？

「出し物はそれで終わりか？」

　言いながら優ゆう雅がとも言える動きでガントが剣を振る。

　一閃二閃三閃――

　思わず斬られるかと身を固くする拓人であったが、ガントの剣は彼には全く振れず、しかし驚くほどの滑らかさで部屋中に模様を刻んでいた。

「……な、なに!?」

「さらば」

　ガントは言いながらそれでもう事は済んだとばかりに麻雪を抱え上げる。

「ま――待って」

　拓人が言いかけたその瞬間――ずるりと室内風景がずれた。

「――!?」

　目の錯覚かと瞬きをする拓人であるが、部屋のずれは収まらず――次の瞬間、壁が、天井が、パズルをぶちまけるように大量の断片ピースとなって崩壊、拓人達の上に雪な崩だれ落ちてきた。

「わああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　叫んで鈴穂に覆おおい被かぶさる拓人。

　だがそんな彼等の足下さえもがばらばらにばらけ――

「みゃああああああっ!?」「わあああああああっ!?」

　悲鳴と共に拓人達は一階下の客室へと落下した。
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　銃撃が交差し剣けん戟げきの響きが広々としたロビーに響き渡る。

　榮太郎とミハイル、エーネウス達と異形達の入り交じった戦いの場面は、完全に混こん沌とんの様相を呈していた。部外者が見れば誰が誰と敵対して戦っているのか、一瞬わからなくなるだろう。

　六本の腕から繰り出される銃撃と斬撃を体たい捌さばきでかわし、あるいはデスキンで弾きながら走るエーネウス。だがそこに斧を振り回す馬頭の異形と打ち合い、つばぜり合いを続けるミヤビが押され気味で割り込んでくる。エーネウスと六ろつ臂ぴの異形が、絶妙の瞬間に仲間を打ちそうになる攻撃の軌道を変化させ、体勢が崩れた処に別の異形が切り込むも、素早く立ち回るエーネウスは咄嗟に敵の背後に回り込む。勢い余った異形のチェーン・ソウが仲間の異形の頭部に命中して火花を散らす――












　その少し離れた場所では――榮太郎とミハイルが香港ノワールばりの激しい銃撃戦を繰り広げていた。閃ひらめく銃火。蹴り出されて舞う空薬やつ莢きようの雨。ガラスが砕け、ソファが破け、大量の破片がダンスを踊る。

　だが――

「ははあん？」

　ふと――柱の陰に駆け込んで弾倉マガジン交換をしながら榮太郎は笑う。

「ああ――そういう事か。原理的にはあの少女と同じだな」

　呟くと榮太郎は素早く呪文詠唱。

　攻撃的な魔法ではない。物質変換の魔法である。

　淡い光の線で描かれた魔法陣が空間に刻まれてゆっくりと回転。次の瞬間、そこから蒸気のように放散された気体らしき何かは、ゆるゆると小さな雲のような塊を成すと、そのまま空中を滑るように進んでいき――

「ぬあっ!?」

　榮太郎の隠れたのとは別の柱の向こうから、ミハイルの悲鳴が上がる。

「な……なに……なんだこれは――」

　柱の陰からまろび出そうになって、慌てて隠れ直すミハイル。榮太郎は自分の隠れる柱に背中を預けたままにたりと笑って言った。

「なかなかいけるだろ？」

「……魔法……か……？」

　ミハイルの声が揺ゆれる。

「丹念に霧状にしたからな。口だけじゃなくて、喉やら鼻の粘膜からも直接吸収されてるだろうさ」

「……きさ……ま……どく……を……？」

　そう問うミハイルは既にろれつが回っていない。

「いんや」

　榮太郎は笑った。

「ただの酒さ――〈スピリッツ・クラウド〉」

「…………さ……さけ……？」

　鼻び腔くうや口こう腔くう、果ては胃や腸の内壁まで、人間の身体には結構な面積の粘膜がある。口から単に流し込むのではなく、これらから一挙にアルコールを吸収すればどうなるか。そもそも粘膜は吸収性が良いが――ここにわざわざ霧状にしたアルコールを一定濃度以上で触れさせれば、いとも簡単に人間は酩めい酊てい状態に陥る。

「ほうら、精神集中が途切れてきた」

　と榮太郎が言って見た方向には――まるで壊れかけた映写機の映像の如く、その姿そのものが明滅する八体の異形の姿があった。存在と非存在の間を一秒間に何往復もする異形の巨人達。

　さすがのエーネウス達も動きを止め、眼を丸くしてその様子を見ている。

　やがて……巨人達は存在する時間と存在しない時間の入れ替わりの間隔が長くなっていき、使い古しの蛍光灯の如く最後にちかちかと何度か存在した後、完全に消滅した。

「御主人様――これは？」

「精神干渉だよ」

　榮太郎は柱の陰から出て言う。

　彼が視線を向けると――まるでそれを待っていたかのようにどさりと音をたててミハイルが倒れ伏していた。

「催眠術？　でも――実体が」

　首を傾げるミヤビに、しかし榮太郎は笑いながら言った。

「強力な精神干渉は無機物にも作用する。要するに彼は、『こういうものが存在するのだ』とこのあたり一帯の空間そのものに干渉していたんだよ」

「――え？」

「騙だまされてたのは俺達じゃない。世界そのものだよ――極めて限定的な範囲だけどな」

　言って榮太郎は肩を竦めた。

　ミハイルの強力な――強力すぎる程の精神干渉能力は、空気中の分子一つ一つにまであの異形の存在を誤認させていたのだ。

　例えば……強い暗示をかけて木の棒を焼け火箸だと思わせた上で、それを被暗示者に押し付けるとそこに火傷が生じる。実際には皮膚を焼く熱など存在しないにもかかわらず、物理現象として火傷がそこに生じるのだ。

　ミハイルの場合、被暗示者がロビー内の空間で、火傷が異形達という事になる。

　限定的とはいえ一定範囲の環境を――世界そのものを騙す強力な精神感応力。有り得ないものを有り得たように誤認させ、その結果だけを強制的に引き出す力。異常な程に強大な認識力で空想を顕けん在ざい化かする能力。それがミハイルの武器なのである。

　当然ながらミハイルの認識が及ぶ限り、空間転移も、非存在化も自由自在だ。当然どんな攻撃を受けても不滅――ミハイルの精神干渉が破は綻たんしない限りは。

「俺と撃ち合いながら八体もの具現体を個別に操るなんざ、感心するしかないけどな。さすがは一芸特化型の超能力者だけあるわな。だかそのピーキーな能力は、脆もろさでもある。精神集中が途切れればあっという間にこの通り。こいつの力は要するに世界を騙す噓つきだが――世界も馬鹿じゃないからな。噓をつき続けないとすぐにボロが出るってこった」

「……き……きひゃま……あのゆう……げきひぇんの……さいひゅうに……」

　床に転がったまま酔っぱらいのような口調で言うミハイル。舌が回っていないので意味不明だが恐らく『貴様、あの銃撃戦の最中に？』と言いたいのだろう。

「うん。さすがに超能力者独自の思念回路を読みとるのには手間取ったけどな。最近、超能力者の造ったアイテム解析してたから、頭の中身をニュートラルにできてたんだよな。普段だとどうしても無意識の内に魔力回路のセオリーを当て嵌はめて解析しようとするからもっと時間喰ったかも」

「…………」

　ミハイルが力尽きたように、ぐてっと頭を落とす。

「ご主人様。どうします？」

　エーネウスが近寄ってきて尋ねる。

「さてどうするかな。どうもこいつ〈連盟〉の超能力者っぽいからな……このまま放置って訳にもいくまいよ」

　腕を組んで言う榮太郎。

　その時――

「ありゃ。何やってんのよ――ミハイル」

　緊迫感に欠けた声に榮太郎達は振り向いた。

　ガラスが残らず吹き飛んでやけに風通しの良くなったホテルの正面玄関。

　そこから一人の――赤と黒のコートを着た女が悠然と歩いて入ってくる。

「無敵の〈八部衆〉はどうしたの？」

「…………」

　既にミハイルは声も出ない。

「あー。だから言ったでしょ。あんたは思い込みが強すぎるんだから」

　苦笑しながら女は言った。

「それがあんたの武器かもしれないけどね。たまには冷静になって敵の力量を測る位の事はしとかないと――そういう事になるのよ」

「いちいちもっともな意見だね」

　と言ったのはミハイルではなく榮太郎である。

「で――君はお仲間？」

「そうね。一応ミハイルの上司」

　女は気軽な口調で言った。

「マリエラよ。ま――ミハイルと同じで本名じゃないけどね」

「ふむ。君も超能力者？」

「隠してもしょうがないわよね。そうよ」

　女は――マリエラは言って婉えん然ぜんと微笑んだ。

「悪いけどそいつ返してくれない？　色々と困ったちゃんだけどこれでも仲間だし」

「そういう訳にはいかんのだよなあ」

「あっそ。じゃあ実力行使で」

　そう言ってマリエラが肩を竦めた瞬間。

　榮太郎、エーネウス、ミヤビの三人は一斉に吹っ飛ばされていた。

　何の予備動作もない。当然呪文詠唱もない。

　純然たる力、圧倒的な力そのものが直接的に三人を叩いたのである。

　これは――

「ＰＫ――……」

　壁に押さえ付けられながらもミヤビが言う。

「――そ」

　肩を竦めてマリエラは笑った。

「念動力。サイコキネシス。スプーン曲げたりするアレよ。ミハイルのに較べると笑っちゃう位に単純だけどさ。力ってのは充分に大きければ単純な方が強いのよね」

　壁画の様に壁に貼り付けられた榮太郎達を眺めながら、やはり悠然とロビーを横切り、ミハイルの側に立つマリエラ。

「まあスプーン曲げる位なら百万本一斉にねじ切れるけどね？」

「……見せ物にもってこいだな」

　と榮太郎。

　ミハイルの腕を取って立たせながらマリエラは言った。

「あんまり喋らない方がいいわよ。普通の人間なら肋ろつ骨こつ折れてると思うし。肺に刺さったら大事おおごとでしょ？」

「お気き遣づかい、どうも。だが魔法使い相手に口を塞ふさがないのは迂う闊かつじゃないのか？」

「呪文詠唱を始めたらその瞬間に潰すわよ？」

　とマリエラ。

　みしり――と榮太郎の胸が嫌な音を立てる。確かにどんな短い呪文詠唱であろうとマリエラのＰＫよりも早いとは思えない。彼女はその気になれば一瞬で榮太郎を二次元の住人にする事もできるだろう。

「お気遣い返しに一つ。君の力は確かにちょっとやそっとの小細工なんざ押し潰す位に強大だけどな。強大すぎて細かい制御が利かない。違うか？」

「……それが？」

　マリエラは笑いながら言った。

　そんな事は百も承知だと言わんばかりの口調である。

「つまりだな。それが単一目標なら、重戦車の突進だって鼻歌交じりで受け止めて潰せるんだろうが、二方向に別々に、同時に念動を使う事はできない。最初に一気に一撃で俺達を制圧しようとしたのもその証拠だ。違うか？」

「……だから、それが？」

「だから安心して攻撃していいぞ――拓人」

　榮太郎がにやりと笑った瞬間。

　ロビーの奥、エレベーターホールに置かれていた大きな壺の陰から、大きな曲折弾道を描いて六発の光弾がマリエラに襲いかかった。

　攻撃魔法――〈魔弾カスパル〉。

「――!!」

　マリエラがミハイルの手を離して後方へ跳躍。二人の超能力者の間にできた間かん隙げきを六発の魔力弾は通り抜けた。

　同時に。

「みゃ――っ!!」

　叫び声を挙げて突撃したのはタナロットである。

　熊とも殴り合って勝てる膂りよ力りよくのタナロットが、白兵戦の距離にまで到達すればさすがにマリエラ達に勝機はない。同時に拓人がファルチェの力を借りて高速詠唱スピードキヤストし増幅強化した十二発の〈魔弾〉が、今度はマリエラの逃げ場を塞ぐように、周囲へと降り注ぐ。

　これでマリエラの敗北は決定した――かに見えた。

「…………」

　ずどん！　とまるで巨大隕石でも落ちてきたかのような音を立ててロビーの床に激突するものがあった。

　蒼と黒のコートが翻ひるがえる。

　麻雪を脇に抱えたガントである。

　彼が無造作にその長大な剣を振る。剣身の残像が連なり――一瞬『面』になった。

　剣の残像とは思えない位に黒い一面。

　そこに拓人の〈魔弾〉の数発が吸い込まれて、消えた。

「なっ――!?」

　驚きよう愕がくする拓人。

　斬るだけならばまだしも――今の技は何なのか!?

「みゃーッ!!」

　突撃するタナロットはもう停まれない。

　しかし電光すら切り裂く刃が、タナロットに向けばどうなるのか。

「……タナロット、危ない！」

　頭頂から一刀両断されるタナロットを想像して思わず拓人は叫ぶ。よく考えればタナロットは魔神の一種なので三枚に下ろされようがミンチにされようが死にはしないのだが、死なないという事が必ずしも『大丈夫』という意味ではない。

　だが……

「――ハッ!!」

　タナロットなどまるで無視して、呼こ気きも鋭くガントは剣を床に突き刺す。

　そのまま円を描くようにして剣を振るい、最後にその中心点に剣を突き刺した。

「……!?」

　ばかんと穴が穿うがたれる床。ガントは当然そこに落下する。

　続いてミハイルの襟えり首くびをひっつかんでマリエラもその穴へと飛び込んだ。

「な――何を？」

　思わず駆け寄る拓人。

　無論、いつでも攻撃と防御をできるように気を付けての事ではあるが――

「…………みゅ？」

　先に穴の縁ふちに辿り着いていたタナロットが首を傾げている。

　同じく穴からその下をのぞき込んで――拓人は呆ぼう然ぜんと立ち竦んだ。

　何もない。穴と言ってもその深さは三十センチもなかった。ただ、床板一枚をくり抜いただけの事らしい。当然、ガント達が身を隠す空間など何処にもない。

　なのに――

「空間転移？」

　呟く拓人。

　三人組の超能力者と麻雪の姿はもう何処にもなかった。










　第四章　でも見捨てらんないんですけど。







　広い雪原の上を漂ただようものがある。

　季節外れのタンポポの種のようにふわふわと白い荒野の上を右へ左へふらふらと飛んでいく。遠目には気象観測用の気球か何かと誤認するだけの事であろうが……双眼鏡か何かで子細にそれを目撃した人間は、思わず自分の目を疑うだろう。

　三等身の犬耳尻尾付き娘が、どこぞのお手伝いさんよろしく傘にぶら下がって空中に浮かんでいるのだから。

　言うまでもなくプチネウスである。

　プチネウスはレトロチックな傘にぶら下がりながら――手で摑つかまっているのではなく、襟えり首くびに傘の柄が引っかけてある状態なので、どことなく親に運ばれる犬猫の仔のような雰ふん囲い気きがある――左手で携帯用の伸縮式望遠鏡を顔に当てて辺りを見回している。

　やがて……

「…………？」

　何か見つけたらしい。

　ごそごそと望遠鏡を畳たたんでエプロンの内側にしまい込むと、首にぶら下げていた携帯電話をいじくり、その一部から伸びていたデータ通信用のケーブルをぱくりとくわえた。

「…………」

　プチネウスの頭部の中身は一体どういう構造になっているのか……携帯電話のディスプレイがパケット通信モードを示し、大量のデータを送り出している事を表示する。

　次いで、ばたばたと泳ぐように脚を動かして姿勢制御。思わず『うんしょうんしょ』という台詞せりふを横に入れたくなるような動作である。

　どうやらその見つけたものにもっと近付いて詳細な情報を送るつもりらしい。プチネウスは延々と白く染まる谷間を、帆はん船せんのように風を受けてある方向へと移動し始めた。
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「――ふむ？」

　例によって例の如ごとく支配人室。

　机の上に置かれたパソコンが涼やかな音を立てディスプレイが『ファイル受信の要請あり』『受信しますか？』『ＹＥＳ／ＮＯ』の文字を表示する。

　榮えい太た郎ろうはマウスを操作してファイルを受信。

　わずか数秒で受信を終了したファイルを解凍、展開する。

「どうなさいました？」

　と歩み寄ってきたのはエーネウスである。

「いや、プチネウス六号がファイルを送ってきたんだが」

「あの三人組が見つかったという事ですか？」

「いや……それがどうも違うみたいでな」

　首を傾げる榮太郎。

「これ……なんだと思う？」

　榮太郎が示した画像は一枚の風景写真だった。

　ある一点を除いては全く平凡な村の情景である。一見してかなり旧ふるい――少なくとも戦前のもののような平ひら屋や建だての建物が目立つ。いかにも田舎の村といった雰囲気でオート三輪などという今ではほぼ絶滅した車も画面の端には映っていた。

　だが――

「何ど処こかの雪祭りの会場でしょうか？」

　とエーネウス。

　そう。その村の風景は完全に白一色だった。道路も。建物も。オート三輪でさえ。全ては雪で造られているかのように白一色なのだ。路上にはちらほらと人影が見えてこれだけが現実的な色彩を示しているが――他は全く色がなかった。

　しかも送られてきた画像は全部で十数枚あったが、どれもこれも位置関係に変化がない。

　路上の車も人間も全く動いていないのだ。まるで切り取られた一瞬がそこに羅ら列れつされているかの如く。

「……ひょっとして、あの娘がこれを？」

　さすがのエーネウスも怪け訝げんそうな表情でそう尋たずねる。

「多分な。静止させてんだろう。よく見れば通行人の服装に、ホテルマンらしきものも見えるし。此こ処この従業員もこうやって静止させられてこの村の構成要素に使われてんじゃないか？」

「…………」

「さらっていった人間を此処に並べてるんだろうな。どんな理由があるのかは知らないが、ちっと猟りよう奇き的てきで面白い」

　榮太郎は言って腕を組む。

「例の三人組の方は見つからず――ですか」

「まあね。もっとも魔法使いじゃない以上、シフト・ポータルは使えないだろうし、〈連盟〉側の魔法使いが別に移送役として待機しているにしても、シフト・ポータルを開けば探知できるしな。まあ未だ遠くには行ってないはずだ。シフト・ポータルを妨害するのは比較的楽だから、連中としてはある程度安全な距離にまで移動してから、移送役の魔法使いと合流――って事になるだろうが」

「で……追いますか？」

「そこが微妙」

　椅子にもたれかかりながら榮太郎は言った。

「一応こうして捜索用にプチネウスは飛ばしてるけどな。さて――」

　実の所、今回の一件はどうも拓たく人とや鈴すず穂ほを狙ったものではなく〈連盟〉側の内部的なごたごたが原因のようである。あの麻ま雪ゆきという少女を超能力者三人組は『失敗作』と呼んでいたが、つまりそれは――〈連盟〉が何らかの目的で創り上げたあの麻雪という存在を、単に回収に来ただけだったのだろう。

　ならばこれ以上、榮太郎に彼等を追う意味はない。

〈連盟〉の動きを探るという目的はあった訳だが、どうもあの三人組は一筋縄ではいかない様子だ。倒す手段を思い付かない訳ではないのだが、三人組の能力は把は握あくできたし、〈連盟〉側が意外に情報収集に関して後手に回っている事もわかった。少なくとも〈連盟〉のエージェントであるはずの三人は、拓人や鈴穂の存在を知らなかったし、もし〈連盟〉がこの二人の存在を知っていれば、三人はもっと違った反応を示していた事だろう。

　今回はこれで良しとして撤退てつたいするのも手ではある。少なくとも深追いするメリットがあまり榮太郎には見いだせないのだった。

「あの麻雪という少女を奪だつ還かんする必要は？」

　とエーネウス。

「元々俺等のもんじゃないしな。というかあの少女は少女で敵じゃないと言い切れないし。俺達をカチンコチンにして此処に飾ろうとしてただけかもしれんし、そんなのをわざわざ追い掛けて解放してやる義理はないわな」

「それはその通りですが」

「可愛い外見してるからって、中身がそれに相応ふさわしいとは限らない。特に魔法兵器は」

「……兵器……ですか」

「恐らくあれは〈連盟〉の対魔対神兵器だろう。高度な自律機能を与えられた兵器。恐らく仮想神格の類たぐいを核にして人造精霊と同じ手法で造りあげたもんだろうな。対象を『静止』させる事に特化した、言うならば生きたパラライザー。大量投入されればちょっと厄やつ介かいだよな。まあところが何らかの問題があって破棄されたか、逃げ出したか……〈連盟〉側としてはそのまま忘れてただろうが、何らかの理由であの麻雪が未だ稼か働どう中だという事に彼等は気づき、回収係を送ってきた。下手に〈学園〉に捕獲されればまずいとでも思ったんだろうな。〈連盟〉の魔法使い達が自分達で回収に来なかったのは、〈学園〉の魔法使いとの正面衝突を恐れたんだろう」

「〈学園〉と敵対している〈連盟〉がですか？」

「敵対してるからこそだよ。いざドンパチを始めるんなら、確実に勝てる手駒と戦術を揃そろえてからでないとな。そういう意味では下手に現時点で小こ競ぜり合いして、攻撃魔法の一つでも解析されてしまえば、その分、戦力の低下に繋つながる。現代は情報戦の時代さ」

　言って榮太郎は笑う。

「逆に言えば――そろそろ本気でドンパチやる準備を進めてるんだとも考えられるがね。まあそのあたりの話になってくると俺の判断するこっちゃねーわな。〈学長〉あたりの仕事だよ。彼は平和主義者なんでどうにも後手に回りかねないが」

「〈学長〉や寒さ河が江み教授の判断は？」

「現在、審議中」

　言って榮太郎は大きく体を伸ばした。
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　気絶から復帰した時――まず目に入ったのは拓人の心配そうな表情だった。

「大丈夫？」

　と尋ねる拓人。

　どうやらホテルの一室で寝かされていたらしい。拓人の問いに頷うなずいて――半なかば無意識の内に枕元に手を伸ばす。指先に触れた眼鏡を引き寄せて掛け、次いで同じくベッドサイドに置いてあったノートとペンを摑む。身を起こして彼女は拓人に向き直った。

　だが――

『大丈夫』

　そう書く手が自分でも震ふるえているのはわかった。

〈連盟〉の側の人間。かつて自分を殺そうとした者達。

　過去に埋まい葬そうした悪夢が墓穴の底から蘇よみがえってきたような気分だった。

　だがそれよりも何よりも鈴穂には気になる事が一つあった。

『麻雪は？』

「まゆき？」

『あの和服の女の子』

「ああ……あの子は」

　一瞬言葉に詰まったようだったが、拓人は溜め息をつくように言った。

「あの三人組が連れて行った」

『連れて行かれちゃったの？』

「――鈴穂？」

　鈴穂が顔色を変えたのが意外だったのだろう。拓人は首を傾かしげる。

『助けられなかったの？』

「…………」

　困ったような拓人の表情を見て、鈴穂は自分がおかしな事を言っている事に気付いた。

　あの麻雪という少女は拓人から見れば一度襲われた事もある『敵』だ。

　確かに拓人や榮太郎に麻雪を護る義理はない。

　しかし――

「どうしたの、鈴穂？」

「――ただいまなのである」

　そこへタナロットが扉を開けて入ってきた。

「おっ。スズホが再起動したのである」

「パソコンじゃないんだから……」

　困ったように言う拓人。

「スズホ、どれがいいであるか？」

　とタナロットが抱えているものを見せる。どうやら自販機で飲み物を買ってきたらしく、四本のペットボトルをベッドサイドに並べて置いた。

　そして――

「――起きたみたいネ？」

　タナロットと一緒にシンクラヴィアも入ってくる。

「えート。面目ナい」

　シンクラヴィアは後頭部を掻かきながら曖あい昧まいに笑った。

　どうも鈴穂を部屋に送った際、麻雪に一瞬で無力化された事を言っているらしい。

　ちなみに麻雪の『静止』能力はその発動の早さや対象物を選ばない緻ち密みつさこそ異常だが、これを解くのはそう難しいものではなく、榮太郎は簡単にシンクラヴィアのそれを解いて見せた。彼曰いわく『凍らせるよりも溶かす方が簡単』なんだそうで、『たとえ放っておいても百年くらいで術は解けた』そうである。

「まさか一瞬で固められちゃウとは思わなかっタものだカラ。まアさすがは、対神対魔兵器ではあるワね」

「兵器？」

　拓人が首を傾げて尋ねる。

「うン。榮太郎様によると多分間違いなイだろうっテ。〈連盟〉ノ兵器。人造精霊か何かだっテ話だけド」

「…………」

　鈴穂は視線を自分の膝ひざのあたりに落とす。

　兵器。〈連盟〉の兵器。

（なんだか違和感）

　素直に納得できない自分がいる。

　あの麻雪という少女とまともに向き合っていたのはそれこそ一時間にも満たない間ではあったのだが、何というか――あの少女が『兵器』なのだと言われると違和感が残る。

　それは可愛らしい少女の姿をしていたせいか。

　それとも……表情には乏しい癖くせに何処か縋すがり付くような眼をしていたからか。

　かつての自分のように。

「結局、どうするんです？」

「まあ〈学園〉上層部の決定待ちって事デ」

「わかりました。でも鈴穂は早めに家に帰してやりたいんですけど」

　拓人が言うのを聞いて――反射的に鈴穂は拓人の腕を摑んでいた。

「――鈴穂？」

「…………」

　思わず何か言いかけて――自分が喋しやべれない事を改めて思い出す。

　鈴穂は俯うつむいて『何でもない』とノートに書いた。
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「――困ったもんだね」

　マリエラは肩を竦すくめた。

　彼女の前にはミハイルとガントの姿もある。ついでに言えば眼を中心に頭部を覆おおうようにして簡易封印の呪符をべたべたと貼られた上に、鎖でぐるぐる巻きにされた麻雪も側そばに転がっている。あまりといえばあまりな扱いだが、元々彼女は対神対魔兵器として造られた試作品の一つであるから、これだけの手を尽くしても正直、無力化に関しては『万全』とは言い切れない部分があった。

　彼女等がいるのは――なんとカマクラの中だった。

　もっとも普通のカマクラではない。半径は四メートル弱、中には椅子型に盛り上がっている部分もあり、何から何まで白い事とドーム状である事を気にしなければ普通の部屋のようにも見える。ついでに言えば見た目は雪に見えても、このカマクラはミハイルの能力で造られたものなので、対戦車砲の直撃を受けてもびくともしない頑丈さをも備えている。

　だが――

「ま――我々はいざとなれば切り捨て可能な蜥蜴とかげの尻尾ですからね」

　とミハイルが肩を竦める。もう酔いはさめたらしい。

「まあわざわざこの子を回収させに私らを派遣した訳だから、そう簡単に見捨てるって訳でもないだろうけどね。逆に言えばこの子と、〈連盟〉の情報を手みやげに〈学園〉側に寝返るって選択肢もある訳だ」

「そりゃそうですが。姉あね御ご、そういうの嫌いでしょう？」

「姉御って言うな。まあこういう仕事だからね、最低限のけじめはつけとかないと、誰からも相手にして貰もらえなくなるし」

　言ってマリエラは苦笑する。

　実を言えば――彼女等は行き詰まっていた。

　本来、彼女等は五十年前、〈連盟〉の対神対魔兵器として試作された麻雪の回収に来たのだ。太平洋戦争直後の世せ情じようの乱れは、〈連盟〉にも少なからず影響を及ぼし、『失敗作』としてデータ採取後は破壊される――機密保持の関係から稼働状態で〈学園〉の手に渡っては困るからである――はずであった麻雪は、当時の関係者の手違いから、完全に破壊されずに廃棄された。

　廃棄された麻雪は記憶のほとんどを失いながらも再起動、破損箇所の自己修復をしながら彷徨さまよった挙げ句、北海道の寒村にて事情を知らぬ一般人に拾われる事になる。ちなみに麻雪の〈連盟〉での呼称は『対神対魔試作兵器九八号』であって『麻雪』という名前はこの際に付けられたものだ。

　この後、地元住民とのトラブルから麻雪は能力を発動、村を追われ、その一年後から村人がぽつぽつと神隠しで行方不明になっていく。最終的に村人の大半が行方不明になった訳だが、戦後の混乱期という事もあってこの情報は〈連盟〉に届かず――それと麻雪を結び付ける者もいないまま、五十年近くが過ぎた。

　だが……インターブレイン社がこの寒村の跡地を買い取り、リゾート地を計画して現地に人間を派遣して工事を開始すると、ぽろぽろとまた行方不明者が出だした。当初は単に思ったよりもきつい作業内容に、労働者が逃げただけかと思われていたが――一挙に十数名がいなくなった件でインターブレイン社も秘ひ密みつ裏りに調査を開始した。無論、秘密裏だったのは、何十億とかけて開発したリゾート地にいらぬ噂うわさが立つのを防ぐためだ。

　だが、その動きは大企業や政界に何本もの枝を伸ばしている〈連盟〉の察知する処ところとなり……過去の記録、その他を調べた上で〈連盟〉は麻雪の存在を特定、回収係としてマリエラ達三人が派遣される事になったのだ。

　ところがマリエラ達が派遣された直後から〈学園〉側の動きが活発化。〈連盟〉はこれに過敏に反応し――結果、〈学園〉の動きを気にして身動きが取れない状態である。

　本来ならばとっくにマリエラ達を迎えに来るはずの〈連盟〉の魔法使い達からは『現状で待機せよ』との連絡があったのみで、既に半日が経過している。

　徒歩で脱出するにはあまりに交通の便が悪いし、マリエラ達の超能力もあまり長距離の移動には向いていない。ガントの空間操作能力は極めて限定的なもので、せいぜい数百メートルしか移動できないし、ミハイルの〈八はち部ぶ衆しゆう〉には飛行能力のあるものもいるが、長時間はミハイルの集中力が続かず、またあまり目立つ移動方法は昨日の魔法使い――サクマエイタロウとかいう男に察知される可能性も高い。

　要するに――雇い主クライアントが身動きが取れないので、マリエラ達まで身動きが取れなくなっているのである。どこぞで車でも調達する事も考えたが、そもそも民家が近くにないので車すら通りがからない。かといってこのあたりで唯一車がありそうな場所、即すなわちホテル〈ミルキイ・ヒル〉に戻る訳にもいかない。

「まああと一日待って連絡がなければ、何かこっちで対策を講じた方がいいだろね。こうしている間にも見つからないとは限らないし――まああの〈学園〉の魔法使いと使い魔達が今でもこっちを追ってこようって思ってるなら、だけど」

「可能性としては低いんじゃないですか」

「まあ無理して失敗作の兵器を追ってくるかどうかは疑問だわね」

〈連盟〉がマリエラ達に麻雪の回収を命じたのはあくまで万一の場合――麻雪の魔力回路を解析されて〈連盟〉独自の技術が〈学園〉に流出する事態を恐れての事である。だが麻雪は元々五十年も前の試作兵器なので既に彼女の中の魔力回路の多くは、技術的には旧式に属しており、失敗作でもある為に、あまり重要視されていない。単なる雇やとわれ者のマリエラ達が回収に派遣されたのもその為だ。

　そんなものを危険を冒して彼等は奪いに来るだろうか？

　実の所――あのホテルでわざわざマリエラやミハイルが何度も『手を出さなければ見逃す』と主張し、麻雪の事を『失敗作』と呼んでいたのは敵の追撃の可能性を少しでも減らす為である。つまり『これはお前達が追ってくる程のものではない』という示し唆さを行っていた訳だ。

「――だが」

　ぼそりとガントが言う。

「実利と効率の外側に住むからこその魔法使い――彼等の行動を単純な損得計算で見切った気になるのは危険だ」

「……ま。そりゃそうね」

　言ってマリエラは肩を竦めた。





＊






　白い白い――まるで一瞬を切り取ったかのように静止した村。

　本物と見まがうばかりに、精巧せいこうで緻ち密みつな、しかし時間だけがぽっかりと欠落した世界。

「……間違いない。あの子の力で『静止』させられた人間だな」

　あたりを見回して榮太郎が言う。

　彼の側には拓人、タナロット、鈴穂、ファルチェもいる。エーネウス、ミヤビ、シンクラヴィアの三さん柱ちゆうはそれぞれ別行動で村の中を調査していた。

　麻雪の一件はさておくとしても、ホテルの人間が『静止』させられて囚とらわれているのであれば解放してあげたい――拓人の希望で一同はプチネウス六号の発見した村にやって来たのだ。

　その村は谷間の端……ただでさえ山と山が重なり合って他からは視線の届かない上に、崖が庇ひさしのようになって覆い被かぶさっているような場所にあった。日の光もほとんど届かず、盆地どころか檻おりのように周囲から閉ざされた雰囲気さえある。

「しかし此処に住んでいたんですかね、あの子」

　拓人が手近にある家の壁に触れながら言う。

　汚れ一つない壁だが、何というかそこには歳経たもの独特の黴かびくさい空気がまとわりついているかのようだった。恐らくは麻雪の力で静止させられた雪が、何年も何十年もこうして建っているのだろう。

「間違いないだろうな。ほれ――あの辺の連中なんかは、いかにも戦後すぐって恰好してるし」

　榮太郎が指差した方向には、もんぺを履いた中年女性が頭に洗濯物を載せた状態で凍り付いていた。他にも小さな布で破れた箇所を継ついだり接はいだりして修しゆう繕ぜんした服を着た子供の姿もある。いかにも物資が未だあらゆる方面で不足していた頃の恰好であった。

　しかし同時にその隣となりには、デジタル時計を腕に巻いてスーツを着たホテルマンが、コードレス電話を片手に立っていたりするのだ。

「何が目的だったんでしょう？」

「うーん。そういう趣味とか。わからんけど」

　と榮太郎。まあ……人間でないものの感覚など人間には理解できないと言われてしまえばそれまでではある。

　しかし――

『寂しかったんじゃないでしょうか』

　そう書いて示したのは言うまでもなく鈴穂である。

「寂しい？」

　尋ねる拓人に鈴穂が頷いてみせる。

『私も経験があります』

　鈴穂は村を見回しながら言った。

『対人恐怖症が一番酷ひどかった時。私、家から出る事もできませんでした』

「…………」

　拓人が微妙な表情を見せる。

　彼はその頃の鈴穂を知っている。最も酷かった時は拓人でさえ鈴穂の側には寄れなかったのだ。母親以外の人間が近付いてくると、錯さく乱らんして暴れ回ったからである。

『他人が怖くて。特に男の人達が怖くて。だから学校にも行けなくて。でも、家に閉じこもっていればそれでいいかっていったらそうでもなくて』

　鈴穂は泣き笑いのような表情を浮かべて書きつづる。

『一人でいるのは寂しいんです。怖いんです。母が一緒にはいてくれましたけど、それだけじゃやっぱり寂しいんですよ。我わが儘ままな話ですけど』

「……それで？」

　榮太郎が先を促す。

　拓人は表情を曇くもらせて黙り込んでいる。タナロットもこれが真面目な話だとわかっているのか、一切口を挟まずに黙って聞いていた。

『一人は寂しい。怖い。でも誰かに会うのも怖い。何か酷いことをされそうで』

　それは無理もない話だろう――大人に殺されかけた子供の感覚としては。

『だからしばらくはずっと家の中にたくさん縫ぬいぐるみとか人形とか持ってました。それで人恋しさを紛まぎらわせようとしてたんです。だって人形は私を殺しに来たりとかしないし、縫いぐるみは私を化け物って罵ののしったりしないし』

「…………」

『それと同じじゃないんでしょうか』

　鈴穂は近くに固まったままの男性を見ながら言った。

『側に寄り添いたい。でも怖い。動くと、殴なぐられたり酷いことを言われたりするから。私、あの子にどうして村人を静止させたのか聞いたんですけど、最初は男の人に襲われたからだったらしくて。反射的に能力を使って止めたら、周りが怖がって、挙げ句に――』

「まあそこら辺は珍しい話じゃないわな」

　と榮太郎。

「つまり……」

　拓人が呻うめくように言った。

「彼女は、その麻雪って子は、寂しさを紛らわすために人をさらって……けど動くと怖いから静止させたまま此処に並べたって事？」

『多分……』

「そんな……」

　拓人は絶句して白い村を見回した。

　もし本当にそうだとしたら。鈴穂の言う通りなのだとしたら。

　なんて虚むなしい行為なのか。

　一人が寂しいからと他人をさらい、けれど他人は怖いからと人形化させて側に並べる。

　気持ちはわからないではないが……そんな事を何万回繰り返した処で、心の飢えは満たされたりはしないだろう。

　あるいは――それは麻雪もわかっていたのかもしれない。

　わざわざ人里まで降りてきて人間をさらわなかったのは――それが世間で騒がれる程の数にならなかったという事実からすれば、彼女自身も人間を静止させてさらうのを良い事だとは思っていなかったのではないか。

　だが、しばしばアルコール依存症の人間が誘惑に耐えかねて酒に手を伸ばしてしまうかのように、近くに人間の姿があれば彼女は発作的にそれをさらってこの村の一部に加えていたのだろう。

　しかし……ここまでの精密な村を造り、村人を置いてみても、それは結局『実物大の模型』に過ぎない。此処には人間の営みがない。日々の生活や、喜き怒ど哀あい楽らくや、生老病死や、人間を人間たらしめているものが根ね刮こそぎない。

　永遠に静止した世界。永遠に紛まがい物から抜け出せない世界。

　触れる事はできても……触れられる事ができない世界。

　それは結局、寂しさという飢えを満たしてはくれないのだ。

『少しあの子と話をしましたけど、本人は悪い子じゃないように思えるんです。確かに人をさらったりして自由を奪うのは良くないけど、でもあの子は未だ誰も傷付けてないです』

「それはどうかな……」

　榮太郎は言った。

「浦島太郎の気分は浦島太郎にしかわからないだろう。ホテルの連中なんかはともかく、何十年も前にさらわれた連中は、もうほとんど知人や親しん戚せきも死んでいなくなってる訳だろ？　何十年もの時間に置き去りにされる苦痛が、例えば骨折とかの苦痛より軽い、なんて事は言えないんじゃないか？」

「…………」

　鈴穂は俯く。

　それは榮太郎の言う通りだろう。鈴穂は単に自分の経験からあの麻雪という少女に感情移入しているだけだ。公平さを欠くと言われればその通り。

　しかし――

「先輩」

　拓人が鈴穂の肩に手を置きながら言った。

「あの子、どうなるんでしょう？」

「うん？　まあそうだな――」

　腕を組みながら榮太郎は言った。

「多分、解体処理されるな」

「…………！」

　思わず鈴穂が驚きよう愕がくの表情で顔を上げる。

「恐らく『機密漏ろう洩えい』を防ぐための回収だからな。連中は『失敗作』って断言してたし。技術的にはもっと進んだものがもう造られてるだろうし、あくまで『〈学園〉側に〈連盟〉の兵器技術の解析をさせない』というだけなら、解体処理しちまうのが一番早いし合理的だな」

　一同の間に重苦しい沈黙が横たわる。

　そして――

「……僕は」

　拓人が言う。

「彼女に罪がないとは思いません。やっぱり自分の為に他人を巻き込んでるのは良くない事でしょう。それは先輩の意見に賛成です」

「いやまあ、賛成とか反対とか、そういう問題でもないんだが」

　頰ほおを掻きながら言う榮太郎。

「まあそうかもしれませんけど。何にしても僕は、彼女は何らかの形で罪は償つぐなうべきだと思います」

「……それで？」

　苦笑しながら榮太郎が促す。

「ですから、彼女を解体処分などにはさせるべきではないと思います」

「…………詭き弁べんだな」

　榮太郎は言って拓人達に背を向ける。

「やっぱそう思われますか」

「まあな。とはいえ――」

　歩きながら榮太郎は言葉を続けた。

「詭弁は魔法使いの本質だからな。ま――乗せられてやろうじゃないか」
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　プチネウス九号はふらふらと小型飛行魔法具フライング・アイテム『チムチムチェリイ』にぶら下がりながら命じられた条件に合致するものを探していた。

　即ち――問題の超能力者三人組の姿か、それに類する何か、を。

「…………」

　眼下――不自然な位に綺き麗れいな半球状に盛り上がる雪面。

　プチネウス九号は首を傾げると『チムチムチェリイ』の回転数を下げて下降していく。

　ぽて、という感じで雪面に降りたプチネウス九号は『チムチムチェリイ』を畳んで背中に差すと、やけに大きなカマクラ状の物体へと近付いていく。

　首を傾げてしばし考え、プチネウスはそろそろとドームの周りを調べ始めた。

　その瞬間。

「――！」

　ぼこりとプチネウスの背後で雪面を割って出現する影。

　ガントである。

　反射的に前方へと跳ちよう躍やくするプチネウス九号に、しかしガントが居合い気味に放った剣の一いつ閃せんが追従する。明らかに剣の斬ざん撃げき半径を上回る距離に逃れていたはずのプチネウス九号は、しかし次の瞬間胴体から真っ二つにされ、それぞれが光を放って消滅していた。

　後にはやはり真っ二つにされた『チムチムチェリイ』とプチネウスが背負っていたバッグだけが残る。

「…………始末した」

　ガントは言ってドームではなく、その近くの雪面へと声を掛ける。

「見つかったかしらね」

　ガントと同様に雪面を割りながら出てくるマリエラと、その横で顔をしかめて身を起こすミハイル。麻雪はミハイルが抱えていた。

　どうもずいぶん前からプチネウス九号の接近に気付いて、隠れていたらしい。やり過ごさなかったのは、魔法探知を欺あざむくような特殊技能がこの三人にはないからだ。

「移動するしかないかな」

「でしょうな」

　言いながら、ミハイルが溜め息をつく。

　ミハイルは露骨に溜め息をつきながら麻雪を引っ張り上げると、彼女を縛る鎖にベルト・ストラップを引っかけてバッグのように提さげた。

「じゃあ行くかな」

　マリエラが一同を促して歩き出す。

　そして――彼女等は最後まで、プチネウス九号のバッグの中で、携帯電話が通話中のランプを瞬またたかせている事には気付かなかった。
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「――九号の携帯から連絡が入りました」

　支配人室でパソコンをいじりながらエーネウスが言う。

「位置は各々の携帯に転送します。準備よろしいですか？」

『ＯＫ』『はい』『いいのである』『はい』

　次々とパソコンのディスプレイに頷く者達の姿が映る。

「では御主人様。御願いします」

『了解』
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　雪原を行軍するマリエラ達の後方――数百メートル。

　虚こ空くうに突如として細波が生じた。

　風景がぐにゃりと歪ゆがんで色彩が入り交じる。まるで石を投げ込まれた水面を見ているかのような光景であった。

「――！」

　空間の異常を感知したのは言うまでもなくガントである。

　振り向き様に剣を抜くが――しかし剣の長さ以上の間合いを持つ彼としても、さすがに数百メートルの距離は射程外である。

「ガント？」

「追っ手だ」

　振り返って尋ねてくるマリエラに短くそう言ってガントは身構える。

　だが――

「じゃあこれをよろしく」

　と彼の背に麻雪が押し付けられる。

「…………」

　怪訝そうに振り返ったガントに、ミハイルがにやにや笑いながら言った。

「旦那の能力は殿しんがり向きじゃないでしょ。ここは俺が恰好いい処を見せる番ですよ」

「そりゃそうか」

　とマリエラも同意する。

「ガント。あんたがその子を依頼主に届ける役目だ。どうしても駄目なら多少無理してでも空間転移繰り返して離脱しな」

「…………了解した」

　頷いて麻雪を抱えると、ガントはそのまま雪原を走り出した。

「姉御も早く」

「姉御って呼ぶなつってんだろ。じゃあ此処は任せたよ」

「任されましたよ」

　にやりと笑うミハイル。

　同時に――

「みゅ――ッ!!」

　やたら元気な雄お叫たけび――ではなくて雌め叫たけびか？　――を上げながら空間に刻まれたシフト・ポータルから出現したのは、タナロット以下六名だった。

　どすん！　と物凄い音と雪を巻き上げながら着地したのは三台のスノーモービル。

　それぞれ榮太郎、ミヤビ、シンクラヴィアが運転しており、その背後にはスキーを履いて引っ張られる拓人、タナロット、そして鈴穂の姿がある。さすがに無茶をしているせいか『きゃあああああ!?』とか書いたプラカードを鈴穂が振り回していたが。

「――さて」

　ミハイルは両手を広げて言った。

「名めい誉よ挽ばん回かいだ〈八部衆〉。引きこもりクンの妄もう想そうでも極めればここまで凄すさまじいってのを見せつけてやろうぜ？」

　ミハイルが言ったその瞬間。

　ぞわりと雪原から八つの影が立ち上がる。

　天てん王のう。竜りゆう王おう。夜や叉しや王おう。乾けん闥だつ婆ば王おう。迦か楼る羅ら王おう。緊きん那な羅ら王おう。摩ま呼こ洛ら伽が王おう。そして――阿あ修しゆ羅ら王おう。天てん竜りゆう八はち部ぶ衆しゆう、あるいは天竜鬼き神じん衆しゆう。古代インドにては悪鬼、魔神、破壊神とされ、帝たい釈しやく天てんとの戦いに敗れた後は仏法に取り込まれその護法神として認識される強大な神々。

　無論、ミハイルのそれは彼が伝承に言う八部衆を基に想像力によって構築したものであって、本物ではない。だがそれだけにその能力と武装はミハイルの都合によっていくらでも変わる。事実、雪原に仁王立つ護法神達はいずれも全長八メートル余り、手にはコンバット・ナイフからグレネード・ランチャーまで、様々な近代兵器が備わっており、それを軽々と構えるその姿は、神というより巨大ロボットの様相を呈していた。

　その中の一体、八部衆の長とも言われ、非ひ天てんの別名を持つ阿修羅がミハイルの側に移動、六本ある腕の内の二本を動かして、ミハイルを抱き上げ――胸部装甲を展開。彼を己の内側に格納してしまった。

　益々巨大ロボである。

「これで前のような手は使えないぞ？　どうする魔法使い！」

　雪原に展開する八部衆。

　一斉に異い形ぎようの手が火器を構え、躊躇ためらいもなく発砲した。

　護法神のサイズに巨大化された拳銃が、ライフルが、散弾銃が、マシンガンが、グレネードランチャーが、砲弾のような攻撃をまさしく雨あられと降らせ、それらが着弾する衝撃でまるで雪面は沸ふつ騰とうしたかのように泡立つ。

　だが――

「ＹＹＹＹＹＥＡＨＨＨＨＨ！」

　ゴーグルを付けて楽しげに叫ぶ榮太郎。

　三台のスノーモービルは沸き立つ雪原の中、弾道と弾道の隙すき間まを縫うようにして走行。それを追って護法神達の砲撃が次々と白い地平にクレーターの如ごとき大穴を穿うがっていく。

　榮太郎の後ろ――スキーを履いて牽けん引いんされている拓人が、背中に携えていた杖状態のファルチェを構えた。じゃきん！　と音を立てて端子が展開、呪文増幅用の祈き禱とう車しや二基が相互反転しながら回転、拓人の周囲に肉眼でも確認できる様な巨大な魔法陣を形成。

「我は……タクト……なり……理ことわりと法……猛きを以て……――顕あらわれよ爆炎！」

　スノーモービルのたてるエンジン音の間から切れ切れに響ひびいてくる呪じゆ文もん詠えい唱しようの声。

　そして――

　轟！　――と寒気をぶち抜く爆発的な音と共に護法神達の手前の雪面が弾はじけ飛んだ。魔法機杖によって増幅された強大な破壊力が分厚い積雪の層を抉えぐり、大量の雪片と蒸気と水滴を辺りに充満させる。

「――！」

　ミハイルは瞬間的に相手の意図に気付いて迦楼羅――金こん翅じ鳥ちようの異名を持ち巨大な翼を背負う護法神に命じて烈風を発生させる。視界を遮さえぎるものを強制的に排除し、同時に他の八部衆達が手にした火器を連射する。

　しかし――

　消え切らぬ白煙の向こう側からぬっと巨大な拳が出現する。

　それはミハイルを内蔵している阿修羅の顔面に命中した。

「ごあっ!?」

　さすがに自分自身を内蔵している阿修羅を虚無化して攻撃をかわす事もできず――それでは自分がそれをもろに受けてしまう――衝撃を受けたミハイルが苦く鳴めいを漏らす。

　それとは対照的に――

「わーははははははははは！」

　馬鹿みたいに響く笑い声。それは……拳こぶしの向こう側から響いてきていた。

「なんだ!?」

　ぬっと出現する巨大な影。

　阿修羅よりも更に二回りは大きいその姿は――

「見よ！　我等の超合体魔法ロボ！　名付けて――」

　全長十二メートル。切り返しの早そうな長く細い四し肢しに加えて、滑らかな線を描いた肩部、腰部を覆う追加装甲、後方に伸びたフレキシブルなバランサー。白と黒を基調にしたカラーリング。優美とも言えるその姿……

　それは。

「メガネウス！」

　巨大な犬耳尻尾付きのメイドさんだった。
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　同時刻――パソコンに映し出される巨大メイドの映像の前で突っ伏して身を震わせているエーネウスの姿があったりするが、それはまあどうでも良い事かもしれなかった。
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　メガネウスの胸部に設けられた操縦席で呵か々かと笑いながら榮太郎は言った。

「ははははははは。恐れ入ってぐうの音も出まい！」

　レバーとペダルを操作してメガネウスを前進させる榮太郎。人型機械をどうやってその自由度低そうな操縦装置で操っているのか？　と機械制御に詳しい者がいたら突っ込みそうだが、佐久間さくま榮太郎という人物に道理を以て対するのはとことん野や暮ぼというものである。

「メイドパンチ！」

　榮太郎の叫びと共に繰り出されるメイドの鉄拳。

　がごん、と阿修羅は顔面にその一撃を食らってよろめく処に――

「メイドキック！」

　すらりとしたメイドの脚が旋回し、ローヒールが阿修羅の胴を薙なぐ。

「メイドファイヤーッ!!」

　更に襟元のリボンから発せられた赤い光線が、ビビビとかレトロな音を立てながら阿修羅に命中、どういう原理なのかいきなり爆発する。さすがに魔法ロボ、物理法則とかはまるでお構いなしであった。

　だが――

　どん！　と雪を蹴立てて阿修羅が起きあがり、意外に身軽な動作で距離をとる。

「む？　必要以上の生命力」

「……な、な、なんだそれはっ!?」

　阿修羅の胸のあたりからミハイルの狼ろう狽ばいしきった声が響いた。

　まあ確かにこんな問答無用なものが出てきたら大抵は驚くだろう。

「何い時つの間にそんなものを――」

　いくらなんでもミハイルの〈八部衆〉を見てから用意したとも思えない。

「こんな事もあろうかと普段からコツコツ、極秘の内に、神の名において鋳ちゆう造ぞうしていたのだ！　今回、お前の八部衆を見て、急きゆう遽きよ〈学園〉から転送してもらったのだが……」

「極秘の内に？」

　首を傾げるのはやっぱり操縦席にいるミヤビである。確かに半ば榮太郎の助手役をしているミヤビやシンクラヴィアさえこのメガネウスの存在を知らなかった訳だが。

「なんでまた？」

「ばれたらうちのメイドに殴られるからだ！」

「…………」

　とりあえずミヤビ達は黙り込む事にしたらしかった。

「くっ――〈八部衆〉！」

　ミハイルの叫びと共に阿修羅以外の七体が――その姿を揺らめかせて消滅。

　そして。

「――おおっ!?」

　何な故ぜか嬉うれしげに叫ぶ榮太郎。

　消滅した七体を吸収したかのように、次の瞬間、ミハイルを内蔵した阿修羅はぐにゃりとその輪郭を歪ませると、一気にメガネウスと並ぶ程の巨体に成長していた。

「そのふざけた価値観ごとぶっつぶしてあげます!!」

「はっはっは――アクション！」

　ミハイルの怒り狂った叫びと榮太郎のやたらと嬉しそうな叫びが交差する中、巨大仏像と巨大メイド像は雪原の真ん中で激突した。

　…………世も末である。
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　ミハイルが榮太郎のペースに巻き込まれて頭に血が上り、すっかり殿役の意味を忘れ果てている頃。

　充分にスノーモービルで加速したスキーの拓人、鈴穂、タナロットはオリンピック選手も真っ青の速度で斜面を滑走していた。

　一応、榮太郎のスキル・インプランターで、スキー技能のひと通りは三名とも植え付けられている訳だが、このスキル・インプランターの最大の欠点は、被移植者の意識までは改善してくれない事である。

　という訳で、物凄い速度で雪面を滑りながら鈴穂はストックと一緒に『きゃあああああああっ!?』と書いたプラカードを振り回しており、拓人も若干表情が引きつり気味である。タナロットは全く頓とん着ちやくせずに「みゅーっ!!」と叫んで楽しそうであるが。

　そして。

「――まったく」

　滑走する拓人達を迎え撃つ赤いコートの女――マリエラ。

「因いん果がな商売だね。お子様をぶっ殺すのは趣味じゃないけど」

　コートのポケットに両手を突っ込んだままマリエラは拓人達の真正面に立っている。

「悪いけど先手必勝なんでねっ!?」

　うおんっ――空気が鳴く。

　必殺の念動力サイコキネシス。一撃で榮太郎達を壁に貼り付けた事からもわかるように、その威力は膨ぼう大だい。

　それを証明するように、見えないブルドーザーが進んでいるが如く、雪面がごっそりと抉られる。見えぬはずのＰＫの軌道が見えるのは拓人達には有利に働く環境ではあったが――

「わあああああああっ!?」

　それでどうこうできるような規模ではなかった。

　横幅五十メートルにも達する思念の鉄てつ槌ついが時速三百キロで拓人達を襲う。坂を昇る理不尽な雪崩なだれを巻き起こしながら迫る圧倒的な破壊力。

　咄とつ嗟さに拓人がファルチェの高速詠唱機能スピードキヤストを使いつつ防御魔法を詠唱してこれを防御。だが、膨大な力の奔ほん流りゆうは、拓人達をまとめて吹っ飛ばした。

　冗談のように高々と空中に舞い、ぼすんぼすんぼすんとそれぞれの場所に落下する三名。

「あとは一人ずつ叩き潰つぶしていくだけだわよ。簡単簡単」

　肩を竦めてそう言うと、マリエラは悠ゆう然ぜんと歩いていく。

　とりあえず手近な処で雪面から突き出している褐かつ色しよくの肌の腕を見据えて、ＰＫを――

「――!?」

　ずぼり――と腕が雪の中に引き込まれる。

　反射的に放ったマリエラのＰＫが轟ごう音おんと共に雪面を叩き、巨大なクレーターを穿うがった。

　しかし――

「――っ!?」

　もこもこもこもこと雪面に何やら盛り上がりが連なって発生していく――漫画で出てくるモグラの動いた跡のように。恐らくはタナロットが雪の中をトンネルを掘りつつ移動しているのだろう。

「ちっ！」

　更にＰＫで殴おう打だ。どん！　と雪面はへこむものの、盛り上がりはそのまま絶好調な感じでマリエラの周りを動いている。

「ええい、オケラかおまえはっ！」

　ＰＫ乱れ撃ち。

　どかどかどかどかと見えない鉄槌が、雪の下の敵を叩くが、いずれも空振り。敵はどうやって掘り進んでいるのかと戦せん慄りつしてしまう程の速度で、マリエラの攻撃をあざ笑うかのように、縦じゆう横おう無む尽じんに走り回っている。

　ムキになったマリエラは更にＰＫで雪面を攻撃。元々気が短いタチなのである。

　だが――

「――!!」

　視界の隅すみで動くものが彼女の注意を引く。

　いびつな形状の剣を携えて、雪面を走る少女。

　鈴穂である。

「――行かせな……」

　反射的にそちらにＰＫを放とうとしたマリエラだが、鈴穂を振り返った瞬間に、ぼこりと彼女めがけて雪面から飛び出してきたものがある。

　タナロットだ。

「みゃ――ッ!!」

　高々と跳躍し――褐色の肌の少女はマリエラめがけて急降下。

　しかし咄嗟にマリエラが切り替えたＰＫの一撃がタナロットをぶっ飛ばす。

「みょおおおおおおおおおっ!?」

　くるくると糸の切れた凧のように回転しながら吹っ飛んでいってぼすん、と雪の中に突っ込むタナロット。マリエラはすぐに視線を鈴穂の背中に戻すと、ＰＫを発動――できなかった。

　続けざまに叩き込まれた〈魔弾〉が彼女の視界を遮ったからだ。

　機関銃のようにぼすぼすと音を立てながら一直線に迫ってくる〈魔弾〉の弾だん痕こんを避けてマリエラは後方に跳躍、更にＰＫを自らの脚に弱めに当てて距離を稼ぐと、彼女は二十メートル近くを後退して〈魔弾〉の連射をかわした。

「……次から次へとうざったいね!!」

「すいません」

　喚わめいたマリエラに、思わず素直に謝ってしまう拓人。

「でも僕の従姉妹を潰される訳にはいきませんし」

「じゃああんたが代わりに潰れなさい!!」

　マリエラは拓人を振り返って言った。

　圧倒的なＰＫが殺到し――防御魔法ごと吹っ飛ばされる拓人。

　とどめとばかりに振り上げる不可視の巨大鉄槌。

　だがその瞬間――

「――ぶっ!?」

　直径一メートルにも及ぶ雪玉がマリエラを直撃。

　吹っ飛ばされてから慌てて身を起こして振り返ると、タナロットが第二の巨大雪玉を丸めている最中だった。

「だああああっ！　うざったい!!」

「すみません」

　言いつつも――拓人はマリエラに反撃の隙を与えず〈魔弾〉を放ち続けた。
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　意外な事に、ガントは立ち止まって鈴穂が一定の距離にまで追いつくのを待っていた。

　麻雪は近くに生えていた木の枝に引っかけてぶら下げられている。

「…………」

　鈴穂は〈ワルプルギス〉を起動させ、構える。

　怖い。物凄く――怖い。

　ガントの能力が如い何かなるものをも切り裂くのは自分の目で見て知っている。

　榮太郎によると、恐らくガントの能力は空間転移――テレポートと呼ばれる能力であろうとの事であった。

『恐らくあのガントって男はテレポート能力を持ってる。だが恣し意い的てきにこれを使うのはかなり難しいはずなんだよな。だからあの男は、自分の能力を『剣』に込める事で制限し、制御が利く状態にしてるんだと思う』

　と榮太郎は言った。

『あの剣は実の所、何かを『斬って』るんじゃないんだよ。剣の刃やいばに沿って展開された転移用のフィールドが、触れたものを転移させているんだと思う』

　つまり触れたものを強制的に空間転移させるという事は――刃の触れた部分が消失するという事だ。鋭い刃を強制的に挿そう入にゆうして切断するのではなく、物体と物体を繋ぐ部分を消し飛ばす事によって『断だん絶ぜつ』を産む能力。それこそがガントの剣の正体だ。恐らく剣が届かない処を斬っていたのは、剣の動きに合わせて転移フィールドを――恐らくそれは糸のように細く絞られたものであろうが――を飛ばしてやはり断絶させていたのだ。

　ガントの能力はわかった。

　だが――それをどう防ぐ？

　榮太郎の説が正しいのならば、どんな盾を備えようと無駄だ。たとえ防御力場を魔法で展開しようと、空間ごと斬られるだけである。恐らくダイヤモンドの剣身を持つ〈ワルプルギス〉とて、その刃を受け止めれば二つに分断されて終わりだ。物質的な強度など関係なく鎧よろいに包まれていれば鎧ごと、盾をかざしていれば盾ごとガントの剣は相手を斬る。

　はっきり言って鈴穂に勝ち目はほとんどない。

「――娘」

　ガントはふと思いだしたかのような口調で言った。

「何故に我等を追う？」

『その子を……麻雪ちゃんを返してください』

　鈴穂は左手でノートをかざした。

「これは我等の依頼主の造ったものだ」

『だからどうだっていうんですか』

　膝が萎なえそうになるのを堪こらえながら鈴穂はノートにペンを走らせた。

『だから棄すてて、生きてるのがわかったら今度は回収して殺すんですか』

「依頼主の思惑など我等は知らない」

　ガントは平然と言った。

「娘。お前の思惑は何だ？　何故にこの『失敗作』を追う？　同情か？　憐れん憫びんか？　それとも博はく愛あい精せい神しんか？」

『全部違います』

　鈴穂ははっきりとそう書いた。

『自分のためです』

「――ふむ？」

『自分が自分の好きな自分である為です』

　書く手が震えているのがわかったが、鈴穂は止めなかった。ある意味でこの瞬間にガントが攻撃してくれば一撃で自分は真っ二つなのだが――何となくこの禿はげ頭あたまの男はそういう事をしないような気がした。

『自分が成るべきだった自分に帰る為です。私は自分が成りたい自分になれなかった。貴方の仲間に殺され掛けた事がきっかけで。私は喋る事さえできない。人が怖くてまともに他人の眼を見る事ができない。人間って怖いものだと思って、他の人に触れるのをとことん避けました』

「…………」

　ガントは無言。

『私は他人とまともにつながれない。他人を信じたいのに信じ切れないから。でもそれはその子も一緒。寂しいのに近寄れない。人恋しいのに罵られるのが怖くて言葉を交わせない。だから――』

「――それは同情ではないのか？」

『違います』

　鈴穂は書いてそれをかざした。

　自分自身にもはっきりとそれを自覚できるように。

『自分から歩み寄る事をその子に見せて上げる事ができれば、私も救われるんじゃないかって、思うから』

「左さ様ようか。ならば来い。全身全霊、全てを費ついやして我からその少女を奪え。どのような卑ひ怯きような手を使っても構わん。飾らず、恰好をつけず、身も蓋ふたもなく、全力で来い」

　言って――ゆらりと剣を構えるガント。

「他人に何かを示して見せるとはそういう事だ」

「…………」

　鈴穂はノートを棄てて〈ワルプルギス〉を構えた。
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　最早それは怪獣大決戦の様相を呈していた。

　巨大なメイドの腕が、脚が、尻尾が唸うなる。対して同じく巨大な仏像の六ろつ臂ぴが縦横無尽に攻撃を繰り出す。衝撃波が雪面を抉り、寒気を震わせる。

　――のだが。

　やっぱりメイドさんと仏像の戦いはどこまでもシュールだった。

「メイドさんラッガー！」

　巨大メイドロボの頭部に装着されていたフリル付きヘッドドレスがブーメランのように回転しつつ阿修羅像を攻撃。阿修羅像はこれを手にした機関砲で砲撃して弾くものの、破壊するには至らず、ヘッドドレスはそのまま異様な軌道を描きながらもメイドロボットの頭部に戻った。

「メイドさんレーザー！」

　メガネウスの眼から発せられた光線が阿修羅を直撃。どかんと爆発を胸に抱きながら阿修羅は倒れた。

　メイドさんに圧倒される破壊神。古代インド神話も形なしである。

　もっともこの阿修羅はミハイルの想像力の産物――つまりは強きよう力りよく無む比ひな彼のテレパス能力によって世界を騙だまして強制的に存在させられている物体である。要するにミハイルが気絶するか諦めるか、あるいは集中できない状態になるか――そうでもない限り破壊する事はできない。

「お……おのれおのれおのれっ!!」

　だが――完全にミハイルはキレちゃっていた。

　戦術も何もあったものではない。阿修羅もミハイルの激げつ昂こうぶりに連動して、何だかヤケ気味な感じで六挺の機関砲を打ちまくる。しかし――メガネウスはひょいひょいと、あまつさえ優ゆう雅がにスカートの裾も翻ひるがえしたりなんかしながら、かわしているのだ。はっきり言って脱力する事この上ない。

　それどころか――

「メイドさんミサイル！　メイドさんビーム！　メイドさんバルカン！　メイドさんドリル！　メイドさんハンマー！　メイドさんバズーカ！　メイドさんトマホーク！」

「ぐわあああああああああっ!?」

　隙あらば――ほとんど言ったもん勝ちのノリで雨のように降り注ぐ攻撃の嵐。

　不死身の阿修羅そのものは傷つかないのだが、その衝撃の全てまでは無効化できないらしく、ミハイルが絶叫する。

「貴様ああああああああっ!?」

　ミハイルを内蔵した阿修羅はがばりと起きあがって、喚いた。さすがにとことん頭に来るとそんな余裕などないのか、馬鹿丁寧だった口調が伝でん法ぽうなものに変わりつつある。

「なんなんですかそのいい加減な攻撃はっ!?　何なんだそのメイドなんちゃらってのは!?　ふざけるな――貴様真面目にやる気があるんですかっ!?」

「――ないっ!!」

　傲ごう然ぜんと榮太郎が言い切る。

　何が悪いか――と言わんばかりの口調で。

「全く――ないッ！」

「………………」

　ゆらり――と阿修羅の姿が揺ゆれる。

　まあこれだけボコボコにされた挙げ句に正面切って『真面目にやる気などない』とか堂々と宣言されれば気力も萎えるだろう。

　そこへ――

「必殺！」

　ぐわっ――とあまりメイドさんに相応しくない感じの音を立てながら跳躍するメガネウス。巨大なスカートが翻って巨大なその中身が丸見えだったりするが、巨大すぎてあまり嬉しくない。というか喜んでいるよーな余裕はそもそもミハイルにはない。

「メイドさんドロップキ――ック!!」

　阿修羅の頭部に回転を加えながらもろに炸さく裂れつするメイドさんの両脚。

　ずん……と雪原に鈍にぶい轟音が走る。

　メイドさんを頭部に乗っけたまま阿修羅が倒れたのである。そのまま巨大護法神は何度か激しく明滅を繰り返していたが――やがてそのまま色彩を薄れさせて消滅した。

「…………」

　そっとメガネウスが脚をどけると、大の字になったミハイルが雪面にめり込んだ状態で気絶していた。

「わははははははは。強いぞ僕等のメイドさん！」

「…………可か哀わい想そうに」

　笑う榮太郎の横からモニターに映るミハイルを眺ながめて、ミヤビがぼそりと言った。
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　一方――その頃のマリエラもキレかけだった。

　彼女のＰＫは確かに強大だが、その分、微調整が利かない。広範囲の敵をまとめて殲せん滅めつするには向いているのだが、近距離をちょこまかと動き回る、しかも複数相手を攻撃するにはどうしても向かない力なのだ。

「ええいもうっ!!」

　次々とＰＫで雪面にクレーターが穿たれていくのだが、タナロットは全く捕まらない。ウサギのようにぴょんこぴょんこと跳ねていたかと思うと、次の瞬間にはモグラのように雪の中に潜る。あまりタナロットに気を取られていると、拓人の〈魔弾〉が飛んでくる。で、今度は拓人に意識を向けるとタナロットの巨大雪玉が飛んでくるという寸法だ。

　先にマリエラの能力が『同時に二方向を攻撃できない』のを拓人達が知っている為に、二人は決して同じ処に集まろうとせず、どちらかといえば常に自分達の間にマリエラを置くような位置関係を意識しているようだった。

「ぐぬぬぬぬぬぬぬぬ……」

　マリエラは両の拳を握りしめてＰＫのイメージを再構築。

　同時に二つの目標を攻撃できない。それは事実。

　ならば――

「全部吹っ飛ばすまでよっ!!」

　叫びながらマリエラは切れ目なく円状に――全方位に向けて一斉にＰＫを発動させた。

　轟、と空気が鳴動し、彼女を中心に数十メートルもの雪がめくれ上がる。

　当然ながら拓人とタナロットも吹っ飛ばされて……

「――!?」

　いない。何処に――

「みゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　頭上から。全く真っ直ぐに。まるで何処かの巨大変身宇宙人のように拳を突き出しながら。

　タナロットが落下してきた。

「甘い!!」

　ＰＫの見えない拳がタナロットの拳に激突。

　重力加速込みの一撃を相そう殺さいする。

　ごん！　と鋼同士が打ち合うような音が響く。

　だが――

（……どうやってこいつは上に？）

　咄嗟に閃ひらめく疑問。

　確かに今タナロットは吹っ飛ばしたはずだ。それはきちんとマリエラの目が捕捉している。たとえそれに耐えたりやり過ごしたりしたとしても、こんな真上にいるはずがない。吹っ飛んだ位置と方向からして、タナロットがマリエラの真上に移動する時間はなかったはずだ。

　今さっきのＰＫの一撃で、上に投げ出されていたのは、大量の雪と――

「――杖!?」

　拓人が吹っ飛ばされた衝撃で手放した杖。

　マリエラが認識すると同時に――ゆらりとタナロットの姿が歪む。

「うまく騙せたのである。なんちゃって♪」

　にっこりと微笑ほほえみながら跳躍して距離を取る緑の髪の少女。

　タナロットに見えていたのは、この緑の髪の少女の上に重ねられた幻影だったのだ。

「おまえは？」

　思わずそう問うてから、反射的に振り返るマリエラ。

　その顔面に特大の雪玉が激突したのは、次の瞬間であった。

「んぎゃっ!?」

「みゃみゃみゃみゃみゃ――っ!!」

　ピッチング・マシンのように雪玉を投げまくるタナロット。

「あー……タナロット」

　むっくりと雪の中から身を起こした拓人が言った。

「適当な処でやめなよ」

「みゃみゃみゃみゃみゃ――っ!!」

　聞いているのかいないのか、尚も容よう赦しやなく雪玉を投げまくるタナロット。最も早はや、雪玉を投げるというより、雪をすくってはかけて相手を埋めているような状態である。

「ぐ……が……」

　マリエラは意識を集中してＰＫを使おうとするのだが、呼吸ができない。

　次から次へと押し寄せてくる大量の雪に――赤い超能力者は、溺れた。
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　――怖い。逃げ出したい。

　その想いが強い。

　鈴穂は〈ワルプルギス〉を握りしめながら考える。

　だがこれはけじめなのだ。

　恐怖に囚われた自分。過去に縛られた自分。

　全てを無効化する事はできなくても、一歩ずつ変えていく事はできるはずだ。

　だから示さなくては。

　誰もが敵ではない事を。世界には一杯一杯自分を好きになってくれる人もいる事を。

　無論――それは綺麗事だ。

　実際には自分を嫌う者がいる。たくさんいる。それはそれで真実だ。

　だが……本当にそれだけか？

　本当に自分を好きになってくれる人間はいないか。本当に自分を好きになってくれる人間の数は自分を嫌う人間の数よりも少ないのか？　そんなにも世界は脅きよう威いと悪意に満ちているのか？

　違う。世界のほとんどはきっと人間一人になんか無関心だ。

　鈴穂が引きこもろうと、誰にも会わないようになろうと、窓の外の世界は何ら変わりなく存在していた。彼女が一人破滅しようが、幸福になろうが、そんなもので世界は揺るがない。全く揺るがない。

　世界は――中立なのだ。

　だから。これはゲームだ。どれだけ自分を好きになってくれる人を獲得できるかの。嫌いになってしまう人よりも一人でも多くの人間を、自分を好きでいてくれる人間を獲得し、勝利する為の。

　だから待っているだけでは駄目だ。かつて人形に囲まれた『王国』から鈴穂が自らの脚で出て拓人に寄り添ったように、周りを見て、積極的に関わって、そうして――自ら勝ち取らなくては。

　それは未だ鈴穂自身にも完全にはできない事ではあるけれど。

　しかしそうするべきだと彼女は思っている。

「…………」

　木にぶら下げられたままの麻雪に一いち瞥べつを送る。

　それを、麻雪に示さなくては。それを全力で示してこそ自分も他人を信じる事ができるようになるのではないのか。まず信じる事。信じている事を自分で自覚する事。自分が信じれる事を信じる事。

　そうしなければ麻雪にも――誰にも綺麗事は語れない。

　麻雪はどうやら気がついたらしかった。何やらもぞもぞと身体を動かしている。だが彼女の能力の基本たる視線を封じる呪符が貼られたままで、身体は鎖に繋がれたまま。今の彼女に状況を打開する力はなかろう。

　やはり鈴穂が何とかするしかない。拓人達を待つというのも手だが……

「行くぞ。娘」

　ガントが宣言して前に出る。

　勝つ方法。どんな汚い手でもいいから勝つ方法。

　鈴穂の頭の中で様々な考えが乱れ飛ぶ。

　恐らく勝負は一瞬。

　剣の戦いでは勝てない。絶対に勝てない。相手はそもそも剣の扱いに慣れている上に、どんな物体でも――現象ですら空間内に存在する以上は必ず断絶させる超人だ。

　対して鈴穂はただの高校生である。

〈魔力侵奪能力〉は超能力者には通用しない。魔力と超能力は似て異なる力だからだ。魔族神族や魔法使い相手なら、リボンを解けば互角以上の戦い方ができるはずだが、相手が超能力者では意味がない。

　いや。それでも蒼い髪の鈴穂に変わった方が良いかもしれない。気力という意味ではあちらの方が遙かに上だ――同じ人間とは思えない位に。

　ならば……しかし……

「――……」

　ガントが前に踏み出しながら剣を振りかぶる。

　時間がない。逡しゆん巡じゆんしている暇はない。

　どれだけ馬鹿馬鹿しい賭かけであろうと、卑怯と誹そしられようと、これしか――ない。

〈ワルプルギス〉を振りかぶりながら前に出る。

　先手必勝。相手の剣を防げないなら、先にこちらが当てるまで！

　うおん！　と羽虫の軍団の如き音を響かせて、〈ワルプルギス〉のブレードが横薙ぎにガントを襲う。数十メートルにも伸びた光の刃は引いてかわす事はできず、受け止める事もできない。

　しかし――

「ふんッ！」

　旋回するガントの剣が〈ワルプルギス〉のブレードを斬った。

　封入力場の断絶によって電撃は空中に四散、〈ワルプルギス〉はブレードを維持できなくなる。即座に自動リセットがかかり、半秒とかからずにブレードは再構成されるものの、既にそれは振り抜かれた後だ。

　その間にガントは既に次の一撃の予備動作を終えている。

　斬撃が飛ぶ。

　鈴穂は必死に身を投げ出してこれを回避――しかし素人の彼女にはそこが限界だった。

　ろくに受け身も取れないままに地面に身体を投げ出したせいで、腹を強く打って息が詰まる。思わず〈ワルプルギス〉も手放してしまい――あろうことか、それはガントの足下に転がっていってしまった。

　呆あつ気けない。

　ただ一撃の決着。もっとも素人の鈴穂がガントの一撃をかわしただけでも奇蹟に近い。

「……ふむ」

〈ワルプルギス〉を踏んでガントが鈴穂を見下ろす。

「覚悟だけでは勝てない。現実は冷たいものだ」

　ガントが呟くように言う。

　それが何処か残念そうに聞こえたのは鈴穂の聞き違いだろうか。

　そして。

　…………ちゃり。

　小さな鋼はがねと鋼の打ち合う音。

　それが切断された鎖の立てる音なのだと知ってガントは振り返る。

　そこには――

「…………停まれ」

　自分の手で簡易封印符を目元から剝はがした麻雪がガントを見据えて呟つぶやいた。

　ガントの姿がまるでストップ・モーションの如く停止する。

「…………ハセガワ……スズホ……」

　麻雪は鈴穂に近付いてきて首を傾げた。

　鈴穂の一撃は最初からガントではなく麻雪の鎖を狙ったものだったのだ。

　だが――

「……どうして……？」

「…………」

　ノートもないのでただ首を振るしかできない。

　仕方なく鈴穂はリボンを解いて蒼あお髪がみの自分に後は任せる事にした。

　身を起こし、ふわりと――蒼い髪を揺らめかせながら麻雪の前に立つ鈴穂。

「あー……」

　決まり悪そうに頰を掻きながら蒼い髪の鈴穂は言った。

「アタシはこういうの苦手なんだよな…………ああ、まあなんだ。なんつうか、人形遊びはもう卒業して、社会に出ろってこったな」

「…………？」

　困こん惑わくの表情を浮かべる麻雪。

「少なくとも、アタシも、黒い髪のアタシも、あんたの『敵』じゃないよ。多分ね」

「……私が……化け物でも……？」

「悪いがアタシもその一種らしいんでね。それに人間だって変わり者が色々いるからな。ド田舎の村一つで受け入れて貰えなかったからって、世界を見限るのはまだちょっと早いだろ。もっともっと広いんだぜ、世界は？　変な奴もたくさんいる位に」

「…………」

　麻雪はしばし目を瞬かせて鈴穂を見ていたが……

「――うん」

　そう言って頷く。

　鈴穂は苦笑混じりの溜め息をついて肩の力を抜いた。

　これにて一件落着――とまではいかなくても、これで変わる。少なくとも麻雪の時間は動き始めるに違いない。そこからどうやって今までの事を償っていくか、〈連盟〉は彼女に対してどういう動きを示すのか――問題は山積みであろうが、しかしそれはただ時を止めて閉じこもるだけの時間よりも、遙かに意義のある事だと鈴穂は思う。

　そんな事を思っていると――

「……くっついて、いい？」

「いいよ」

　頷いて鈴穂は再びリボンを結んだ。

　黒い髪に戻った鈴穂は精霊兵器の少女に微笑みかける。

「………」

　最初はおずおずと。

　そして――ぎゅっと。

　麻雪は鈴穂にしがみつくと、数十年ぶりの人の肌の温ぬくもりを確かめるかのように、目を閉じた。










　終　章







　それはドームのような場所だった。

　円形の広場。球状の屋根と壁。

　直径二十メートルにも及ぼうかというその広い部屋の真ん中にまるで玉座の如ごとくしつらえられた椅子が一つあった。

　そこに座るのは――二十はたち前の少年が一人。

　平凡な体格に平凡な顔立ち。整ってはいるが、特徴のない事が特徴と言えるかのような、中ちゆう庸ようの容よう貌ぼう。そこに穏おだやかな微笑を浮かべて少年は数枚の紙束を眺ながめていた。

　ふと。

　少年の側そばの地面にぽこりと丸いものが浮かび上がる。

　まるで水面の下から浮上してくるかのように、丸いものの次には眼、鼻、口、首、肩――と続いていき、硬いはずの床の下からわずか三秒にして一人の少女の姿が押し出された。

　美しい――とても美しくあどけない容よう姿しの少女。

　金きん髪ぱつをさらりと揺ゆらして少女は少年の側に立った。

「何を読んでおいでですか？」

「報告書をね」

　少年は少女に優しい微笑を向けて言った。

「読んでいるんですよ」

「報告書？」

「〈学園〉の連中の処ところにいる〈始源的神魔創造者〉と〈魔力侵奪能力者〉の事についての報告書」

　少年の言葉に――少女は眼を見開いた。

「まさか」

「本当みたいですよ。面白いですね」

「由々しき事態かと」

「ま……そうかもしれないですけど。一度会ってみたいものです」

「アキト様に較くらべればどちらも不完全な出来損ないです」

　少女は憤ふん然ぜんとした口調で言った。

「そんな。出来損ないだなんて」

　少年は肩を竦すくめる。

「しかしなかなか世の中は上手くいきませんね。さて――うちの上層部はどう動くんでしょうか？」

「どう転んでも……全てはアキト様を中心に動きます」

「器うつわじゃないとは思うのですけど」

　言いながら少年は報告書を投げ捨て――手を伸ばして少女を抱き寄せる。

「それが天命ならば――やれるだけの事はやって見せましょうかね」





＊






　結局――麻ま雪ゆきは〈学園〉が引き取る事になった。

　当然ながら〈連盟〉側の技術を調べる為の検査は行われるようだが、一応、本人の承諾を取って行うという事らしい。

　また……彼女が『静止』させていたホテルの人々は榮えい太た郎ろう達が簡単な記憶操作を施ほどこしてそのまま帰したが、五十年以上も静止させられていた村人達の社会復帰は簡単にはいかないと〈学園〉も判断、その結果、一時的に彼等を〈学園〉内に構築した村に住まわせ、順次、現代社会に順応させていく計画が立てられている。無論、それで麻雪がした事の責任が消えてなくなる訳ではないのだが、普段は、その村の運営を手伝わせる、ある種の『懲ちよう役えき』が彼女に科せられる事となった。無論、行動の自由はあるし、彼女自身もそれを望んでの事ではあったが。

　そして……

「…………鈴すず穂ほ姉様……！」

　呼ばれて、ぎくりと身を竦ませる鈴穂。

〈学園〉の中庭での事である。

　振り返ると、〈学園〉の制服を着た麻雪の姿があった。幾つかの監視用の魔法具や、非常時に拘束するための封印具がじゃらじゃらと首輪や腕輪になって彼女の身体のあちこちにぶら下がっているが、本人は余り気にしていないようだ。

　たたっ――と小走りに近寄ってくると麻雪は何の躊躇ためらいもなく鈴穂に抱き付いた。

『あの。麻雪ちゃん？』

「……鈴穂姉様……」

　ぐりぐりと鈴穂の胸に頭を擦すり付けながら陶とう然ぜんとした口調で言う麻雪。

　今まで他人に対して抱いていた恐怖を一挙に払ふつ拭しよくしようとするかのように、麻雪は開けっぴろげな好意でもって鈴穂になついている。

　まあそれはいい。それはいいが――

「みゅみゅみゅ？」

「あらあらあら？」

　傍かたわらで面白そうに首を傾かしげて鈴穂と麻雪を眺めている者が二人。

　言うまでもなくタナロットとファルチェである。

「やっぱりスズホはユリなのである」












「これは弁解がききませんねぇ……」

　腕を組んで頷うなずき合うタナロットとファルチェ。

『違うわよ!!』

「でもスズホとマユキはいつもラブラブなのである」

「ラブラブですねえ」

「……はい……」

　と余計な事に頰ほおを染めたりして頷く麻雪。

『ちょっと麻雪ちゃん、誤解を招くような事を』

「……鈴穂姉様……私の事、お嫌いですか……？」

　そんな風に言いながら潤うるんだ瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに見つめられるとさすがの鈴穂も麻雪を突き放す事ができない。首を振ってやると麻雪はぱっと表情を輝かせて微笑ほほえんだ。

「あの……鈴穂姉様、私……お弁当……作ってきたんですよ……？」

『そ……そうなの？　あ、そうだ。私達もタクちゃんとお昼するつもりだったから、麻雪ちゃんも一緒に』

「私……あの人嫌いです……」

　ぷい、と麻雪は明後日あさつての方向を向く。

『なんで』

「……あの人一緒にいると、鈴穂姉様……あの人の方ばっかり見てるから……大体一緒に住んでるんだから……〈学園〉にいる時位は麻雪と……一緒にいてくれてもいいじゃないですか…………」

『それは』

　たじろぐ鈴穂。思えば、こうも積極的な好意をぶつけてこられるのは鈴穂としても初めての経験なので、どうにも戸と惑まどってしまう。

「スズホは忙しそうなのである」

「そうですねえ」

　隣となりで勝手な事を言う者が二人。

「だから拓人を迎えに行って一緒に食事するのは、無理なのである」

「かもしれませんねえ」

『ちょっと、待ちなさい、タナロット！　ファルチェ！　貴女達抜け駆け――』

　と書きつつも、鈴穂は麻雪を振り払う事はやっぱりできない訳で。

「さらば、スズホなのである。ごきげんようなのである」

「ごきげんよう、鈴穂先輩。ではまた」

『あんたらあああああああああああああっ!?』

　ぶんぶんプラカードを振り回す鈴穂だが、最も早はやタナロット達は彼女の方など見もせずにさっさと拓人を迎えに行ってしまった。

「鈴穂姉様……あとね……あとね……村の中に温泉を……設定するってことになったんですよ……一緒に入りましょうね……？」

『あの。でも。ちょっと』

　既に麻雪は聞く耳持たない様子でずるずると鈴穂を引っ張っていく。

　その横顔はとても嬉うれしそうで。とても幸せそうで。

　だから……

『まあ、いいか』

　溜め息をつきつつも――鈴穂は苦笑を浮かべた。





まじしゃんず・あかでみいⅤ　雪原沸騰!?　完










　あとがき




　どうも、軽小説屋の[image: ]です。

「まじしゃんず・あかでみいⅤ　雪原沸騰!?」をお届けしまする。

　本書、本来は十月のお届けのはずだったのですが――申し訳ない。落としました。

　どこぞでも書きましたがいきなり血尿が出てナーバスになって原稿の執筆ペースが落ちてしまいました。まあ結局は胆石だった訳ですが、自覚症状がない（普通、結石は悶もん絶ぜつする位に痛む）ので「結石じゃないのか？」「ネットで調べたら悪性腫しゆ瘍ようの可能性も!?」とか戦せん戦せん兢きよう兢きようとしていたのですよ。

　私の場合、なんかいびつな形の結石なので、痛まないんだとか。喜んで良いのか悪いのか。最近は超音波破砕装置なんてのもあるにはあるんですが、あれ、別に腹を開く訳じゃないんですけど分類的には手術扱いになるので手続きとか面倒なんですよね。

　という訳で体中に不発弾の埋まった何処かの宇宙盗賊の様に戦戦兢兢としつつ今日も原稿を書く私なのです。




　で――この五巻ですが。

　そろそろ大きな流れというか、拓人達に明確な『敵』が出てきます。

　お気き楽らく極ごく楽らくな話は無論好きなのですが、それはどっちかというと『まかでみ・らでぃかる』の方に振って、こっちは少しシリアス度を上げたりなんかして。幾つか振ってあった伏線なんかの回収もぼちぼちやっていく予定です。




　しかし回を追えば追うだけ榮太郎が馬鹿になっていく感じですが、私的にはこいつは書いていて楽というか面白いので、これはこれで良いかな、と。

　時折「榮太郎＝[image: ]一郎ですか？」とか尋ねられますが、私はここまで赤せき裸ら々らな性格ではありません。

　某イベントのサイン会で、エンターブレインのブース（森薫先生のメイドさん漫画の傑作「シャーリー」と「エマ」のブース）のメイドさんのコスプレを見て「おお、可愛い」と大声で口走ったり、サイン会を放り出して一緒に写真を撮ったり――そんな欲望を、現実化させずに抑える程度には大人です、私は。ええ、良識ある大人ですからね。はっはっはっ＜威い張ばるようなことかよ（セルフ突っ込み）。




　今回はなにげに『らでぃかる』で出した小さなエーネウスがＢＬＡＤＥさんやら周囲の人々にウケが良かったので、今回は大増殖です。似たようなネタは他の作品でもやったし、あちこちで見掛けたりもしますが、やっぱ可愛いものが大量にうろうろしてるのは私も好きなのです。




　ついでに言うと本編中の超能力者の設定は、実は私の処のサイト（うごうごⅡ）。







　個人的にはこの『まかでみ』関連は読者や関係者の希望を可能な限り拾っていくというか、皆様の反応をできるだけ見つつごった煮的な感じで色々やろうと思ってますので、「このキャラもっと出せ」とかありましたらファミ通文庫編集部まで葉書とか出して貰えると反映したりするかもしれません（確約はできませぬが）。

　つーか、既にＢＬＡＤＥさんの漫画版から色々キャラ借りてきてるしなあ（シュタインとかメタリスとか）。まあ最初から最後まできちっと隙なく設計された小説ってのにも憧あこがれますが、こういう「読者や関係者の反応によってアクティブに変化する小説」ってのも元々好きなので。それしかできないという意見もありますが。




　ともあれ、そういう小説が書けるのは、やっぱり熱心に読んでくださる読者の方がいるからで、有り難いなあ、と思う事しきり。




　さて、本シリーズもそろそろ山場だったりすますが、『らでぃかる』も含めて今だしばらく続きますので、できればよろしくおつきあいの程を。




　いつもの如く読者の方々、ＢＬＡＤＥ氏、担当氏、校正さん、印刷所の方々、平積みにしてくださった書店の店員さん等々、本書に携わった全ての方々に感謝しつつ。

　ではでは。また。




　二〇〇四／一〇／二七

　ＢＧＭ：ボーン・イン・ザ・ＵＳＡ（byブルース・スプリングスティーン）

　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアム４　２・４ＧHz　ＲＡＭ１ＧＢ）
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